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訂正とお詫び
要旨集に以下の通りの訂正がございます
12月9日 口頭発表OT-5は 同 日のポスター発表PT・27に 変更 にな ります。
新 しい口頭発表OT5は 次の通 りです。
南 極 す りばち池 の微 生 物生 態系
溝辺 智雄 、 三宅絵 理(北 大)、 松 崎雅 広(広 島 大)、 伊村 智(極 地研)、
伴 修平(滋 賀 県立大)
Microbial　ecosystem　of　Lake　Suribati,　Antarctica
　 　 Sawabe,　 T.,　Miyake,　 E.　(Hokkaido　 Univ.),　 Matsuzaki,　 M　 (Hiroshima　 Univ.),
㎞ura,　 S.　(NIPR),　 Ban,　 S.　(Univ.　 of　Shiga　 Pref.)
             Mitt 9 UtAftD,IctitttIM 
             Microbial ecosystem of Lake Suribati, Antarctica 
   0  MIL)T-Slif,k• Et M-Jt • (IL:i4i64-4-) • taki  ffErf, (J1;A*4-4) 
         • 1#44 (tilt-t00  •  1*  fa*  (VA31) 
 Tomoo Sawabe,  Eri Miyake 1, Masahiro Matsuzaki  2, Satoshi Imura  3, Syuhei Ban 4 
1 Hokkaido University
, 2 Hiroshima University,  3 NIPR,  4 University of Shiga Prefecture,
      Census of microbial world has been progressed by means of culture-independent 
techniques of microbial community since early 1990's. Using the techniques, we have great 
advantage to access the microbial community in extreme environments, where we can hardly take 
the microbial samples back to laboratory for the isolation of unseen microbes. In the REAGAL 
project, we have tried to understand microbial community of Antarctic lake ecosystem using small 
subunit rRNA gene clone library analysis. Of these lake ecosystems, microbial communities 
belonging to three all domains (Bacteria, Archaea, and Eukarya) living in the water column of Lake 
Suribati were determined. Lake Suribati is hypersaline meromictic and the largest lake in Syowa 
Oasis. Lake water samples at oxic and anoxic layer were collected in 2001 and 2004. Microbial 
community DNAs were extracted and amplified using universal primer sets for Bacteria,  Archaea 
and Eukarya. Phylogenetic analysis of these sequences revealed variety of microbial linages. In 
oxic layer of the lake, 1) majority of sequences was affiliated to Cheatoceros diatom in Eukarya,  2) 
 Psychroflexus and an uncultured CFB were major community in particle-attached and free-living 
fraction in Bacteria, respectively, and 3) a free-living uncultured haloarchaeon was only the major 
phylotype in Archaea. In the anoxic layer, 1) variety of flagellates and microalga belonging to 
Bicosoecida, Chrysophyceae, Codonosigae, and Cunaliellaceae besides Chaetoceros were found in 
Eukarya, 2) an uncultured CFB was dominated as both particle-attached and free-living forms, and 
minor community of several Haloanaerobium was detected in free-living fraction in Bacteria, and 
3) divergent phylotypes of Halobacteria were determined in both particle-attached and free-living 
in Archaea.
第28回 極域生物シンポジウム
プ ロ グ ラ ム
平成17年12月8日(木)・9日(金)
12月8日(木)
海洋生物
開会挨拶 10:00-10:05
Session　I　:　海 鷹 丸 に よ る南 極海 共 同観 測
イン トロダクシ ョン
口頭発表
10:05-10:20
10:20-11:40
昼食 11:40-13:30
SessionII:カ ナ ダ北極 圏大 陸棚 域 にお ける
物質循環研究(CASE)
イン トロダクシ ョン
口頭発表
海洋セ ッシ ョンコメン ト
ポスター発表
13:30-13:50
13:50-15:10
15:10-15:20
15:30-17:30
懇親会 17:45一
12.月9日(金)
陸上生物
イ ン トロダクション
口頭発表
10:00-10:20
10:20-11:40
昼食 ・ポスター発表 11:40-13:00
SessionIII　 -Specialtopics－
口頭発表
休憩、ポスター発表
口頭発表
総合討論
13:00-15:00
15:00-15:30
15:30-16:30
16:30-16:45
閉会 17:00
平成17年12H8日(木)
開会挨拶 国立極地研究所長 10:00-10:05
Session　I　:海 鷹 丸 に よる南 極 海 共 同観 測
座長:平 課 享(極 地研)
イ ン トロダ ク シ ョン10:05-10:20
海鷹 丸 に よ る南 極海 共 同観 測
小達 恒夫(極 地研)、 石 丸 隆(海 洋 大)、 福 地 光 男(極 地研)
OM-110:20-10:40
2005年1刀 に海鷹 丸 にて観 測 した 昭和 基地 沖 にお ける基礎 生産 量
堀 本奈穂 、富 田友希 子、山 口征 矢(海 洋 人)
OM-210:40-11:00
2004/05年 海鷹 丸航 海 にお いて 採集 され た 動物 プ ラ ン ク トン群 集 の 空 間分布
品川牧 詩 、堀 本奈 穂 、石 丸 隆(海 洋 大)、 喜 多村稔(JAMSTEC)、 小 達恒 夫 、
・F詳 享(極 地研)
OM-311:00一 日:20
南大洋 にお け るDMS(P)分 布 の 比較
笠松 伸江 、小 達 恒 夫(極 地研)、 西 田千 春(名 古屋 大)、 石 丸 隆(海 洋 人)、
福 地光 男(極 地研)
OM-411:20-11:40
南 大洋 イ ン ド洋セ クター か ら海 鷹 丸 に よって採 集 され た魚 類
茂 木II三人 、石 丸 隆(海 洋 大)
昼 食11:40-13:30
Sessionll:カ ナ ダ北極 圏大 陸 域 にお ける物質 循環 研 究CASES
座 長:佐 々木 洋(石 巻 専修 大)
イ ン トロダク シ ョン13:30-13:50
2003-2004年 カナ ダ北極 圏 陸棚 域 にお け る物 質循 環 の研 究(CASES)の 概 要
服部 寛(北 海 道東 海 大)、 三瓶 真(ラ バ ル 大)、 佐 々木 洋(石 巻 専修 大)
Fortier,　L.　(ラ バル 大)、 福 地光 男(極 地 研)
一1一
OM-513:50-14:IO
　 　 　 　 Quantum　 yie}d　 of　ice　algae,　 surface　 phytoPlankton,　 and　 sinking　 algae　 in　theArctic　 Ocean　 during
　 　 　 　 winter-spring　 Period
　 　 　 　 　 　 Yamamoto,　 S.,　Ohi,　 N.　(Soka　 Univ.),　 Fukuchi,　 M.(NIPR),　 Demers,　 S.
　 　 　 　 　 　 Gosselin,　 M・　(univ・ 　of　Quebec),　 Michel,　 C.　(Freshwater　 Institute),　 Taguchi,S.　 (Soka　 univ.)
OM-614:10-14:30
カ ナ ダ北極 圏 アム ンゼ ン湾 の海 氷 下 面にお ける原 生動 物(CASES,2004)
鈴 木利 一(長 崎 大)、 太 田尚志(石 巻 専修 大)、 山本 真 也(創 価 大)、 三瓶 真(極 地研)、
服 部 寛(北 海 道 東海 大)、 佐 々木洋(石 巻 専修 大)、 福 地 光男(極 地研)
OM-714:30-14:50
CASES2004カ ナ ダ北極 海 にお け る微 小動 物 プ ラ ンク トン増 殖能 の季 節 変化
太 田尚志(石 巻 専修 大)、 鈴 木利 一(長 崎大)、 三瓶 真(ラ バ ル 大)、
佐 々木 洋(石 巻 専修 大)、 服 部 寛(北 海 道 東海 大)、 福地 光男(極 地研)
OM-814:50-15:10
ア ム ンゼ ン湾 におい てセ デ ィメ ン トトラ ップ に よ り採 集 され た動 物 プ ラン ク トン(swimmer)の
分類 群組 成 お よび生 物量 の 季節 変動
真 壁 竜 介 、佐 々木 洋(石 巻 専修 大)、 服 部 寛(北 海 道 東海 大)、 三瓶 真　(Laval　Univ.)　、
福 地光 男(極 地研)
海 洋研 究 セ ッシ ョン コメン ト15:10-15:20
福 地光 男(極 地研)
休 憩15:20-15:30
海 洋 生物 ポ ス ター 発表15:30-17:30
懇 親 会17:45.
一2一
平成17年12A9日(金)
口頭発表:陸 上生物
SessionIII:南 極 湖 沼 生 態 系1
座長:神 田啓史(極 地研)
イ ン ト ロ ダ ク シ ョ ン10:00-10:20
　 　 　 　 Japanese　 Limnetic　 Research　 Pr()ject　 in　Antarctica
　 　 　　 　 　 　 　 Imura,　 S.　(NIPR)
OT-110:20-ll:00
　 　 　 　 coastal　 Antarctic　 lake　 sediments　 as　archives　 of　Late　 Quaternary　 environmental　 change　 -　a　case　 study
　 　 　 　 from　 the　Larsemann　 Hills,　 East　 Antarctica
　 　 　 　 　 　 Vyverman,　 W.　 (Ghent　 Univ.,　 Belgium),　 Hodgson,　 D.　A.　 (BAS),
　 　 　 　 　 　 Verleyen,　 E.,　Sabbe,　 K.　(Ghent　 Univ.,　 Belgium),　 Wilmotte,　 A.　(Univ.　 of　Li6ge,　 Belgium)
OT-211:00一 日:40
　 　 　 　 Community　 Dynamics　 in　Antarctic　 Freshwater　 Environment
　 　 　 　 　 　 　 　 Ellis-Evans,　 C.　(BAS,　 UK)
昼 食 、 ポ ス タ ー 発 表11:40-13:00
SessionIII　 -S　ecialto　 ics－ す りば ち 池 一 陸 封 され た 海 が創 り上 げ た 生 態 系
座長:伊 村 智(極 地研)
OT-313:00-13:30
　　　　Limnological　features　of　Skarvsnes　lakes,　Syowa　Oasis　in　east　Antarctica
　　　　　　　 Kudoh,　 S.　(NIPR)
OTL413:30-14:00
超 高塩 分塩湖 す りば ち池 の 環境特 性 と環境 変 動
瀬 戸浩 二(島 根 大)、 佐 藤 高晴(広 島大)、 伊 村 智 、工藤 栄(極 地研)、
今 中忠行(京 都 大)、 坂 井 三郎(　JAMSTEC-IFREE)　 、 上村剛 史(極 地研)、
奥 田将 己(総 研 大)
OT-514:00-14:30
南 極す りば ち池 に お け る 自由生 活 型細菌 と粒 状物 付 着型 細 菌群 集 の比 較
溝辺 智雄 、 三宅絵 理(北 大)、 松崎雅 広(広 島大)、 伊 村 智(極 地研)、
伴 修 平(滋 賀 県立大)
一3一
OT-614:30-15:00
　 　 　 　 Characteristics　 of　plankton　 community　 structure　 in　hyper-saline　 meromictic　 Lake　 Suribati　 Ike　as
　 　 　 　 compared　 with　 other　 freshwater　 lakes　 around　 Syowa　 Oasis.
　 　 　 　 　 　 Ban,　 S.,　Kimura,　 S.　(Univ.　 of　Shiga　 Pref.),　Imura,　 S.,　Kudo,　 S.　(NIPR),
　 　 　 　 　 Matsuzaki,　 M.　 (Hiroshima　 Univ.)
休 憩 、 ポ ス タ ー 発 表15:00-15:30
座長:工 藤 栄(極 地研)
OT-715:30-16:00
南 極 す りばち池 か ら分 離 したDMSO呼 吸 細菌 と脱 窒 細菌 の解 析
松 崎雅 広(広 島大)、 伴 修 平(滋 賀 県 立大)、 工藤 栄 、伊 村 智(極 地研)、
高橋 陽介(広 島大)
OT-816:00-16:30
南極 湖 沼試 料 か ら単離 した微 生物 にお け るペ プ チ ド性D体 ア ミノ酸
西 川 佳宏 、長 沼 毅(広 島大)、 伊村 智 、神 田啓 史(極 地研)
総 合 討 論16:30-16:45
閉 会17:00
一4一
平 成17年12.月8日(木)
ポ ス ター 発表:海 洋 生物
PM-1南 大 洋 にお い て実施 され る豪 ・仏 ・日CAMLffPY共 同研 究
福 地光 男 、小達 恒夫(極 地研)、 グ ラハ ムホー ジー(オ ー ス トラ リア 南極 局)、 平課 享 、
高橋 邦夫(極 地研)
PM-22004/5年 南 極 ロス海域 にお け る開洋 丸生 態 系調査 の予備 報 告
永 延 幹男 、瀧 憲 司、林 倫成(遠 水 研)
PM-3　 TrophiccascadingintheAntarcticPolarfrontalzoneduringAustralautumn2005
　 　 　 　 　 Froneman,　 P.W.,　Allan,　L(Rhodes　 Univ.)
PM-4海 氷 藻 類.Detonula　 Confervacea　 (Cleve)　 Granの 海 氷 中の低 温環 境 に対 す る増 殖応 答
山下星 河 、鈴 木祥 弘(神 奈 川 大)
PM-5サ ロマ湖 にお け る海 氷藻 類 のUV吸 収 色素 に関す る研 究
北 島 正治 、森 啓 介 、鈴木 祥 弘、井 上 和仁(神 奈 川 大)
PM-62004年 夏季 のべ ー リン グ海 南東 部陸棚 域 で のサ イ ズ別 基礎 生 産力
塩 本 明弘(中 央水 産研)
PM-7　 PrOdUCtiVityandOptiCalCharaCteriStiCSOfnatUralphytOplanktOnaSSemblageSinthe
　　　　　 Southern　 Ocean　 in　response　 to　ultraviolet　 radiation.
　　　　　　　Sandric　 Chee　 Yew　 Leong　 (Soka　Univ.),　Fukuchi,　 M.　(NIPR),
　　　　　　　Taguchi,　 S.　(Soka　Univ.)
PM-8南 大洋 にお ける衛 星海 色セ ンサーSeaWiFSの 検 証
平繹 享(極 地研)、 小林 拓(山 梨 大 工学部)、 小達 恒 夫 、福 地光 男(極 地研)
PM-9北 海 道 オ ホー ツ ク海 沿岸域 で発達 す る季節 海氷 に よ る沈 降粒 子 フラ ックスにつ い て
樋 渡武彦(環 境 研)、 白澤 邦 男、深 町 康(北 大)、 永 田隆 一(ガ リン コタ ワー(株))、
越 川 海 、木 幡 邦 男、 渡辺 正孝(環 境 研)
PM-10ア ム ンゼ ン湾 にお い てセデ ィ メン トトラ ップに よ り採 集 され た小形 動物 プ ラン ク トン
(swimmer)の 季節 変動
太 田裕 也 、真壁 竜 介 、佐 々木 洋(石 巻 専修 大)、 服 部 寛(北 海道 東海 大)、
三 瓶 真(Laval大)、 福地光 男(極 地研)
PM-ll　 アデ リー ラン ド沖 にお け る表 層動 物 プ ラ ンク トン群集 の経年 変 動
小 野敦 史 、堀本 奈 穂 、石 丸 隆(海 洋 大)
PM-12ウ エ ッデル海 北 西部 にお け るカイ アシ類 再生 産 の海域 特 性
梅 田晴子(韓 国極 地研 、 北水研)、 シン ・ヒ ョンチ ョル(韓 国極 地研)、
ジ ャ ン ・ソン タエ(韓 国海 洋研)、 チ ョン ・ギ ョンホ、 カ ン ・ソンホ(韓 国極 地研)
PM-13南 極 海 季節海 氷 域(東 経140度)に お け る動 物 プ ラ ンク トン群 集 の分布 特性
辻 本 恵 、高橋 邦夫 、平課 享 、福 地光 男(極 地研)
一5一
PM-14南 大洋 イ ン ド洋 セ ク ター にお け る動物 プ ラ ン ク トン現 存 量 の変動(1996-2004)
澤邊 江 梨子(海 洋 大)、 高 橋 邦夫 、福 地光 男(極 地研)、 石 丸 隆(海 洋 大)
PM-152004/05開 洋丸 ロス海 調査 で採 集 され た魚 類
岩 見 哲 夫(東 京 家 政学 院 大)、 林 倫成 、瀧 憲 司、永 延 幹男(遠 水研)
PM-162003年 と2004年 秋 季 の 日本 系 サ ケ回帰 資源 量 の増 加 と2000年 春季 の流 氷退 行後 の
オ ホー ツ ク海 の海 洋環 境 との 関係
清水 幾 太郎(さ け ・ます 資源 管理 セ ン ター)
PM-17夏 季 べ ー リング海 南東 部 にお け る ウ ミガ ラス類 とそ の餌 生 物 の分布 特性
國分 亙彦 、飯 田浩 二、 向井 徹(北 大)
PM-18オ オ ミズナ ギ ドリの採 餌 トリ ップ 中の飛 翔行 動
廣 瀬愉 芸 子(海 洋 大)、 佐藤 克 文(東 大)、 松本 経 、綿 貫 豊(北 大)、
岡奈理 子(山 階鳥類 研)
PM-19ア オ メ ウの潜水 行 動:1採 餌 戦 略
高橋 晃周(極 地研)、　Trathan,　 P.　(英 国 南極 局)、 綿 貫 豊(北 大)、
内藤 靖彦(バ イ オ ロギ ング研)
PM-20ア オ メ ウの 潜水 行 動:2足 か き運 動
綿 貫 豊(北 大)、 高橋 晃周(極 地研)、　Trathan,　 P　 (英 国南 極局)、 田 中秀 二(北 大)
PM-21潜 水 深度 と浮力 に依 存 す る代 謝速 度 を組み 込 ん だ最 適 潜水 モ デル
森 貴 久(帝 京 科 学 大)、 高 橋晃周(極 地 研)、 綿 貫 豊(北 大)
PM-22抱 卵 期 の リ トル ペ ンギ ンの採 餌 トリップ と潜 水行動
加藤 明子 、 ロペル クデ ル ヤ ン(極 地研)、 シ ア ラデ ィア ア ン ドレ(ペ ンギ ンパ レー ド)
PM-23　 Swimmingperf()rmancesofAd61iepenguins:effectsofcarryingalogger
　 　 　 　 　 　 Ropert-Coudert,　 Y　(NIPR),　 Y()da,　K.　(Univ.　 of　Calif()rnia),　 Kato,　 A.　(NIPR)
PM-24　 GeneticdiversityinGentoopenguins
　 　 　 　 　 　 Telegeev,　 G.　D.　(Institute　 of　Molecular　 Biology　 and　 Genetics　 of　NAS　 of　Ukraine),
　 　 　 　 　 Dranitsina,　 A.　S.　(lnstitute　 of　Molecular　 Biology　 and　 Genetics　 of　NAS　 of　Ukraine,
　 　 　 　 　 　Taras　 Shevchenko　 National　 University　 of　Kyiv),　 Dybkov,　 M.　V.,　Maliuta,　 S.　S.
　 　 　 　 　 　(lnstitute　 of　Molecular　 Biology　 and　 Genetics　 of　NAS　 of　Ukraine),
　 　　 　　 　 Bezrukov,　 V.　F.　(Taras　 Shevchenko　 National　 University　 of　Kyiv)
PM-25繁 殖 期 の ア デ リー ペ ン ギ ン に 見 られ た 血 中電 解 質 の 変 動 に っ い て
坂 本 健 太 郎(北 大)、 加 藤 明 子(極 地 研)、 佐 藤 克 文(東 大)、 島 田裕 之(遠 洋 水 産 研)、
飯 田 雅 子(北 大)、 工 藤 栄 、伊 村 智 、(極 地 研)、 内 藤 靖 彦(バ イ オ ロ ギ ン グ研 究 所)、
葉 原 芳 昭 、 石 塚 真 由美 、藤 田 正 一(北 大)
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PM-26
PM-27
アデ リーペ ンギンに装着 したカメラロガーによって記録 された餌生物画像 とそれ に
関連す る潜水行動 につ いて
坂本健太郎(北 大)、 加藤明子、高橋晃周(極 地研)、 佐藤 克文(東 大)、
島田裕之(遠 洋水産研)、 飯 田雅 子(北 大)、 工藤 栄、伊村 智、(極 地研)、
内藤靖彦(バ イオ ロギング研究所)、 葉原芳昭、石塚真 由美、藤 田正一(北 大)
南極海氷域にお けるヘ リコプターによる鯨類 目視観測
島田裕之(遠 洋水産研)、 加藤 明 子、平沢尚彦(極 地研)
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平成17年12.月9日(金)
ポ ス ター発 表:陸 上 生物
PT-1
PT-2
PT-3
PT-4
PT-5
PT-6
PT-7
PT-8
PT-9
PT-10
PT-ll
PT-12
PT-13
ス ピッツベルゲン島に生息す る.Pythium属 菌1種 の凍結耐 性
貴田健一(大 阪府立大)、 星野 保(産 総研)、 東條元昭(大 阪府立大)
カナダ高緯度北極 のコケ群落 にお ける菌類のバイオマス と多様性
大園享司(京 大)、 上野 健、内田雅 己、神 田啓史(極 地研)
低温性 糸状菌の凍結培地上での増殖特性
星野 保(産 総研 、北大)、 斎藤 泉(北 海三共)、 湯本 勲(産 総研、北大)
高緯度北極ニーオルスンにお ける低温域での リターか らのCO2放 出
菅 尚子(岐 阜大)、 内 田雅 己(極 地研)、 吉竹晋平(広 島大)、 神 田啓史(極 地研)、
小泉 博(岐 阜大)
高緯度北極ニーオル スン氷河後退域にお ける土壌微生物バイオマス ・呼吸速度の制 限要因
吉竹晋平(広 島大)、 内田雅 己(極 地研)、 菅 尚子(岐 阜大)、 中坪孝之(広 島大)
高緯度北極ニーオルスンにお ける土壌呼吸速度 におよぼす構造土の影響
内田雅己(極 地研)、 吉竹晋平(広 島大)、 菅 尚子、(岐 阜大)、 神 田啓史(極 地研)
高緯度北極ニーオルスン氷河後退域にお ける炭素の蓄積 と分布
中坪孝之(広 島大)、 内田雅 己(極 地研)、 大塚俊之(茨 城大)、 吉竹晋平(広 島大)、
小泉 博(岐 阜大)
高緯度北極氷河後退域 におけるモ レーン上のコケ植物 の遷移パ ター ン
上野 健、神 田啓史(極 地研)
日本列島にお ける高山植物の生理生態V南 アル プスのカール地形 におけるムカ ゴ トラノオ
の分布
冨 田美 紀(静 岡大)、 西 谷里 美(日 本 医科 大)、 佐 々木 明彦(東 北 大)、
長谷 川 裕彦(明 治 大)、 増沢 武 弘(静 岡大)
日本 列 島 にお ける高 山植 物 の 生理 生態W.北 アル プス 白馬 山系 にお け る蛇 紋岩 土壌 と
植 物 の 生育 につ い ての 関係
波 多 野肇 、大橋 雄 気 、増 沢 武 弘(静 岡大)
16SrRNA遺 伝子 分析 に よ るア ラス カ ・グル カ ナ氷河 のバ クテ リア群 集解 析
瀬 川 高弘(新 領 域 融 合 セ ン ター)、 竹 内 望(地 球研)、 幸島 司郎(東 工大)
A　novel　bioinformatics　 tool　for　phylogenetic　 analyses　 of　mix　genomes　 of　uncultured
microbes
　　 Abe,　T.,　Sugawara,　 H.　(NIG,　 Grad.　Univ.　Adv.　Stud.),
　　 Ikemura,　 T.　(Grad.　Univ.　Adv.　Stud.)
南極 地 域 にお け る微 生 物 の探 索
今 中忠行 、 三吉 祐輝 、 近藤 由佳 、 山津敦 史 、跡 見晴 幸(京 都 大)
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PT-14　 Skarvsnes湖 沼群 の珪藻 、 特 に コケ坊 主 に関連 して
大塚 泰介(琵 琶 湖 博物 館)、 工藤 栄 、伊村 智(極 地 研)、 大谷 修 司(島 根 大)
PT-15深 さの異 な る2つ の塩 湖 にお け る微 生物 群集 の鉛 直構 造
木村 成 子 、伴 修 平(滋 賀 県 立大)、 伊 村 智 、 工藤 栄(極 地研)、 松 崎雅 広(広 島 大)
PT-16南 極 の岩 石 内微 生物 群 よ り分離 した単細 胞 緑藻 の系統
山沖 和之 、今 井1玉江(東 京 理科 大)、 井 上源 喜(大 妻 女 子大)、 長 島 秀行(東 京理 科 大)
円M7南 極 す りば ち池 の 真核微 生 物 群集
三宅絵 理 、澤 辺 智雄 、 大 内真 理子 、堀 口健 雄(北 大)、 松 崎雅 広(広 島大)、
伊 村 智(極 地研)
PT-18湖 底堆 積物 コア 中の 有機成 分 に よる南極H召和 オ ア シ スのB-3池 お よびB-4池 にお け る過 去
3400年 間 の環 境 変動 と生物組 成 変動 に 関す る研 究
井 上源 喜(大 要 女 子大)、 小林 智恵 子、竹 村哲 雄(東 京 理科 大)、 伊 村 智、
神 田啓 史(極 地研)
PT-19南 極 リュ ツオ ・ホル ム湾露 岩域 の内水 面 にお け る溶 存 メ タンお よび 氷盤 気泡 中 メ タンガ ス
佐 々木 正 史、遠 藤 登(北 見 工大)、 伊 村 智 、 工藤 栄(極 地研)
PT-20昭 和 基 地周 辺 にお け る鮮類 分布 と周辺微 環 境 の 関係 評 価
奥 田将 己(総 研 大)、 伊 村 智 、神 田啓 史(極 地研)
PT・・21コ ラー ゲ ン人 工皮 膚 を用 いた 南極 での紫外 線曝 露 の研 究
高橋 哲也 、大谷 修 司(島 根 大)、 神 田啓 史 、伊 村 智、 工藤 栄(極 地研)、 入 江伸 吉、
服 部俊 治 、 田中啓 友(財 日本皮 革研 究 所 、株 ニ ッ ピ)
PT-22　 Generatingecologicalindicatorsforstudiesinpolarecology
　 　 　 　 　 　 B61ter,　 M.　(Univ.　 Kiel,　 Inst.　f()r　Polar　 Ecology,)
PT・-23　 TheAntarcticrunnelalgae
　 　 　 　 　 Faradina　 Merican,　 Wan　 Maznah　 W.O.,　 Wan　 Asmadi　 W.A.,　 Mashhor　 Mansor
　 　 　 　 　 　 (Univ.　 Sains　 Malaysia)
PT-24　 LipaseproducingpsychrophilicmicroorganismisolatedfromAntarctica
　 　 　 　 　 　 Rashidah　 Abdul　 Rahim,　 Nazalan　 Najimudin,　 Razip　 Samian,　 Koay　 Phaik　 Chin
　 　 　 　 　 　 (Univ.　 Sains　 Malaysia)
PT-25　 0bservationofIＬichenatCaseyStationandEsparanzaStation
　 　 　 　 　 Latiffah　 Zakaria,　 Faradina　 Merican,　 Wan　 Maznah　 W.0.,　 Mashhor　 Mansor
　 　 　 　 　 　 (Univ.　 Sains　 Malaysia)
PT・26南 極 湖 沼 に お け る 潜 水 観 測
伊 村 智 、 工 藤 栄(極 地 研)、 瀬 戸 浩 二(島 根 大)
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海 鷹 丸 に よ る 南 極 海 共 同 観 測
Collaborative　 study　 of　the　Antarctic　 Ocean
　　　　 with　TRV　 UMITAKA　 MARU
小達 恒 夫1,2,石 丸 隆3,福 地 光 男1,2
1極地研究所,2総 研大,3東 京海洋大学
　 　 Odate,　 T.1'　2,　Ishimaru,　 T.3,　Fukuchi,　 M.1'　 2
　 　 　 　 　 　 1　NIPR,　 2　SOKENDAI,　 3　TUMSAr
The　 National　 Institute　 of　 Polar　 Research　 (NIPR)　 and　 the　 Tokyo　 University　 of　 Marine　 Scicnce
and　 Technology　 (TUMSAr)　conducted　 the　 collaborative　 study　 of　 the　 Antarctic　 Ocean　 with
Training　 and　 Research　 Vessel　 UMITAKA　MARU　 off　 LUtzow-Holm　Bay　 in　 2004/05　 austral
summer.　 The　 cruisc　 was　 a　part　 of　activities　 of　the　 46th　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedit　 on
(JARE-46).　 In　 this　 prcscntation　 outline　 of　 the　 science　 cruisc　 will　 be　 described.　 Scient　 fic
results,　 which　 were　 obtaincd　 during　 the　 cruise　 as　 well　 as　the　 previous　 cruises,　 will　 be　 presented
during　 this　 symposium.
情報 ・システム研究機構国立極地研究所では、国内外の大学等 との南極共同観測の実施
に関 し、南極地域観測事業国内外共同観測規則を定めた。これを受けて、極地研究所 と
東京海洋大学の間で 「2004/2005年 南極夏期共同観測に関する協定」を締結 し、第46次
日本南極地域観測隊(JARE-46)で は、東京海洋大学 「海鷹丸」を観測 プラヅ トフォー
ムとした共同観測を、昭和基地のある リュヅオ ・ホルム湾北方海域において実施 するこ
ととなった。
JARE-43及 びJARE-44で 観測を実施 した東経140度 、南緯60度 以南の海域(C海 域)
は、南極大陸周辺でも比較的海氷の張 り出しが弱い海域 として知 られている。一方、昭
和基地のあるリュヅオ ・ホルム湾海域(A海 域)は 、南極海イン ド洋区の中でも海氷の
張 り出しがより低緯度側に広がる海域である。A海 域 とC海 域での生物生産過程、更に
生物起源の地球温暖化関連物質の動態を比較観測することによ り、海氷分布がそれ らに
及ぼす影響を解 明することを目的 とした。また、昭和基地及び周辺定着氷下においては、
生物生産過程や生物起源の地球温暖化関連物質の観測が実施 されてお り、これ らのデー
タを的確に解釈する上でも、昭和基地のある リュツォ ・ホルム湾北方海域の観測は重要
である。
ここでは、JARE-46「 海鷹丸」による海洋観測の概要を述べ、 この航海を含む これ ま
での 「海鷹丸」やその他の観測によって得 られた成果は、本シンポジウム中に別途発表
される予定である。
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2005年1.月 に 海 鷹 丸 に て 観 測 した 昭 和 基 地 沖 に お け る 基 礎 生 産 量
Primary　 production　 of　phytoplankton　 off　the　Syowa　 Station　 in　Ja皿ary2005
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 during　 the　Umhaka　 maru　 cruise
堀 本 奈 穂 ・富 田友 希 子 ・山 口征 矢(東 京 海 洋 大 学)
N　 Horimoto,　 Y.　Tomita,　 Y.　Yamaguchi　 (Tokyo　 Univ.　of　Marine　 Science　 and　Technology)
We　 dete㎜ined　 the　pdmary　 production　 and　 the　 chlorophyll　 a　(Chlのconcentration　 in　January　 2005　 at　Line　 A
(20-40°E,　 40-67°S),　 Line　 B(40-105°E,　 43-67°S),　 and　 off　Showa　 Station　 (Lutzow-Holm　 Bay).　 Integrated　 primary
productions　 in　the　Lutzow-Holm　 Bay　 located　 in　southern　 of　AD　 averaged　 661　 mgC　 nf2　d'1,　and　 mean　 integrated
Chl　 a　concentration　 in　the　euphotic　 zone　 were　 43.3　 mg　 m-2.　 Primary　 productions　 in　the　Lutzow-Holm　 Bay　 were
1.5-3　 times　 higher　 than　 those　 in　the　other　 sampling　 area.　 Integrated　 primary　 productivities　 and　Chlαlevels　 in
the　northern　 area　of　APF　 were　 474　 mgC　 m-2　 d'l　and　 30.5　 mg　 m'2　and　 smaller　 compared　 to　those　 in　the　 southem
area　 of　AD.　 However,　 the　aasimulation　 numbers　 were　 similler　 in　both　 areas　 (average　 l5.5　mgC　 mg　 Chlαd"1).
In　 contrast,　 the　 area　 between　 AD　 and　 APF　 (55-66°S),　 primary　 production　 and　 Chl　 a　 concentration　 were
considerably　 low　 concentrations,　 212　 mgC　 m-2　 d-l　and　 18.5　mg　 m'2　(l　L4　 mgC　 mg　 Chl　 a　d-1).
南極海 にお ける基礎 生産量や ク ロロフィル(Chl)現 存量 に関す る研究 は,氷 縁 が後退す る夏季 を
中心 として1960年 代か ら断片的 に行われて きた.特 に氷縁 域は,　Ice　Edge　Blooomに よる非常に高いChl
現 存量 と基 礎生産量 を特徴 として注 目を集 めてきた.し か し1980年 頃か ら,南 極海 で もChl現 存量 が
高 くない海 域があ り,そ こではナ ノサイズ(20μm以 下)の 植 物プ ラ ンク トンが卓越 し,基 礎 生産量 は
低 い ことが明 らかにな ってきた.近 年 では,こ れ らの海域 はHigh　 Nutrient　-　Low　Chlorophyll海 域 として
認識 され,そ の メカニズ ムにつ いて研究 が進 んでいる.本 研 究は,ケ ープ タウンー 昭和基 地沖(リ ュツ
ォホルム湾)一 フ リマ ン トル に至 る海域 にお ける基礎生産 量 とChl現 存 量を明 らか に したのでそ の特徴
について報 告す る.
観測 は,2005年1月1日 か ら1月21日 にかけて東京海洋 大学研究練習船 「海 鷹丸」にお いて2つ
の観 測線,側 線A(20～35°E,40～67°S)と 測線B(40～105°E,43～67°S)お よび リュツォホル ム湾
にて行 った.海 水試料 は,テ フロンコーテ ィングニスキ ン採水器 にて海面光量のlOO%か ら1%の7層 に
て採 取 した.試 水 は,　NaHi3CO3を 添加 し疑似 現場法 によ る培養 を24時 間行 った.培 養後 は直 ち に
WhatmanGF/Fフ ィルターでろ過 し,フ ィル ターサンプル は分析 まで凍結保存 した.試 料 の13C量 は13C
アナ ライザー(EX-130S,JASCO)で 赤 外分光法に より測定 した.ま た,Chlα 濃度 は同様の海 水をWhatman
GF/Fフ ィル ター にて ろ過 し,そ のフ ィル ター をDMFに よ り抽 出 し,蛍 光法で測定 した.
側線A・B共 にAntarctic　Polar　Front　(APF)は55°S付 近に存在 してお り,南 極発散線(AD)は66・S
付近 に見 られた.リ ュツ ォホル ム湾 にお け る観測点 は全てADよ りも南側に位 置 していた.リ ュツォホ
ル ム湾にお ける有光層の積算基礎生産量 は平均661mgCm'2d'i,有 光層の 平均積算Chl　a量 は43.3mgrぼ2
とな り,基 礎生産量 は他海域 よ りも1.5-3倍 高かった.　APFよ りも北 の海域 では,474mgCm-2d'iと30.5
mg　m2で あ り,リ ュツォホル ム湾 よりもいずれ の値 も低か ったが,同 化数はあま り変 らなかった(平 均
15.5　mgC　mg　Chl　a　d'i)　・一方,　ADとAPFの 間の海域(55-66°S)は,い ずれの値 も非常に低 く212mgC
m'2　d-1,　18.5mg　 nr2,　ll.4mgC　 mgChlad-1で あった.基 礎 生産 量の分布様式 と環境 要因 との関係 につ い
て考 察を行 った.
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2004/05年 海 鷹 丸 航 海 に お い て 採 集 さ れ た 動 物 プ ラ ン ク トン 群 集 の 空 間 分 布
Spatial　 variability　 of　zooplankton　 comm皿itiescollectedbyRMTnet
　 　 　 　 　 TRIV　 Umitaka-maru　 IV　of　the　Antarctic　 Ocean　 2004105
品 川 牧 詩,堀 本 奈 穂,石 丸 隆(東 京 海 洋 大 学),喜 多 村 稔(JAMSTEC),
小 達 恒 夫,平 課 享(国 立 極 地 研 究 所)
M.　Shinagawa,　 N.　Horimoto,　 T.　Ishimaru　 (Tokyo　 Univ.　of　Marine　 Science　 and　Technology),
　 　 　 　 　 　 M.　Kitamura　 (JAMSTEC),　 T.　Odate　 and　T.　Hirawake　 (NIPR)
　 　 　 During　 the　 TR/V　 Umitaka-maru　 cruise　 in　 2004/05　 austral　 summer,　 spatial　 variability　 of　 zooplankton
communities　 were　 investigated　 off　LUtzow-Holm　 Bay　 (66°30'　 -68°00'S,　 36°OO'　 -41°00'E;　 five　stations)　 and　 along
140°Etransect(63°0σ一66°00'S;　 seven　 stations).　 The　 samples　 were　 collected　 from　 6　1ayers　 (0　-50　 -100　 -200　 -500
-1000　 -2000m)　 with　 RMT8　 net　 (mesh　 size　 4.5　 mm),　 sorted　 into　 major　 taxonomic　 groups,　 enumerated　 and
measured　 wet　 weight,　 and　 then　 carbon　 biomasses　 were　 estimated.
　 　 　 Off　 LUtzow-Holm　 Bay,　 copepods　 dominated　 comprising　 46%　 of　 total　 individuals　 in　 O-200m　 (237
inds/1000m3　 in　 average).　 In　 the　 mesopelagic　 zone,　 chaetognaths　 occupied　 primarily.　 A　 large-sized
scyph・m・d・ ・an・upt・30・mi・ ・mb・elladi・m・t・ ・w・ ・ec・11ect・di・100-200・・200-500ml・y…and・ ・mp・i・ed
the　 large　 part　of　total　wet　 weight　 and　 carbon　 biomass.
　 　 A1。ng　 l40・E　 t・an・ect,　・・p・p・d・　d・mi・at・d　 (59%;　 43　 i・d・/IOOOm3)　 i・　0-200m　 found　 ・t　tw・ 　・tati・n・　i・　th・
south　 of　 65°30'　 (less　 than　 250m　 deep).　 At　 65°30'　 (950m　 deep),　 euphausi　 ds　 were　 abundantly　 in　O-50m　 (1440
inds/1000m3).　 And　 65°20',　 amphipods　 dominated　 comprising　 39%　 of　total　 ndividuals,　 however　 total　 individuals
。fO-200ml・y・ ・w・ ・mi・imuminth・t・an・ect(44i・d・/1000m3).E・phau・id・d・minat・di・th・0-200m1・y…f
tw。n。rth,,n,t。ti・n・(av・・ag・144i・d・/1000m3,64%).1・th・m…P・1・gicz・n・,・haet・gnath・d・minat・d
P・im・ ・ily　at　 ・11　・t・ti・n・,　and　 ・alp・　・cc・pi・d　 ・p　t・　20%　 ・f　t・t・l　i・dMdual・ 　at　 f…　 n・ 油 ・・n・t・ti・n・ 」n
1000-2000m　 depth,　 community　 composition　 was　 similar　 in　off　 LUtzow-Holm　 Bay　 and　 along　 140°E　 transect,
where　 chaetognaths　 and　 copepods　 occupied　 36%　 and　 28%,　 respectively.
2004/05年 に海鷹 丸 に よって リュ ツオ ・ホル ム湾沖 の5測 点(南 緯66°30'-68°OO',東 経36°OO'-41°00')お
よび 東経140度 線 ヒの7測 点(南 緯63°OO'-66°OO')に お い て,　RMT8ネ ッ ト(目 合 い4.5mm)に よる採集
を行 った.0-50-100-200-500-1000-2000mの6層か ら採 集 した動 物 プ ラ ンク トン群 集 を分 類群 毎 に分 け,
個体 数密 度,湿 重 量お よび炭 素 量 につ いて調 査 ・解 析 を行 った.
リュツオ ・ホル ム湾沖 で は,0-200m層 にお い てカイ ア シ類 が優 占 し(平 均237inds/1000m3),総 個体
数密 度 に 占め る割 合 は46%で あっ た.200m以 深 の層 で は深 くな るに つれ て ヤ ム シ類 の割 合 が 多 くなっ
た.湿 重 量お よび炭 素 量で は ク ラゲ類 が優 占 し,各 測 点 にお い てIOO-200m層 ま たは200-500m層 に極 大
が見 られ た.こ れ は,主 にPeriphyllaperiphy〃aな どの傘径30cmに 達す る鉢 ク ラゲ が採集 され た た めで
あ る.
東 経140度 線 で は,65°30'S以 南 の2測 点(水 深250m未 満)に お いて,表 層 でカ イ ア シ類 が優 占 した(平
均43inds/1000m3,総 個 体数密 度 の59%).65°30,S(水 深950m)で は0-50m層 にお いて オ キア ミ類 が1440
inds/1000m3と 調 査 中景 も多 い個体 数密 度 で あっ た.65°20'Sで は0-200m層 にお け る総 個 体数 密 度 は他 の
測点 に比べ 少 なか ったが(44inds/1000m3),端 脚類 が39%を 占 めて いた.さ らに北側 の2測 点 の 表層 で
はオ キア ミ類 が優 占 した(平 均144　 inds/IOOOm3,総 個 体数 密 度 の64%).200m以 深 で はヤ ム シ類 が 総個
体数 密 度 に 占め る割 合 が多 い層 が見 られ た.ま た,65°30'Sよ り北側 の 測点 で は,サ ルパ が 中層 で総 個体
数 の 最大20%を 占めた.1000-2000m層 で は両海域 で 目立 った 差異 は 見 られず,ヤ ム シ類 が 平均36%,
次い で カイ ア シ類 が平均28%を 占 めた.
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南 大 洋 に お け るDMS(P)分 布 の 比 較
　 　 　 Comparison　 of　DMS(P)　 distributions　 in　the　Southern　 Ocean
笠 松 伸 江1・ 小 達 恒 夫1・ 西 田 千 春2・ 石 丸 隆3・ 福 地 光 男1
　 　 Nobue　 Kasamatsui,　 Tsuneo　 Odatei,　 Chiharu　 Nishita2,　 Takashi　 Ishimaru3,　 and　 Mitsuo　 Fukuchii
(1極 地 研 ・NIPR,　 2名 古 屋 大 院 ・Nagoya　 Univ.,　 3海 洋 大 ・Tokyo　 Univ.　 of　Marine　 Sciellce　 and　 Technology)
　 　 　 　 　The　first　campaign　 to　determine　 the　distributions　of　dimethylsulfide　 (DMS)　 and　dimethylsulfoniopropionate
(DMSP)　 in　seawater　 off　LUtzow-Holm　 Bay　 was　 carried　out　on　RT/V　 Umitaka　 Maru　 in　January　 2005.　 DMS
concentrations　 at　surface　seawater　 were　high　near　the　coast　of　Antarctica,　 Polar　Front　and　Subtropical　 Front　with　high
ch1.　a　concentrations.　 At　surface　 off　Llitzow-Holm　 Bay,　DMS　 concentrations　 varied　from　 1.1　to　10.9　nmol・Li.
Particulate　DMSP　 (DMSPp)　 concentrations　 were　linearly　related　to　chl.　a　concentrations,　 and　DMSPp　 :　Chl.　a　ratio　was
calcu1・t・dt・b・36(・m・1・ μ91)　i・　LUt・・w-H・lm　 B・y.　lt　was　rep・・t・d　th・t　w・11　mix・d　phyt・pl・nkt・n　p・P・1・ti・n・　h・d
ratios　of　DMSPp　 :　ChLαin　 the　range　11-60　nmol・μg'i.　The　smaller　ratios　(ca.　5　nmollμgi)werefoundatthecoastof
Dumont　 d'Urville　 (DDU)　 (140°E)　with　high　DMS　 concentrations　 (49㎜ol・L1)　 and　high　Chl.　a　concentrations.　 This
suggests　 that　the　phytoplankton　 assemblages　 were　well　mixed　 in　Liltzow-Holm　 Bay　and　were　different　from　the　coast
of　DDU.　 It　would　 appear　that　the　difference　in　DMS　 concentrations　 between　 in　Liltzow-Holm　 Bay　and　in　the　coast　of
DDU　 was　 due　to　the　difference　 in　phytoplankton　 assemblage　 and　hence　 due　to　the　differences　 in　the　f()llowing
zooplankton　 and　microbial　 assemblage
DMS(硫 化 ジ メチル)は,植 物 プ ランクトン細 胞 内で 生 成 され るDMSP(ジ メチル ス ル フオ二 才 プロピオ
ネー ト)が 細 胞 内か ら海 水 中へ 放 出 され,分 解 して作 られ る硫 黄 化 合 物 であ る.こ のDMSは 大 気 中 へ移 動 し,酸 化
され,エ ア ロゾル を生 成 し,雲 の凝 結 核 にな ることか ら,海 洋 の 生 物 活 動が 媒 介 す る気 候 変 動 要 因 として 注 目され て
いる.2002-03年,南 極 海,東 経140度 に沿 って行 った観 測 の結 果 か ら,海 氷 と海水 中DMS濃 度 とが密 接 に 関 係 し
て いる可 能 性 が 示 唆 され た.そ こで,海 氷 分 布 に応 じて 変 化 す る と考 えられ る植 物 プ ラン クトン や 動 物 プランクトン
分 布 がDMSお よびDMSP分 布 に与 える影 響 を評 価 す るた め,2005年1月 東 京 海 洋大 学 練 習船 「海 鷹 丸 」によって,
南 極 海 にお いて 海氷 面 積が 多 い 海域 の 一 つとされ るリュツォ・ホ ル ム 湾 沖 を中心 に南 緯43-68度,東 経25.105度
の 海 域 にお いて観 測 を行 った.海 洋 表 層 のDMS濃 度 は,氷 縁 域 にお いてもっとも高 く,最 大 で11nmollr1で あった.
氷 縁 域 につづ き,亜 熱 帯 前 線 付 近,極 前 線 付 近 にお けるDMS濃 度 も高 かった.表 層 のChl.　 aも 同様 に分 布 してい
た.氷 縁 域 で は,大 気 中 の微 小 粒 子 数 濃 度 が 増 大 しており,海 水 中の 高DMS濃 度が,そ の 大 きな 要 因 と考 え られ
た.リ ュツォ ・ホル ム 湾 沖 に おいて より詳 細 な観 測 を行 った ところ,粒 状 態DMSP濃 度 とCh1.　 a濃 度 には 高 い 正 の相
関 が あ り,粒 状 態DMSP:Ch1.a比 は約36(nm・1・ μ91)で あ った.こ れ は,様 々 な植 物 プランクトン群 集が 存在 する海
域 で 得 られ ている値 に 一致 す る.東 経140度 の 観 測 結 果 と比 較 す ると,同 じ氷 縁域 であ っても,リ ュツォ ・ホル ム湾 沖
に おけ る粒 状 態DMSP:　 Chl.　a比 は 約5と 小 さか った.こ こか ら,リ ュツ オ・ホル ム湾 沖 と東経140度 の沿 岸 域 では優
占す る植 物 プ ランクトン種 が 異 な り,そ れ に 引き続 く動 物 プラン クトンや バ クテ リア の分 布 が 異 な るた め,DMSの 分
布 に も差 が 生 じると考 えられ た.
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南大洋インド洋セクター から海鷹丸によって採集された魚類
Pelagic　 fishes　 collected　 from　 Indian　 Ocean　 Sector,　 Southern　 Ocean　 by　 TRV伽 ノtaka-Maru
茂 木 正 人 ・石 丸 隆(東 京 海 洋 大)
　 　 Masato　 MOTEKI　 and　 Takashi　 ISHIMARU
(Tokyo　 University　 of　Marine　 Science　 and　 Technology)
　 　 　 　 Knowledge　 on　 ecological　 roles　 of　 meso-pelagic　 fishes　 in　 Southern　 Ocean,　 especially　 in
Indian　 Ocean　 Sector,　 is　in　fragment,　 because　 of　a　lack　 of　survey　 using　 ]arge　 scale　 fishing　 gears.　 We
conducted　 the　 net　 survey　 using　 a　recto-angular　 midwater　 trawl　 (RMT　 1+8)　 and　 a　mid-water　 trawl
in　 January　 to　 February,　 2003　 and/or　 2005,　 0f'f　LUtzow-Holm　Bay　 and　 Adellie　 Land.　 Results　 of
survey　 conducted　 in　20030ff　 Adellie　 Land　 are　 presented.　 A　 total　 of　2,070　 individuals,　 representing
26　 species　 of　 14　 families,　 were　 collect',ed.　 The　 most　 dominant　 f遍mily　 in　 number　 of　 species　 was
Myctophidae　 (10　 species),　 f(〕Uowed　 by　 Channichthyidae　(3).　 The　 RMT　 samplings　 revealed　 vertical
distributions　 of　 Electrona　 anta1'Ctiαa　 (Myctol)hidae),　 Cyclothonθmicrodon　(Gonostomatidae),
Bathylagus　 ∂刀広aror元z18　 (Bathylagidae),　ノVotoleois　 cO22tSl'　 (Paralepididae),　Plρu・rogramma
aη ね κ かヒエ〃η(Nototh()niidae)　and　 Chiono(かaco　 、raStrO.qPiηoSαS　 (Channichthyidae),　the　 fbrmer　 3
species　 occurring　 dominantly　 in　the　 strata　 >　500　 m　 depths.　 Furthermore,　 the　 number　 of　 species
occurring　 deeper　 than　 200　 m　 depths　 was　 larger　 than　 those　 known　 so　 far.　 These　 results　 in(licat'e
that　 ecological　 roles　 of　the　 meso-pelagic　 fishes　 in　deeper　 ranges　 are　 larger　 than　 those　 estimated　 so
fhr.　 Results　 of　the　 2005　 survey,　 in　which　 19　times　 RMT　 samplings　 were　 made,　 would　 clarily　 details
of　vertical　 distribution　 and　 biomasses　 of　meso-pelagic　 fishes.
これ まで,あ ま り大規 模 な ネ ッ トを用 い た調査 が 行わ れ てい ない た め,南 大 洋,と くに イ ン ド洋セ ク
ター にお いては,表 ・中層域 にお け る魚類 の生態 的 な役 割 は あ ま り研 究 され て い ない。 そ こで 我 々は,
2003年 と2005年 の1,2月 に,リ ュ ッ ヅホ ル ム湾沖 とア デ リー ラ ン ド沖 で,RMT(多 段 ・開 閉式 トロ
ー ル)と 中層 トロー ル を用 い た調査 を行 っ た。本発 表 では,解 析 がほ ぼ終 了 した2003年 の 結 果 につ い
て 報告 す る。2003年 の調 査 では,26種14科 か らなる2,070個 体 が採 集 され た。 もっ と も多 くの種 が
採 集 され た科 は ハ ダカイ ワ シ科(10種)で,次 い で コ オ リウオ科(3種)が 多 か った。個 体 数 が多 か っ
た もの の う ち,　E}ectrona　 antarotica　 (ハ ダ カ イ ワ シ科),　 CyclothORθmicrodon　 (ヨ コ エ ソ科),
Bathylagus　 antarctiCUS　 (ソ コ イ ワ シ 科),　 Notolepis　 ooatSl'　 (ハ ダ カ エ ソ 科),Plθurogramma
an　taroticum　 (ノ トセ ニア科)お よびChionodraco　 rastrosρinosαs(コ オ リウオ科)に つ いて はRMT
に よ り,鉛 直 分布 が明 らか に され た。これ らの うち前 の3種 は500m以 深 に出 現 す る個 体 数比 が と くに
高 か った(47～100%)。 また,200m以 深 に出現 す る極 数 も比 較 的多 く,こ れ まで 考 え られて きた以 上
に複雑 で 大 きなバ イオ マスか らな る生態 系 が 中 ・深層 に存在 す る こ とが分 か って きた。　RMTの 曳網 を
19回 行 った2005年 のサ ンプル の解 析 が進 めば,鉛 直 分布 の詳 細 が さ らに 明 らか に され るだ ろ う。
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2003-2004年 カ ナ ダ北 極 圏 陸棚 域 にお け る物 質 循 環 の研 究(CASES)の 概 要
服部寛(北 海道東海大)・三瓶真(ラ バル大)・佐々木洋(石 巻専修大)　・　L.　Fortier　(ラバル大)・
福地光男(極 地研)
Canadian　 Arctic　 Shelf　 Exchange　 Study　 (CASES)　 2003-2004
　　　　　　　　　　　　　　　　a　brief　 overview,
Hattori,　 H.　 (Hokkaido　 Tokai　 Univ.),　 Sampei,　 M.　 (Laval　 Univ.),　 H.　 Sasaki,　 (Senshu　 Univ.
　　　　　　　　　　 Ishinomaki),　 L,　 Fortier　 (Laval　 Univ.),　 and　 M.　 Fukuchi　 (NIPR)
　 　 　 The　 snow-covered　sea　 ice　 cycle　 strongly　 constrains　 annual　 biological　 production　 in　 polar　 seas.
Canadian　 Arctic　 Shelf　 Exchange　 Study　 (CASES)　 has　 been　 ca]㎡ed　 out　 in　the　 area　 covering　 between　 off
Mackenzie　 River　 and　 the　 Amundsen　 Gulf　 since　 2002・ 　In　 particular,　 one　 year　 ovcr-wintcring　 study　 was
done丘om　 September　 2003　 to　August　 2004　 0n　 the　 NGCC　 Amundsen,　 met　 by　 over　 360　 scientists　 from　 g
countries.　 The　 central　 objective　 of　 CASES　 is　 to　 elucidate　 the　 fUnctioning　 of　 the　 Mackenzie　 Shelf
/Amu皿dsen　 Gulf　 ecosystem　 with　 empllasis　 on　 the　 impact　 of　 climate　 and　 sea　 ice　 variability　 on　 the
bio-geo-chemical　carbon　 fluxes　 and　 the　 pelagic/benthic　 ecosystem　 dynamics.　 To　 achieve　 this　 goal,
Japanese　 group　 proposes　 to　 address　 the　 fbllowing　 sllb-o句ectives,　 1)　Hydrodynamic　(including　 ice　 and
sow　 cover　 dynamics)　 control　 of　Arctic　 shelf　 production　 and　 its　export　 to　the　 pelagic　 and　 benthic　 food　 web,
2)　 Role　 of　 mieroheterotrophs　and　 zooplankton　 in　 modulating　 particulate　 and　 dissolve　 matter,　 and　 3)
Fluxes　 of　particulate　 matter　 and　 carbon　 across　 the　 shelf　 and　 to　the　 dcep　 basin.
極域 にお いては氷 に覆 われ た海氷は、生物生産 に対 して強 く影響 をお よぼ している。カナ ダ北
極 圏西部 のマ ヅケ ンジー川河 口域 か らアム ンゼ ン湾(Amundsen　 Gulf)に いた る大陸棚 にお ける
物質循環 の国際共同研究(Canadian　 Arctic　Shelf　Exchange　Study:　CASES)は 、2002年 よ りカナダ
のラバル大学 の研 究者を 中心 に研究が 開始され、2003年9月 か らは研 究船 を用い た1年 間にわ
たる連続 的な現場観 測が2004年8月 まで、冬季 間 も継続 して行なわれ た。 この調査にはカナダ
を中心 に9カ 国か らのべ360人 以上の研 究者 が参加 し、気候 や海氷の消長が どの ように生物生産
に影響 をお よぼすか を調 べ た。 日本か らの11名 は交代で全て の期間乗船 し、特に海氷 と1)生
物生産 とその輸送過 程への影響、2)微 小動物 と動物 プランク トンの生 産 と消 費、3)粒 子の鉛
直輸送、以上 の関係 について しらべた。
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Quantum yield of ice algae, surface phytoplankton, and sinking algae 
        in the Arctic Ocean during winter-spring period
Yamamoto, S.1, Ohi, N.1, Fukuchi, M.2, Demers, S.3, Gosselin, M.3, Michel, C. and 
                            Taguchi, S.1 
 (1Soka University, 2National Institute of Polar Reserch, 
           3University of Quebec at Rimouski,  ` Freshwater Institute)
[] • t 1=9] • tEii-1 1 2 • Demers,  S.3 
       Gosselin, M.3  • Michel, C.4  •FEin 
       AIJIEt*, 2 I MART,
34 University of Quebec at Rimouski,,Freshwater Institute)
Photosynthetically active radiation (PAR) in the air increases with season during 
winter-spring period in Arctic Ocean. During winter, photosynthetic organisms under 
sea ice have to survive under a complete dark condition. Those survived algae are 
expected to adapt to increasing light. Observation made during spring reveals shade 
adapted community dominated in ice algae. However photosynthetic response from 
winter to spring is not well known. Objective of this study is to investigate the temporal 
change of photosynthetic activities of ice algae at the under surface of sea ice, surface 
phytoplankton underneath the sea ice, and sinking algae during winter-spring period in 
Arctic Ocean. 
 Ice algae at the bottom surface of sea ice, surface phytoplankton under the sea ice, 
and sinking algae were collected weekly to study their photosynthetic response to light 
at the station (70°N,  126°W) in Arctic Ocean during a period from February to May in 
2004. Algal biomass increased by 17 fold for ice algae and 5 fold by surface 
phytoplankton with increasing PAR while ice thickness increased by 1.2 fold. Therefore, 
temporal change of quantum yield was not only observed for those three assemblages 
but also little difference was obtained among them. These values were lower than 0.066 
mol C  E-1 reported for Arctic pelagic diatom during spring. 
This study showed that these three assemblages did not have active photosynthetic 
activity because they had been forced to survive under a complete dark condition during 
winter.
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カナダ北極圏アムンゼン湾の海氷下面における原生動物(CASES,2004)
Protozoa　 on　 the　 underside　 of　sea-ice　 in　the　 AmundSen　 Gulf　 of　the　 Ca皿adian　 Arctic
(CASES,2004)
鈴木利一(長 崎大)・ 太田尚志(石 巻専修大)・ 山本真也(創 価大)・ 三瓶 真(極 地研)
服部 寛(北 海道東海大)・ 佐々木洋(石 巻専修大)・ 福地光男(極 地研)
　 Toshikazu　 Suzuki　 (Nagasaki　 Univ.),　 Takashi　 Ota　 (Senshu　 Univ　 Ishinomaki),　 Shinya
Yamamoto　 (Soka　 Univ.),　 Makoto　 Sampei　 (NIPR),　 Hiroshi　 Hattori　 (Hokkaido　 Tokai　 Univ),
　 　 　 　 　 Hiroshi　 Sasaki　 (Senshu　 UnivＬshinomkai),　Mitsuo　 Fukuchi　 (NIPR)
　 　 　 　Taxonomic　 composition　 of　protozoa　 and　 cell　 condition　 of　each　 individual　 were
investigated　 on　 the皿derside　 of　sea・ice　 in　the　 Amundsen　 Gulf　 of　the　 Canadian　 Arctic
(CASES,　 2004).　 Ice-core　 sample　 of　ca.　 1cm　 thickness　 was　 collected　 at　the　 bottom　 of　sea-ice
(1.8　 m　 in　thickness)　 on　 May　 2,　2004　 at　over・wintering　 station　 of　CASES・2004　 (70°02'N,
126°18'W),　 and　 it　was　 immediately　 fixed　 with　 Bouin's　 solution　 (ca.　 10%　 in　 final
concentration).　 The　 fixed　 sample　 was　 brought　 to　 laboratory　 and　 processed　 by　 the
quantitative　 protargol　 staining　 method.　 After　 making　 permanent　 slide,　 each　 cell　 was
observed　 under　 the　 biological　 microscope　 equipped　 with　 oihmmersion　 objective　 lens.
　 　 　 　 Flagellates　 are　 abundant,　 especially　 Mycetozoa　 (?)　 and　 Euglenozoa　 are
predominant.　 Both　 flage}lates　 frequently　 have　 frustules　 of　pennate　 diatom　 in　their　 cell
body,　 hence　 they　 might　 be　 important　 grazers　 of　ice・algae.　 Ciliates,　 on　the　 other　 hand,　 are
numerically　 subdominant.　 Their　 food　 vacuoles　 rarely　 have　 diatom　 frustules;　 ciliates　 might
not　 be　 major　 grazers　 of　 diatoms.　 Ciliate　 might　 mainly　 feed　 on　 athecate　 (naked)
microorganisms　 on　the　 underside　 of　sea-ice
カナ ダ北極 圏 ア ム ンゼ ン湾 の 海氷 下 面 におけ る原 生 動 物 の分 類 群 組成 と各個 体 の コ ンデ ィ
シ ョ ンについ て調査 した。2004年5月2日 に、CASES-2004の 冬期 測点(70°02'N,126°18'W)
で 、厚 さ約1.8mの 海氷 の下 面約1cmを 切 り取 り、 プア ン固定 液 です ぐさ ま固定 した(採 集 濃
度 約10%)。 固定 したサ ンプル を 口本 に持 ち帰 り、定量 鍍銀 染 色法 で プ ラン ク トンを処 理 した。
永 久 プ レパ ラー トを作 成 した後 、油浸 対物 レンズ を用 い て出 現個 体 を生物 顕微鏡 下で 観察 した。
鞭 毛 虫が多 数出現 し、　Mycetozoaに 属 す ると思 われ る もの と、　Euglenozoaに 属 す るもの の
2つ の タ イプの もの が優 占 して い た。両者 ともに、 羽状 目珪 藻 の被殻 を細胞 内 に満杯 に蓄 えて
い る ものが頻 出 した こ とか ら、海 氷 下 面にお け るアイス アル ジの重 要な捕 食者 で ある と考 え ら
れ る。 一方、 繊 毛 虫の個 体 数 密 度 は鞭 毛 虫 よ りも少な か った。 そ して、繊 毛 虫の食 胞 中に は、
珪 藻 の被 殻 が含 まれ る ものの 割合 が少 ない ことが観察 され た。繊 毛 虫は珪 藻類 の主要 な捕 食 者
で はな く、無 殻の(裸 の)微 生 物 を もっぱ ら捕食 して い る と考 え られ る。
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CASES2004カ ナダ北極海における微小動物プランクトン増殖能の季節変化
Seasonal　 variation　 of　microzooplankton　 growth　 potential
　 　 　 　 　 in　the　 Canadian　 Arctic(CASES2004)
太 田尚志(石 巻専修大)、鈴木利 一(長 崎大)、三瓶真(カ ナダ・ラーバル大)、
佐 々木洋(石 巻 専修大)、服部寛(北 海 道東海 大)、福 地光男(極 地研)
Ota　 T.　(Senshu　 Univ・ 　Ishinomaki),　 T・　Suzuki　 (Nagasaki　 Univ・),　 M・ 　Sampei　 (Canada　 Laval　 Univ・),
H.　 Sasaki　 (Senshu　 Univ・ 　Ishinomaki),　 H・　Hattori　 (Hokl(aido　 Tokai　 Univ・),　 and　 M・ 　Fukuchi　 (NIPR)
Microzooplankton　are　 considered　 to　be　 a　significant　 components　 in　the　 Arctic　 plankton　 ecosystem・
Their　 winter　 dynamics　 and　 activities,　 however,　 are　 poorly　 understood・ 　In　 the　 winter　 cruise　 of　 the
CASES　 O3/04　 program　 we　 focused　 on　 their　 ecol()gical　 function　 in　the　 Arctic　 wintcr・ 　As　 a　part　 of　thc
program,　 in　 situ　 growth　 activities　 of　 planktonic　 ciliates,　 which　 is　 the　 major　 c(・mponent　 of
microzooplankton,　werc　 measured　 by　 the　 FDC　 (frequency　 of　 dividing　 cells)　 method　 during　 Dec
2003　 and　 May　 2004.　 To　 investigate　 the　 diel　 change　 in　 FDC　 valucs　 of　 natural　 ciliatc　 I)opulations,
timc.serial　 samplings　 wcrc　 conducted　 at　CA20　 (70e　 O2.71'　 N　 l26° 　 18.06'　 W)　 in　the　 Amundsen　 Gulf
of　 thc　 Canadian　 Arctic.　 Sea　 watcr　 was　 collected　 from　 10m　 depth　 with　 a　 Go－ 日o　 bottle　 at　 4　 h
intervals　 over　 24　 h.　 Water　 samples　 were　 fixed　 in　 5%　 Bouin's　 solution　 and　 stained　 by　 the
quantitative　 protargol　 staining　 (QpS)　 tcchnique・ 　Minimum　 of　 the　 daily　 mean　 FDC　 values　 of　 each
ciliatc　 wcre　 recorded　 in　 January　 with　 the　 value　 not　 less　 than　 6.5%.　 These　 indicate　 that　 at　 least
observcd　 ciliates　 were　 active　 status　 in　 terms　 of　 growth　 during　 mid-winter　 whcn　 phytoplankton
P・・ducti・n　 was　 n・gligibl・.　 1η 蜘9・ ・wth　 ・atcs　 w・ ・e　c・lcul・t・d　 t・　b・ 　fr・m　 O.07　 t・　0.25　 d-1and
showcd　 gradual　 increase　 f'rom　 January　 to　 May・ 　This　 result　 is　well　 consistent　 with　 the　 biomass
increase　 of　ciliate　 populations・
北極域海洋表層 生態系において、微 小動物 プランクトンは物 質再生産を加速す る役 割や微 生物環 と生食
食物連鎖をリンクさせ る重要な役 割を果 たしていると言われている。しか しながら過去の研究 はほとんどが
夏季の解氷期 に集 中してお り、海域のほぼ全 体が氷で閉ざされ る冬季から春季 にか けての海 氷 下にお け
る微 小動物プランクトンの動態や代謝活性 に関する知 見はほとんどない。CASES　 O3/04　プログラムの一環
として、我 々は北極域海洋生態系 における微小動物プランクトンの機能的役 割を解 明することを 目的 として
研究を進めてきたが、本発表では、2004年 冬季～春季 にカナダ北極圏アムンゼン湾 において測定した微
小動 物プランクトンの優 占群 である繊 毛 虫群集 の増 殖活 性 につ いて報 告する。増 殖活性 は細 胞周 期法
(あるいはFDC法)の 原理 に基 づいて測 定した。試 料採集は船内のMoon　 poolよ りGo-Flo採 水器を降下
して行い、4時間毎24時 間以上 に亘 り水深10mか ら海水試水 を採取 し、プロタゴール 染色処 理後、繊 毛 虫
プランクトン種毎 に分裂 中細胞 の頻 度の経 時変化 を調べた。解 析の結果 、基礎 生産 量が最も低く餌 量の
枯 渇が予想される冬季の1月 においても一部の繊 毛虫では増殖 が確認された。増殖 率は0.07-0.25d--iの
範 囲で変化 し、冬季から春 季 に向けて徐 々に増加した。発 表では、微 小動物 プランクトン生産 の除 去率 と
その行方についても論議 する。
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ア ムン ゼ ン 湾 に お い て セ デ ィメン トトラップ により採 集 され た 動 物 プ ラン クトン(swimmer)の
分 類 群 組 成 お よび 生 物 量 の 季 節 変 動
　 Seasonal　 variation　of　composition　 and　biomass　 of　sediment　 trap-collected　 swimmers
　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 intheAmundsenGulf
真 壁 竜 介(石 巻 専 修 大)・ 佐 々 木 洋(石 巻 専 修 大)・ 服 部 寛(北 海 道 東 海 大)
三 瓶 真 　(Laval　 Univ。)　 ・福 地 光 男(極 地 研)
Ryosuke　 Makabe　 (Senshu　 Univ.　 Ishinomaki),　 H.　Sasaki,　 (Senshu　 Univ.　 Ishinomaki),
H.　Hattori　 (Hokkaido　 Tokai　 Univ.),　 M.　 Sampei　 (Laval　 Univ.)　 and　 M.　 Fukuchi　 (NIPR)
　 A　 full-year　 observation　 and　 sediment　 trap　 deployments　 were　 carried　 out　 in　the　 Amundsen　 Gulf　 of　 the
Canadian　 Arctic　 from　 September　 2003　 to　 August　 2004　 as　 part　 of　 the　 CASES　 program.　 We　 col1㏄ted
zooplankton　 swimmers　 using　 time-series　 sediment　 traps　 to　 investigate　 compositions,　 abundances　 and　 the
seasonal　 variation.　 At　 200m　 depth　 of　St.　CA-20　 (71.16　 N,　 133.87　 W),　 copepods　 were　 usually　 dominant　 of
the　 swimmers　 (>1　 mm　 in　total　 length),　 and　 less　 abundant　 zooplankton　 than　 copepods　 were　 Amphipoda,
Ostracoda　 and　 Polychaeta.　 Among　 the　 copepods,　 Metridia　 longa　 was　 most　 abundantly　 collected　 through
　 つ
the　 year,　 and　 the　 numerical　 abundance　 varled　 from　 O.28　 to　14.99　 ind./m-/day.　 Calanus　 hyperboreus　 made
tw・ 　flux　 maxim・ 　in　bi・mass　 (8.63　 mgC/m2/d・y)　 in　O・t・b・ ・　and　 th・　b・ginning　 ・f　M・ ・ch　(8.20　 mgC/m2/d・y),
and　 a　 large　 carnivore　 Pareuchaeta　 91acialis　 increased　 at　 the　 end　 of　 June　 (9.05　 mgC/m2/day).　 These
large-sized　 swimmers　 can　 often　 occupy　 a　significant　 amount　 of　 POC　 flux　 of　 non-living　 particles　 sinking
downward.　 We　 will　 try　to　show　 the　 life　cycles　 of　dominant　 copepods　 in　the　seasonally　 ice-covered　 region.
時系列セデ ィメン トトラ ップを用いた沈降粒子お よび動物 プラ ンク トンス イマーの採集 が2003年IO月 か
ら2004年7月 にか けてCASES　 (Canadian　Arctic　Shelf　Exchange　Study)計 画 の一環 として行われ た。セデ ィメ
ン トトラヅプは主 と してNichiyu　 26sを 使用 し、カナダ北極 圏、アム ンゼ ン湾に位置 す る3測 点(cA15,18,20)
に設置 した。サ ンプルは 回収後、1mm以 上のスイマーを ピヅクア ヅプ し、粒子サ ンプル(NLR　 non-living　POC)
は分割 した後 にそれ ぞれの分析 に用 いた。 ピヅクア ヅプ したスイマー の同定お よび計数は基本 的に実体 顕微
鏡 下で行 った。 このと きのス イマー の数 を本研 究ではフラ ックス　(inds./m2/day)　と して扱 った。 回収 され た
スイ マー の中で、 カイアシ類は トラ ップ設置期 間 を通 して常に優 占 してい た。 このためカイアシ類 について
は前体部長(PL)を 測定 し、Uye(1982)の 経験式 を用いて炭素量に換算 した。 さ らに、スイマー中のカイア
シ類 の うち、その出現が著 しか った3種(Calanus　 hyperboreus,　Pareuchaeta　glacialis,　Metrldia　longa)の 安定 同
位体 比(炭 素、窒素)を 測定 した。測定 は各個体 のPL、　ステー ジを確認後、脂 質含量の個体差 による誤差 を
除 くためにクロロホル ム ・メタ ノール に浸 して脱脂 し、質量分析 計　(Europa　PPZ　GEO　 20-20)を 用 いて行 っ
た。CA20に おいて トラ ップで採集 されたスイマーのうち優 占種 は、 カイアシ類6種 、ク ラゲ類 、ヤム シ類、
貝 虫類 、端 脚類 および多毛類 であ った。観測期間 を通 して、数的 にはカイアシ類 が卓越 してお り、特 にその
中で もM.　 1・ngaは 常に個体数 で優 占していた。 ここで のカ イアシ類 のPOCフ ラ ヅクスには3つ の ピークが
観察 され、その うちの2つ はNLPフ ラ ヅクスの2倍 程度 と非常 に大 きなものであった。 また、これ らの ピー
クにはC.　hyperboreus　(79・5,　87・9　%　of　total　copepods　in　biomass)ま たはR　glacialis　(92.5　%　of　total　copepods　in
biomass)が 大 き く寄与 していた。本発表では、他の2測 点 のデ ータお よび安定 同位体 の結果 を交 え、スイマー
がもた らす情報についての考察 を行 う。
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Introduction — Japanese Limnetic Research Project in Antarctica 
              Imura, Satoshi (NIPR)
  Coming year (2006) will be the  50th anniversary of Japanese Antarctic Research 
Expedition. From the beginning of the expedition, limnological surveys on physical 
and chemical characteristics of lake water and algal flora had been carried out. But in 
these days, lakes were thought to be quite narrow niche habitat in terrestrial ecosystem 
in Antarctica, and so "quiet" world. 
  After finding vigorous vegetation of aquatic mosses, the moss pillar, in many lakes 
in the vicinity of Syowa Station in 1995, research on dynamic ecosystem of lakes 
became a main subject of terrestrial biology in NIPR. REGAL (Research on Ecology 
and Geohistory on Antarctic Lakes) project had been conducted by large number of 
scientists from various fields of limnology, biology and sedimentology. 
  Now it must be a harvest time of the project...?
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Coastal Antarctic lake sediments as archives of Late Quaternary 
environmental change — a case study from the Larsemann Hills, 
                  East Antarctica
Wim  Vyvermanl, Dominic A. Hodgson2, Elie  Verleyenl, Koen  Sabbel 
                 & Annick Wilmotte3
 'Ghent University
, Protistology and Aquatic Ecology, Krijgslaan  281-S8, 
B-9000 Gent, Belgium;  Wim.Vyverman@UGent.be 
2British Antarctic Survey
, High Cross, Madingley Road, Cambridge CB3  OET, U.K 3Center for Protein Engineering
, University of Liege, 8-4000 Liege, Belgium
During the BeISPO funded LAQUAN project, we studied the present and past 
microbial diversity in the lakes of the Larsemann Hills, East Antarctica. We developed 
novel biological proxies and expanded and fine-tuned inference models to 
quantitatively reconstruct past environmental changes. Application of these models 
on lake sedimentary archives revealed the history of Late Quaternary variation in the 
moisture balance, ultraviolet (UV) radiation, ice-sheet thickness, and sea-ice extent.
During the Last Glacial Maximum Stornes Peninsula was only partly glaciated, as 
evidenced by uniquely long lake sedimentary records extending into the previous 
interglacial period (Eemian). Diatom-based inference models revealed that this 
interglacial was probably warmer and wetter than the Holocene, which was further 
supported by the presence of currently sub-Antarctic endemics in the Eemian diatom 
flora. The last glacial period was characterized by dry and cold conditions prevailing 
over the Larsemann Hills. High levels of the cyanobacterial UV-screening compound 
scytonemin in fossil microbial communities from this period suggest that UV radiation 
exposure exceeded three times the present-day values. Shortly after 13,500 yr BP, 
deglaciation of the Larsemann Hills and the continental shelf in Prydz Bay intensified. 
The collapse of this part of the East Antarctic Ice Sheet  (EAIS) thus coincided and 
may have contributed to melting water pulse 1A, which was one of the most rapid 
sea-level rises since the end of the last glacial period. During the Holocene, several 
warm periods were detected, coinciding with more productive coastal waters. Marine 
sediments of isolation lakes from this period are characterised by open water taxa 
and high chlorophyll a concentrations. Based on a relative sea level curve, we 
inferred that during the last warm period (the Hypsithermal) increased moisture 
supply to this part of the EAIS might underlie the global sea level  fall between 4000 
and 2500 yr BP. The high accumulation rate in the isolation lakes further enabled us 
to identify several dry episodes and periods of higher UV radiation penetration during 
the past 2000 years.
Together, these results highlight the potential of coastal continental Antarctic lakes 
for the reconstruction of past environmental changes and underscore the need for 
continued studies of lacustrine sediment sequences from this climate sensitive region.
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   Community Dynamics in Antarctic Freshwater Environment 
             Ellis-Evans, C. (British Antarctic Survey, UK) 
 Antarctic lakes exhibit a wide range of trophic status and evolutionary history, yet 
have short food chains and limited biodiversity above the microbial level. The 
surface lakes, mostly formed after the last major glaciation and therefore only up to a 
few thousand years old, have received some attention since the 1960's from small 
groups of researchers from a number of countries. These lakes have permanent or 
seasonal ice cover up to a few metres thick and are intimately linked with their 
catchments. In contrast, subglacial lakes, of which over 140 have now been 
identified, were discovered only in the early 1990's and exist beneath kilometres of 
glacial ice. They have probably been in existence for millions of years but are as yet 
unsampled and have only been studied remotely so remain enigmatic. The 
subglacial environment represents an important new ecosystem for limnologists and 
will be a continuing target for research over the next decade but are clearly distinct 
from the variety of surface lakes occurring in ice-free areas of the Antarctic region. 
 A number of latitudinal environmental gradients have been identified by RiSCC 
researchers and a range of lakes exist along these gradients with a clear pattern of 
increasing community complexity moving northwards. The lakes are closely linked 
to their catchments and have been shown to be clear indicators of subtle climate 
influences on terrestrial ecosystems. Seasonal patterns of ice cover formation and 
melting drive the seasonality of lake communities and influence the community 
composition. However changing catchment characteristics and, more recently, the 
influence of Man also contribute to changes in community composition. The 
gradients of environmental severity and community complexity found in the 
comparitively simple limnetic systems of Antarctic region offer opportunities to 
examine the dynamics of community structure in a realistic field situation.
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Limnological features of Skarvsnes lakes, Syowa Oasis in 
                     Sakae KUDOH  (NIPR)
east A tarctica
  Skarvsnes, one of the broadest ice and snow-free area in Soya coast in east Antarctica, have wide 
variety of lakes. During the JARE-45, several observations and samplings have been carried out in 
order to investigate for limnological and ecological features of those lakes under the REGAL project. 
Continuous records of water temperature, underwater light intensity, turbidity and chlorophyll 
fluorescence (for phytoplankton biomass index), were acquired in three lakes, too, where water quality, 
hydraulic residence time, lake bottom flora, and so on, were quite different. 
  In this session, I will talk about the basic linmological features, such as morphometry and water 
quality of lakes in this area, based on the previous field research results. And some seasonal patterns 
of the continuously measured parameters will be shown so as to draw the surrounding environment for 
organisms living in those lakes. 
                                               List of lakes studied in JARE-45 period
 Figure: Lakes in Byvag-Asane and Skarvsnes 
ice-free areas.
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Environmental feature and change in the hypersaline Lake Suribati, 
                  Skarvsnes, Antarctica
ATI 51,=(AI.IR-A71<iili), 114.01-A•Kif4),  9-$4  V, I* t(461itha•IVA), 
 4; 143 Iii.,Fi(yr-It  i)  ,  iN4  ERR  (JAMSTEC-IFREE)  ,  41- 141a (Vita • it'#) , 
 ABEI  142,(tiet-4tif4*`')
Koji Seto (ReCCLE, Shimane Univ.), Takaharu Sato (Fac.  Int. Arts and Sci., Hiroshima Univ.), 
Satoshi Imura, Sakae Kudoh (Nat. Inst. Polar Res.), Tadayuki Imanaka (Engineering, Kyoto 
Univ.), Saburo Sakai (JAMSTEC-IFREE), Takeshi Uemura (Nat. Inst. Polar Res.) and Masaki 
                     Okuda (Graduate Univ. for Adv. St.)
 Lake Suribati is located on the central Skarvsnes in the  Riitzow-Holm Bay, Antarctica. This 
lake is a hypersaline lake which reaches 6 times of the seawater salinity, and is observed the high 
temperature water mass at 18°C at about  10m water depths. The high temperature water mass is 
characterized by high turbidity and high chlorophyll concentration showing the high productivity 
of phytoplankton. The water mass in Lake Suribati is divided into epilimnion and hypolimnion by 
this water mass. The hypolimnion shows the hypersaline black water (ca.200psu) with the 
hydrogen sulfide odor. The hydrogen sulfide concentrations were greatest in intermediate water, 
and show the low values in hypolimnic water below  19m water depths. 
 The subbottom sediments are remarkably different with epilimnion and hypolimnion. Above 10 
m water depths, the subbottom sediments are characterized by yellowish brown organic mud and 
sand. The subbottom sediments below 10 m water depths consist of black organic mud with 
evaporate such as gypsum and halite. This organic mud is rich in gypsum at  10-20m water depths, 
and is rich in halite below 20m depth. The distribution of evaporate is associated with the 
hydrogen sulfide concentrations. 
 The hypersaline hypolimnic water is not formed in present environment. When would such 
environment do be formed? At 30m water depth, we observed that the water temperature keep to 
increase by linear function during about 30 years. As a result of simple calculation, the present 
environments are formed before 75 years. After 80 years, the water temperature will be increase 
up to 20°C in all hypolimnic water. However, the forming age of hypolimnic water may be older 
than simple calculation. We are thinking that this water mass was formed when it changed from 
arid environment during "the Little Ice Age" to the ice melting environment.
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南 極 す り ば ち 池 に お け る 自 由 生 活 型 細 菌 と 粒 状 物 付 着 型 細 菌 群 集 の 比 較
Comparison　 of　free-living　 and　 particle-attached　 bacterial　 communities　 in　Lake　 Suribati,　 Antarctica
O澤 辺 智 雄 ・三 宅 絵 理 ・(北 海 道 大 学)・ 松 崎 雅 広(広 島 大 学)
・伊 村 智(極 地 研)・ 伴 修 平(滋 賀 県 立 大)
　 　 　 Eri　Miyake,　 Tomoo　 Sawabe　 i,　Masahiro　 Matsuzaki　 2,　Satoshi　 Imura　 3,　Syuhei　 Ban　 4
　 1　Hokkaido　 University,　 2　Hiroshima　 University,　 3　NIPR,　 4　University　 of　Shiga　 Prefecture,
Bacterial　 diversity　 of　 Lake　 Suribati,　 Antarctica,　 which　 is　a　hypersaline　 meromictic　 lake,　 has　 been
estimated　 using　 16S　 rDNA　 clone　 library　 methods.　 However,　 it　 is　 necessary　 to　 estimate
particle-attached　 bacterial　 and　 eukaryotic　 communities　 fbr　 making　 clear　 understanding　 of　 the　 lake
ecosystem・ 　In　 this　 study,　 we　 estimated　 particle-attached　 bacterial　 community　 and　 compared　 it　with
the　 free-living　 bacterial　 communit)㌧Lake　water　 collected　 at　5m　 and　 ll　 m　 depth　 on　 7　January　 2004
was　 filtered　 by　 1.0一 μm-pore-size　 nuclepore　 filter　 to　 be　 collected　 particle-attached　 fねction.　 The
particle-attached　 microbial　 community　 DNAwas　 extracted　 from　 each　 sample.　 Bacterial　 and　 archaeal
16S　 rDNAs　 were　 amplified　 using　 universal　 primer　 set　 fbr　 Bacteria　 and　 ・4rchaea,　 respectively,　 and
then　 cloned　 into　 TOPO　 TA　 cloning　 vector　 and　 partial　 (900bp)　 sequences　 from　 5'　termini　 of　 l6S
rDNA　 sequence　 of　 both　 set　 of　 clones　 were　 determined.　 Major　 bacterial　 phylotype　 in　the　 5m　 sample
was　 estimated　 PSychr()flexus-relatives,　which　 were　 minor　 in　the　 free-living　 community　 Those　 in　llm
sample　 were　 estimated　 Sphingobacte肋－rel tives,　 which　 were　 also　 major　 in　 free-living　 community
of　 the　 lake.　 AdditionaUy,　 plastid　 sequences　 were　 determined　 in　5m　 sample.　 In　 archaeal　 lineage,　 only
two　 clones　 were　 recovered丘om　5m　 sample,　 while,　 variety　 of　 phylotypes　 belonged　 to　Halobacteria
as　in　the　 free-living　 community　 were　 determined　 in　the　 llm　 lake　 water
現 在 まで に、高 塩分 部 分 循環 湖 で あ る す りば ち池 の 自由 生活 型 の細 菌群 集 構 造 を、 小サ ブ
ユ ニ ッ トrDNAク ロー ンラ イ ブラ リー 法 を用 い て 明 らか に して きた 。しか し、す りば ち池 全
体 の 生 態 系 を 明 らか にす る ため に は 、粒 状 物 付 着 型 の 細 菌 群 集 や 真核 微 生 物 群 集 を 明 らか に
す る必 要 があ る 。本 研 究 で は、す りば ち池 の粒 状 物 付 着 面 分 の細 菌群 集 構 造 を調べ 、 同池 の
自由生 活 型 細 菌 群 集 との 比 較 を行 っ た。2004年1月7口 に、 水 深5mお よび11mで 採取 し
たす りば ち池 湖 水 試料 を1.0μmのNucleoporeフ ィル タ ーで ろ過 し、 フ ィル ター 上 に捕 集 さ
れ た粒 状 物付 着 画 分 か ら微 生 物 コ ミュニ テ ィーDNAを 抽 出 した 。これ を鋳 型 と し、　Bacteria
お よびArchaeaの16S　 rDNA増 幅 後 、 ク ロー ン化 し、　16S　rRNA遺 伝 子 の5'末 端 側 約900bp
の 塩 基 配 列 を決 定 した。 ま ず、5m試 料 か ら見 い だ さ れ たBacteriaの 系統 は 、 自由生 活 型 画
分 で は 低 出現 率 の 群 集 で あ っ たPsychrofieXttS近 縁 細 菌 が主 体 を な して い た。一 方、11m試 料
には 、自由生 活 型 画 分 で も主 要 群 集 で あ ったSphingobacteria近 縁 細 菌 が 多 く検 出 さ れ た 。な
お 、5m試 料 に は 、光 合 成 真核 生 物 由来 の プ ラ ス チ ヅ ド配 列 が多 く認 め られ た 。次 に 、Archaea
の 系 統 で は、5m試 料 の粒 状 物付 着 型Archaea群 集 は 自由生 活 型 に比 べ て 少 な く、Halobacteria
に属 す る2ク ロー ン しか 得 られ な か っ た。一 方 、11m試 料 か らは 粒状 物付 着 型Archaea群 集
の 存 在 も示 唆 さ れ 、自由 生 活型 画分 と 同kX　Haloabcteriaに 属 す る多様 な 菌 群 が分布 して い る
こ とが示 唆 さ れ た 。
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 Characteristics of plankton community structure in hyper-saline meromictic 
Lake Suribati Ike as compared with other freshwater lakes around Syowa Oasis.
Syuhei  Ban', Shigeko  Kimura', Satoshi Imura2, Sakae  Kudo2, Masahiro Matsuzaki3 
         1) Univ. of Shiga Prefecture, 2) NIPR, 3) Hiroshima Univ.
Biomass of bacteria, heterotrophic (HNF) and autotrophic nanoflagellates (ANF) was 
examined in 33 lakes, including freshwater to saline water bodies, around Syowa Oasis 
in summer of 2004. Most lakes out of the 33 lakes investigated were freshwater and 
oligotrophic lakes, while Lakes  Suribati Ike and Hunazoko Ike were  hyper-saline and 
 cutrophic lakes. Especially, Lake  Suribati Ike is the deepest lake around Syowa Oasis, 
having well stratified water column. In the lake, two distinct pycnocline developed, and 
salinity reached to about seven times that of sea water,  ca.  21% below  10m. Dissolved 
oxygen concentration abruptly declined below  10m, being  ca. zero. Nutrients above 
 10m were as scarce as other oligotrophic freshwater lakes, while extremely high below 
 10m (e.g.  PO4-P, >60  g M; NH4, >300  4 M). A prominent peak of chlorophyll a 
concentration and ANF (probably Dunariella sp.) was  found at 9m (7 g-chl.a  L-1 and 
480  4 gC  L-1, respectively),  but the concentrations were very low above 6m, <0.1 
 g-chl.a  L-I and 15  i gC  L-',respectively, which were lower than those in the freshwater 
lakes. In spite of such low  biomass of  chl.a and ANF, POC was detected to  some extent 
 (ca. 3 mgC  L-I). These  sestonic C/P ratios were very low (<30). Bacterial biomass was 
also limited above 4m, <38 gC  L-1, which was comparable to those in the freshwater 
lakes, but extremely high below 9m, >300  u gC  L-1. HNFs were restricted below  11m. 
These skewed vertical structure of the biological parameters are considered to depend 
on the well stratified water column in this lake.
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南極す りばち池から分離 したDMSO呼 吸細菌 と脱窒細菌の解析
Analysis　 of　 bacteria　 which　 are　 capable　 of　 Dimethyl　 sulfoxide　 respiration　from
Suribachi　 Ike,　 Antarctica
松 崎 雅 広(広 島 大 ・院理)・ 伴修 平(滋 賀 県立 大)・ 工 藤 栄(極 地研)・
伊村 智(極 地研)・ 高 橋 陽 介(広 島 大 ・院理)
Masahiro　 Matsuzaki(Hiroshima　Univ,)　 ・　Syuhei　 Ban(Univ,　 of　 Shiga　 Prefecture)　・
Sakae　 Kudoh(NIPR)　 ・　Satoshi　 Imura(NIPR)　 ・　Yohsuke　 Takahashi(Hiroshima　Univ)
　 We　 have　 been　 studying　 molecular　 genetics　 of　 dimethyl　 sulfoxide　 (DMSO)　 respiration,
one　 of　 the　 anaerobic　 respiration　systems　 to　 produce　 dimethylsulfide　(DMS),　 in　 a
denitrifying　phototrophic　bacterium,　 Rhodob∂o亡 θ「5ρ カ∂eroldes　 f,　 sp.　 (7enltrffio∂n5.
DMSO　 as　 an　 intermediate　in　 the　 global　 sulfur　 cycle　 is　 an　 oxidation　 product　 derived
from　 photooxidation　of　 DMS　 either　 in　 the　 upPer　 layers　 of　 the　 oceans　 or　 in　 the
atmosphere,　 DMS　 is　 the　 main　 volatile　 reduced　 sulfur　 compound　 in　 the　 g]obal　 sulfur
cycle,　 It　 contributes　about　 90%　 to　 the　 total　 sulfur　 flux　 from　 marine　 environments
to　 the　 atmosphere,　It　 plays　 a　possibility　important　 climatic　 role　 via　 the　 formation
of　 marine　 tropospheric　aerosol　 and　 cloud　 condensation　nuclei.　 Natural
concentrations　of　 DMSO　 have　 been　 reported　 up　 to　 220　 nM　 in　 seawater　 and　 at　 lower
concentrations　ranging　 from　 l　to　 70　 nM　 in　 lakes,　 rivers　 and　 rainwater,　Little　 is
known　 about　 the　 role　 of　 DMSO　 in　 freshwater　 systems,　 It　 has　 not　 been　 studied　 how　 many
bacteria　 have　 the　 ability　 of　 DMSO　 respiration　 on　 the　 earth　 or　 how　 much　 influence　 DMS
has　 on　 the　 earth　 environment,　We　 isolated　 bacteria　 which　 is　 capable　 of　 DMSO
respiration　 in　 Lake　 Suribachi,　 Antarctica,　Two　 bacteria　 genus,　 〃∂「1/70b∂otersp,　 and
〃∂10〃on∂s　 sp,　 were　 identified　 by　 16S　 rDNA　 analysis,
ジ メチ ル ス ル フ ォキ シ ド(DMSO)は 環 境 中 に普 遍 的 に 存 在 し、海 水 中 には220nM、 湖 水 、
河 川 、雨 水 中 に も最 大70nMも 含 まれ て い る。DMSO呼 吸 はDMSOを ジ メチ ル ス ル フ ィ ド(DMS)
に還 元 す る こ とに よ りエ ネ ルギ ー を獲 得 す る こと がで き る呼吸 形 式 で 嫌 気 呼 吸 の一 つで あ
る 。近 年 、　DMSO呼 吸 の代 謝産 物 で あ る揮発 性DMSが 地球 規 模 で の硫 黄 循 環 の 多 くを 占め て
お り、　DMSの 増 減 が地 球 の気 候 変 動 に重 要 な役 割 を担 って い るの で は な い か と考 え られ て
い る 。そ こで 、　DMSO呼 吸 と地 球 の 気 候 変 動 との 関係 に着 目 して 、　DMSO呼 吸 遺 伝 子 の分 布 の
定量 駅 解 析 を行 う ため に 、地 球 の いた る と ころ に生 息 して い るDMSO呼 吸 細 菌 の分 離 を行 っ
て い る 。これ まで に 、南極 す りばち 池 か ら　〃∂　r　lnob∂ctθrsp.と 〃∂10mon∂ssp.を 分離 した。
海洋 に お け るDMSO呼 吸細 菌 の優 占種 は 、　vibriosp.で あ る こと か ら 、南 極 す りば ち池 には
独特 のDMSO呼 吸 細 菌 相 が形 成 して い る こ とが示 唆 され た 。
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南極湖沼試料から単離した微生物におけるペプチ ド性D体 アミノ酸
Peptide　 D-amino　 acids　 in　microorganisms　 isolated　 from　 Antarctic　 lacustrine　 samples
西 川 佳 宏 ・長 沼 毅(広 島 大 学)、 伊 村 智 ・神 田 啓 史(極 地 研)
Yoshihiro　 NlsHlKAwA,　 Takeshi　 NAGANuMA　 (Hiroshima　 University,　 Japan)
　　　　　　　　Satoshi　 IMuRA,　 Hiroshi　 KANDA　 (NIPR,　 Japan)
　 Organisms　 on　 the　 Earth　 selectively　 utilize　 L-form　 amino　 acids　 for　assimilative　 and　 dissimilative　 metabolisms.
The　 reason　 for　this　L-amino　 acid　 chirality　 has　 not　been　 elucidate(L　 though　 this　issue　 has　 profound　 relevance　 to　the
origin　 of　life　on　 the　 Earth.　 It　has　 been　 known　 that　 some　 organisms　 utilize　 D-form　 amino　 acids　 as　antibiotics　 ()r
osmotic　 compatible　 solutes　 via　 racemization.　 Moreover,　 certain　 microorganisms　 contain　 D-form　 amin()　 acids　 in
cell　components　 or　even　 utilize　 D-forms　 as　 mltrition.　 Nevertheless　 physiological　 and　 ecok)gical　 significance　 of
D-form　 mltrition　 has　 been　 un㎞own.　 We　 reported　 last　year　 that　the　D-form　 amino　 acids　 are　utilized　 by　 and　 present
in　microorganisms　 isolated　 from　 Antarctic　 lake　 samples　 including　 "moss　 pillar"・　Here　 we　 report　 the　occurrence　 of
d-amino　 acids　 in　proteins/peptides　 of　the　D-amino　 acid-utilizing　 micr()organisms　 (DAUM)　 that　had　 been　 isolated
and　 cultured　 with　 the　media　 containing　 D-amino　 acids　 as　carbon　 sources.　 The　 DAUM　 cells　 in　liquid　 cultures　 were
collected　 by　 centrifugation　 and　 washed.　 The　 cells　 were　 bead-beaten,　 and　 a　fraction　 of　 sohlble　 proteins　 was
salted-out　 with　 70%　 a㎜()nium　 sulfate　 to　 separate　 from　 free　 amino　 acids.　 The　 proteins　 (peptides)　 were
hydrolyzed　 with　 6N　 HCI　 to　obtain　 ``hydrolysable　 amino　 acids'ラin　 free　 forms,　 and　 were　 analyzed　 by　 high
performance　 liquid　 chromatograph)仁A　 total　of　six　DAUM　 strains　 were　 f(川nd　 to　contain　 D-from　 amino　 acids　 in
proteins/peptides,　 and　 the　 D-from　 D-from　 ratio,　i.e.,　D/(D+L)　 1%1,　 ranged:　 6.1-9.4%　 for　D-aspartate;　 2.3-4.5%　 tk)r
D-glutamate;　 and　 ～9.5%　 for　D-alanine.　 These　 values　 were　 lower　 than　 our　 current　 records　 of　20.7%　 for　aspartate,
21.1%豆br　 D-glutamate　 and　 12.5%　 f()r　D-alanine　 from　 non-Antarctic　 samples.　 Analyses　 of　 D-amino　 acids　 in
individual　 proteins　 separated　 by　 SDS-PAGE　 have　 been　 challenged.
地球生物の同化お よび異化代謝ではL体 ア ミノ酸が選択的に用い られる。このL体 アミノ酸キラ リテ
ィの理由はまだ解明されていないが、地球生命の起源に深 く関わ っている と考え られる。あ る種の生物
は、資化で きないD体 ア ミノ酸を抗生物質あるいは浸透圧調節物質 として用い る。この とき、L体 がD
体に変換(ラ セ ミ化)さ れている。 さらに、ある種の微生物は細胞構成成分にD体 ア ミノ酸 を有する、
あるいはD体 ア ミノ酸を資化するが、その生理 ・生態学的意義はほ とんど不 明である。われわれは昨年、
南極湖沼か らD体 ア ミノ酸資化微生物(DAUM)を 分離 し、その一部はD体 ア ミノ酸を含むこ とを報
告 した。今年は、そのDAUMに おけるタンパ ク質性(ペ プチ ド性)のD体 ア ミノ酸 について報告 する。
液体培養 した菌株細胞 を遠心集歯 して洗浄 し、 ビー ドビーターで細胞 を破砕 してか ら、可溶性タ ンパ ク
質画分を70%硫 酸アンモニウムで塩析 した。これで沈殿 したタンパ ク質画分を加水分解 し、得 られ たア
ミノ酸を高速液体 クロマ トグラフィー　(HPLC)で 分析 した。その結果、6株 のDAUMのD体 アスパラ
ギン酸(DAsp)は6.1-9.4%、D体 グルタ ミン酸(DGIu)は2.3-45%、D体 ア ラニン(DAIa)は ～9.5%
であった。われわれが南極以外の試料か ら得ている現時点の最大値はDAsp20.7%、DGlu21.1%、DAIa
12.5%で あ り、今回の南極DAUMの"D体 度 ラは決 して高 くない。現在、個々のSDS-PAGEで 個々の タン
パク質におけるD体 ア ミノ酸の分析 を行 っているところである。
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南大 洋 にお いて実施 され る豪 ・仏 ・日CAMLIIPY共 同研 究
Australia-French-Japanese　studies　 in　the　 Southern　 Ocean　 in　support　 of　CAM　 L/IPY
福 地 光 男(国 立 極 地 研 究 所)・ 小 達 恒 夫(国 立 極 地 研 究 所)・ グ ラハ ム ホ ー ジ ー(オ ー ス トラ リア 南 極 局)
平 課 享(国 立 極 地 研 究 所)・ 高 橋 邦 夫(国 立 極 地 研 究 所)
　 　 Mitsuo　 Fukuchi　 (NIPR)　 ・　Tsuneo　 Odate　 (NIPR)　 ・　Graham　 W.　Hosie　 (Austaralian　 Antarctic　 Division)
　　　 　　　 　　 　　　 　　 Toru　Hirawake　 (NIPR)　 ・　Kunio　 T　Takahashi　 (NIPR)
Census　 of　Antarctic　 Marine　 Life　 (CAML)　 is　a　5-year　 project　 that　 will　 focus　 the　 attention　 of　the　public　 on　 the
ice-bound　 oceans　 of　Antarctica　 during　 the　 International　 Polar　 Year　 (IPY)　 in　2007/08・ 　Its　obj㏄tive　 is　to　study
the　 evolution　 of　 life　in　Antarctic　 waters　 to　determine　 how　 this　 has　 influenced　 the　 diversity　 of　 the　 present
biota,　 and　 to　use　 these　 observations　 to　predict　 how　 it　might　 respond　 to　 future　 change.　 The　 project　 will
integrate　 knowledge　 across　 all　regions,　 biomes,　 habitats　 and　 fields　 of　study　 to　strengthen　 our㎞()wledge　 of
ecく)system　 dynamics　 in　 this　 high　 latitude,　 frozen　 ocean　 system.　 Only　 through　 a　 multi-scale　 level　 of
investigation,　 a　better　 understanding　 of　the　 diversity　 and　 status　 of　Antarcticaラs　 marine　 life　will　 be　 obtained・
While　 planning　 for　 the　 sp㏄ific　 science　 proj㏄ts　 within　 CAML　 is　as　 yet　 incomplete,　 the　 census　 will:　 1・
Undertake　 a　sp㏄ies　 inventory　 of　 the　 Antarctic　 slopes　 and　 abyssal　 plains.　 2.　Undertake　 an　 inventory　 of
bcnthic　 fauna　 under　 disintegrating　 ice　 shelves.　 3.　Undertake　 an　 invent()ry　 of　plankton,　 nekton　 and　 sea-ice
associated　 biota　 at　all　levels　 of　biological　 organization　 from　 viruses　 to　vertebrates.　 4.　Assess　 critical　 habitats
for　 Antarctic　 top　 predat()rs.　 5.　Develop　 a　coordinated　 network　 ()f　interoperable　 databases　 for　 all　Antarctic
biodiversity　 data.　 The　 CAML　 wi11　 1eave　 legacy　 sites　for　future　 comparability　 studies.　 It　will　 employ　 modern
genomic　 scientific　 t㏄hniques　 and　 contribute　 to　the　 Barcode　 ()f　Life　 project　 as　well　 as　 integrating　 with　 other
Census　 of　Marine　 Life　 (CoML)　 proj㏄ts.　 In　particular　 the　 CAML　 will　 interact　 very　 strongly　 with　 the　 Arctic
Ocean　 Diversity　 project　 (ArcOD),　 drawing　 comparisons　 between　 differences　 in㏄ological　 structure　 and
dynamics　 between　 the　Arctic　 and　 Southern　 Oceans.
The　 multi-disciplinary　 investigations　 applying　 the　 multi-ship　 operation　 in　the　 Indian　 sector　 of　the　 Antarctic
Ocean　 are　the　key　 activities　 of　this　proj㏄t.　 The　 proj㏄t　 proposes　 to　operate　 icebreakers　 and　 ice-strengthened
ships,　 which　 are　 equipPed　 with　 n㏄essary　 multi-instruments　 and　 observation　 platform　 Australia,　 France
and　 Japan　 are　developing　 an　 international　 collaboration　 in　the　Indian　 s㏄tor　 of　the　Southern　 Ocean・
CAML(南 極 海洋生命セ ンサ ス:　Census　of　Antarctic　Marine　Life)　とは、2007・08年 の国際極年(IPY)
に伴 い、南極大陸の氷 海 に関す る知識 を、 よ り一層世 間に広 め、深 く理解 して もらお うとい う5ヵ
年国際 プロジェク トであ る。その 目的 は、南極海 にお ける生命 の進化 を研究 し、その進化 が どの よ
うに現在の生物相 に影響 を与えてい るか を調査 、またそれ らの研究成 果 をもとに今後 の環境 変化 に
生態 系がどの ように対応 してい くか を予測 することにあ る。この プロジェク トでは、あ らゆ る海 域、
生物群 系、生息環境、研究分野 の知識 全て を統合 するこ とに よ り、氷 で覆われ た極 域海 洋 システ ム
における生態系動態 に関す る私 達の知識 を より高め ることがで きる。大小様 々な規模 の調査 を行 う
ことによ りのみ、南極 海洋生物の多様性及 び現状 をよ り深 く理解 す るこ とがで きる。　CAMLで 行 わ
れ るサイエンス プロジェク トの詳細は まだ計画段階であ るが、 この調査 は、1.南 極 の大陸棚及 び
深海底 の種調査の実行、2.氷 棚下 の底 生動物相の調査 の実行、3.プ ラ ンク トン、遊泳生物 、海
氷 に関連 するウ ィルスか ら脊椎 動物 まで のあらゆ る生物相の調査 の実 行、4.南 極 におけ る高次捕
食者達 の絶滅の危機 にあ る生息区域の査定、5.南 極 生物多様性 の全 てのデー ターベ ース を共 同利
用で きるネ ヅ トワー ク組織の開発、を行 う。CAMLは 将来の比較研 究の為 の重要なサイ トを残 す こ
とにな る。最新ゲ ノム科学技術 を用い るこ とによ り、　CoML(海 洋生命 セ ンサス プログラム:　Census
ofMarineLife)と の統合のみ な らず、生命バー コー ドプ ロジ ェク トにも貢 献す ることになる。中で
も、北極海洋多様性 プロジェク ト(ArcOD)と 積極 的に交流 し、北極 と南極海 での生態学的 な構 造
や動力学の相違点 を比較 をするこ とにな ってい る。
南極海 イ ン ド洋区 にお け る複数 の船舶 活動 によ る複数 の専門分 野調査 が今 回の プ ロジ ェク トの主
要活動 とな る。その 目的は砕氷船及 び十分 な機器や観測 台を装備 した耐氷 型の船舶 を運航 する こと
にある。オース トラ リア、フラ ンス、そ して 日本は南極海 イ ン ド洋区 にお いての国際共 同研究 を展
開 してい る。
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  Preliminary Report of the Japanese R/V Kaiyo Maru Survey 
  in the Ross Sea and Adjacent Waters, Antarctica in 2004/05 
  Atgifli• 4 Ffte4  (3M*4)t) 
    Mikio Naganobu, Kenji Taki and Tomonari Hayashi (NRIFSF)
Key words:  RN Kaiyo Maru, Antarctic survey, Ross Sea, ecological interaction
1. Introduction 
   A survey of the Japanese R/V Kaiyo Maru 
 (Fisheries Agency of Japan) was carried out to 
collect data simultaneously on ecological 
interaction of environment — Antarctic krill  — 
whales in the Ross Sea and adjacent waters in the 
2004/05 austral summer season. The cruise was 
conducted from 6 December 2004, Tokyo and to 22 
March 2005, Tokyo, Japan. The ship entered into 
the Antarctic Circle (55S) on 24 December 2004 
and went out on 26 February 2005.
2. Survey Area and Period 
    Transect lines along 165E, 175E, 180, 175W, 
170W and 165W were investigated to cover hot 
spots which suggest high concentrated krill and 
whales such as the Scott Seamounts Island, the 
Balleny Islands, the shelf off the Victoria Land and 
the almost whole of the Ross Sea (Figure 1). The 
 175E and 170W lines, especially, were surveyed in 
detail from the surface to near the sea bottom from 
60S to the edge of the Ross Ice Shelf on physical, 
chemical and biological parameters. 
    As we predicted that there would be a heavy 
distribution of sea ice in the Ross Sea at the 
planning stage, we limited to three transect lines 
such as 165E, 175E and 180. The sea ice, however, 
melted in the almost whole of the Ross Sea during 
the survey period. Accordingly, the survey area was 
extended to the whole of the Ross Sea with 
additional transect lines such as 175W, 170W and 
165W with decision of the scene in consideration 
of the sea ice condition.
3. Survey Items 
   The main survey items were as follows. 
   1) Oceanographic Observation: CTD, XCTD, 
XBT and ADCP were used to investigate the 
structure of water mass characteristics and 
circulation features. Stratified samples of water 
were made to investigate the spatial distribution of
nutrient, chlorophyll a,  phytoplankton and 
micro-zooplankton. 
   2) Biological Sampling: Zooplankton, krill, 
micro-nekton and fishes, which are important preys 
for whales, were collected using the multiple 
rectangular mid-water trawl (RMT(1+8)M) and 
other nets to investigate their  horizontal/vertical 
distribution and abundance. 
   3) Acoustic Survey: The multiple-frequency 
echo-sounder ( EK-500) were used to investigate 
the distribution and abundance of  hill and other 
prey species. The acoustic survey was carried out 
not along only the main transect lines but also the 
local grid transactions of the hot spots which high 
concentrated  hill were expected.
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Figure  1  : The survey area and items of the R/V 
 Kayo Maru during 26 December 2004 and 24 
February 2005.
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Trophic cascading in the Antarctic Polar frontal zone during Austral autumn 2005 
                 Froneman,  P.W., Allan, L. (Rhodes Univ.)
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海 氷 藻 類Detonu7∂ 　Conferv∂oθ ∂　(CIeve)　 Granの 海 氷 中 の 低 温 環 境 に 対 す る 増 殖 応 答
Growth　 response　 of　ice　 algal　 species　 Detoηu7∂ 　Coηferv∂oθ ∂　(CIeve)　 Gran
　　　　　　　　　　　　　　　　　to　the　 low　 temperature　 in　sea　 ice.
山 下 星 河 、 鈴 木 祥 弘
神 奈 川 大 学 理 学 部 生 物 科 学 科
　　　　　　　　　　　　　　　 Seika　 Yamashita　 and　 Yoshihiro　 Suzuki
Department　 of　Biological　 Science,　 Faculty　 of　Science,　 Kanagawa　 University
　The　 salty　 water　 called　 brine　 is　 frozen　 out　 from　 fresh-water　 when　 freezes　 and　 is
trapPed　 between　 the　 sea　 crystals.　 Then　 the　 salty　 water　 in　the　 sea　 ice　 does　 not　 freeze
at　 temperature　under　 the　 freezing　 point　 of　 sea　 water　 (ca.-1.8°C).　工n　the　 salty　 water,
many　 algal　 species　 was　 expected　 to　grow　 at　 low　 temperatures　 below　 -1.8°C,　 although
their　 growth　 rates　 could　 not　 be　 determined　 in　 an　 fn　sltu　 sea　 ice.　 In　 the　 present
study,　 we　 simulated　 the　 brine　 with　 concentrated　 sea　 water　 and　 cultivated　 the　 ice
algal　 species　 of　 Deton/7c/7a　 coηfervace∂ 　(Cleve)　 Gran,　 isolated　 from　 the　 sea　 ice　 of
Saroma　 Ko　 Lagoon　 Hokkaido　 Japan　 in　 2005,　 at　 temperature　 below　 -1.8°C.　 The　 species
could　 grow　 at　 a　 rate　 of　 O.29　 day-1　 even　 at　 -5.O°C.
海氷の内部には、凍結の際に析出 した高濃度の塩分を含む海水塊(ブ ライン)が 一1.8℃
以下の低温でも液体の まま点在 している。ブライン内に閉 じ込められた藻類が一1.8℃ 以
下の低温でも生育することは知 られてきた。しかし、微小な海水塊であるブライン内の藻
類の生長や光合成 を直接測定することは困難であ り、その実態は不明であった。本研究で
は濃縮海水、低温培養器、及び青色発光ダイオー ドを用いてブライン内の光環境と温度環
境を再現 し、単離培養株の海氷藻類Detonu7∂ 　conferv∂oθ∂　(CIeve)　Gran　(2005年 サ ロマ
湖海氷中から単離)の 生長速度を測定 した。未濃縮海水に栄養塩を添加 した培地(Guillard、
F/4培 地)中 、0°Cでは最大O.58daゾ の速度で増殖 した。さらに、2.0倍 に濃縮 した海水
を用いると、培地は一5.0°Cで も氷結せず、その中で海氷藻類は最大0,29day"iの 速度で
増殖 した。この結果は海氷中のブラインでの増殖速度をは じめて具体的に示 したものであ
る。現在、さらに低温での生長速度 と光合成の特性を測定 してお り、発表する予定である。
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サロマ湖における海氷藻類のUV吸 収色素に関する研究
Characterization　 of　UV-absorbing　 pigments　 in　ice　algal　 communities
北 島正治、森啓介 、鈴木祥弘 、井上和仁
神奈川大学理学部生物科学科
　 Masaharu　 Kitashima　 Keisuke　 Mori　 Yoshihiro　 Suzuki　 Kazuhito　 Inoue,,,
Department　 of　Biological　 Science,　 Faculty　 of　Science,　 Kanagawa　 University
　 It　is　known　 that　 ice　 algae　 are　 grown　 in　bottom　 of　the　 sea　 ice　 in　the　 Polar　 Regions.
The　 ice　 algal　 community　 carries　 out　 photosynthesis　 by　 strong　 solar　 radiation.　 And,　 it
is　thought　 that　 ice　 algae　 are　 exposed　 to　 strong　 ultraviolet　 (UV)　 radiation.　 However,
the　 mechanism　 concerning　 the　 defense　 and　 the　 response　 from　 such　 strong　 ultraviolet
radiation　 has　 not　 been　 clarified.　 In　 this　 study,　 ice　 algal　 communities　 are　 obtained
from　 Saloma-Ko　 lagoon　 and　 whole　 cell　 pigments　 were　 extracted　 by　 methanol.　 The
pigments　 were　 analyzed　 by　 spectrometer.　 We　 cultivated　 the　 diatom　 which　 isolated
from　 Saloma-ko　 lagoon,　 with　 fluorescent　 lamp　 and　 light　 emitting　 diode　 (emitting
max:　 475　 nm)・ 　And,　 it　was　 clarified　 to　accumulate　 a　large　 amount　 of　pigment　 that
absorbed　 UV　 radiation　 by　 blue　 light・ 　Extraction　 from　 cultivated　 cells　 was　 performed
by　 methano1,　 and　 pigments　 compositions　f　 ex racts　 were　 analyzed　 by　 high
perfbrmance　 liquid　 chromatography.
極域海氷中には、珪藻類を中心とする海氷藻類群集がしばしば増殖することが
知られている。海氷藻類群集は海面に浮かぶ海氷中で、比較的強い太陽光を利
用して光合成を行うが、同時に、強い紫外線にも晒されていると考 えられる。しか
し、海氷藻類群集の紫外線への対応機構を調べた例は少ない。本研究では、冬季
のサロマ湖海氷より得た海氷藻類群集から色素抽出を行い高速液体クロマトグラ
フィー による分析を行った。また、海面近くの強光を模 した光条件下に置き、紫外線
への対応を調べた。培養株 は海中光に近い青色光で強光を与えると、紫外線を当
てなくとも、紫外域の光を吸収する色素を大量に蓄積することが明らかになった。こ
れらの色素の抽出と高速液体クロマトグラフィー で分析を行い比較検討した。
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2004年 夏 季 の ベ ー リ ン グ 海 南 東 部 陸 棚 域 で の サ イ ズ 別 基 礎 生 産 力
SiZe-fractionated　 prima】ry　productivity　 on　the　southeastern　 Bering　 Sea　shelf,　summer　 2004
塩 本 明 弘 ・ 中 央 水 産 研 究 所
Akihiro　 Shiomoto　 ・　National　 Research　 Institute　 ofFisheries　 Science
ABSTRACT:　 Primary　 production　 rate　(μgC/1/h)　 and　 chlorophyll　 o　(Chl-o)　 concentration　 (μg/1)
were　 measured　 fbr　the　<2,　2-10　 and　 >10　 ,am　 size　fractions　 in　the　upper　 mixed　 layer　 in　the　middle
shelf　 domain.　 Chl　 a-specific　 primary　 production(μgC/μgChl-a/h;　hereinafter　 primary
productivity)　 was　 variable　 between　 depths　 and　 stations,　 ranging丘omO.2to3.5μgC/μgChl-a/h
f()r　the　<2　 μm　 size丘action,　 from　 O.1　to　3.4μgC/μgChl-a/h　 fbr　the　2-10　 μm　 size　fraction　 and
丘omO.5to2.3μgC/μgChl-a/h　fbr　the　>10　 LLm　 size　fraction.　 There　 was　 not　much　 difference　 in
the　 primary　 productivity　 between　 the　 three　 size　 fractions.　 Plotting　 the　 primary　 productivity
against　 light　 intensity　 (PAR;　 Ein!m2/h)　 regardless　 of　different　 depths　 and　 stations,　 an　increase　 was
observed　 in　the　primary　 productivity　 until　 around　 2.5　Ein/m2/h　 fbr　every　 size,　and　 afモer　the　 light
intensity　 a　decrease　 was　 observed　 fbr　the　<2　 and　 >10μm　 size　fセactions(Figure1).　 Lightisthus
considered　 to　be　one　 of　the　limiting　 factors　 fbr　the　 majority　 of　phytoplankton　 in　the　upper　 mixed
layer　 on　 the　 Bering　 Sea　 shelf　 in　summer.　 It　is　furthermore　 suggested　 that　 the　 majority　 of
phytoplankton　 sometimes　 suffers　 light-inhibition.
要 旨:夏 季 べ ー リン グ海 大 陸棚 中 央 領 域 の 表層 混 合 層 内 にお い て、<2、2-10及 び>10μm
の3つ の サ イ ズ 画 分 に つ い て の 基 礎 生 産速 度 と ク ロ ロ フ ィルa濃 度 を測 定 した 。 単 位 ク ロ
ロ フ ィルaあ た りの基 礎 生 産 速 度(基 礎 生 産 力)は 深 さや 観 測 点 で 異 な り、 得 られ た値 は
<2μmサ イ ズ 画 分 で0.2～3.5μgC/μgChl-a/h、2-10μmサイ ズ 画 分 で0.1～3.4μgC/μ
gChl-a/h、>10μmサ イ ズ 画 文 で0.5～2.3μgC/μgChl-a/hで あ っ た 。 サ イ ズ 画分 間 で 基 礎
生 産 力 に大 差 は 見 られ な か っ た。 深 さ や 観 測 点 の違 い を 考 慮 せ ず に光 の 強 さ に対 して 基 礎
生 産 力 を プ ロ ヅ トす る と、 い ず れ の サ イ ズ画 分 の基 礎 生産 力 も光 の 強 さが2.5Ein!m2/hあ
た りまで は 増 加 が 見 られ 、<2と>10μmサ イ ズ画 分 に つ い て は そ れ よ りも強 い光 で 減 少 が
見 られ た(図1)。 夏 季 べ ー リ ン グ海 陸棚 域 の 表 層 混 合 層 にお い て 、 光 は 植 物 プラ ン ク ト
ン に と って 制 限 要 因 の ひ とつ で あ る と考 え られ る。 ま た、 植 物 プ ラ ンク トン は強 光 阻 害 を
受 け る場 合 もあ る こ とが 示 唆 され る 。
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Figure　 1.　 Relationship　 between　 primary　 productivity　 and　 light　 intensity　 (PAR)　 fbr　the　 <2,　 2-10
and>10μm　 size　ffactions.
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    PRODUCTIVITY AND OPTICAL CHARACTERISTICS OF NATURAL 
PHYTOPLANKTON ASSEMBLAGES IN THE SOUTHERN OCEAN IN RESPONSE 
                TO ULTRAVIOLET RADIATION
        Sandric Chee Yew Leong', Mitsuo Fukuchi2 and Satoru Taguchi' 
 'Soka University
, Laboratory of Biological Oceanography, 1-236 Tangi-Cho, Hachioji, 
                       Tokyo 192-8577, Japan. 
 2National Institute of Polar Research, 1-9-10 Kaga, Itabashi-Ku, Tokyo  173-8515, 
                                   Japan.
Stratospheric ozone depletion can lead to the enhancement of ultraviolet radiation. Since 
the ozone layer serves as a primary protection against the deleterious UVB, the 
enhanced levels of UVB radiation reaching the Earth's surface could  be expected to 
induce biological changes in the aquatic environment. The potential inhibition due to 
UV radiation on the primary productivity of natural phytoplankton assemblages in the 
Southern Ocean was investigated during 2001, 2002 and 2003 cruises. Natural 
phytoplankton assemblages collected at the surface water were exposed to a range of 
solar irradiance  for 24 hrs. The productivity of phytoplankton decreased significantly 
when compared to the potential rate of the PAR only cultures, with a relative maximal 
inhibition of >20% in PAR+UVA and >25% in PAR+UVA+UVB cultures, respectively. 
The magnitude of the UV absorbing complex indicated by the  aph(330):aph(675) ratio was 
observed to vary with light quality. PAR+UVA+UVB induced highest value of 
 aph(330):aph(675) ratio, followed by PAR+UVA and then PAR. This relationship suggested 
the relative abundance of UV absorbing complex could be the cause of 
photoacclimation to UV exposure. In addition, the high relative increase in the 
abundance of UV absorbing complex in the PAR+UVA+UVB cultures compared to 
PAR only cultures also resulted in small decrease in productivity indicating that the 
enhanced UV absorbing complex observed could serve as a protection against severe 
UV radiation and thus allowing growth and survival. However, the extent of the 
protective role of the synthesized UV absorbing complex of phytoplankton should  be 
taken into consideration in future works. Natural phytoplankton has the ability to reduce 
the risk of being severely damaged by the enhanced UV radiation, therefore, 
catastrophically inhibited productivity or even mortality in natural environment is 
unlikely.
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南 大 洋 に お け る衛 星 海 色 セ ン サ ・一－SeaWiFSの 検 証
　 ValidationofSeaWiFSintheSouthernOcean
平言睾 享(極 地 研)・小 林 拓(山 梨 大)・小 達 恒 夫(極 地 研)・福 地 光 男(極 地 研)
173-8515東 京都 板 橋 区加 賀1-9-10
Toru　 HIRAWAKE　 (NIPR),　 Hiroshi　 KOBAYASHI　 (Yamanashi　 Univ.)
　 　 　 Tsuneo　 ODATE　 (NIPR),　 Mitsuo　 FUKUCHI　 (NIPR)
　 　 　 　 9-10,　 Kaga　 1-chome,　 Itabashi-ku,　 Tokyo　 173-8515
Abstract:　 Validation　 of　 the　 ocean　 color　 sensor,　 SeaWiFS,　 in　 both　 water　 and　 air　 was
carried　 out　 for　 accurate　 retrieval　 of　 chlorophyll　 a　concentration　 in　the　 Southern　 Ocean
duringthecruiseofUmitaka-MaruinJanuary2005.　 Spectralradiation,absorptionand
scattering　 coefficients　 in　 water　 and　 optical　 thic㎞ess　 in　 air　 were　 measured
simultaneously　 with　 the　 SeaWiFS　 passage.　 Results　 of　 these　 measurements　suggested
that　 an　 error　 of　 chlorophyll　 a　 concentration　 using　 ocean　 color　 data　 is　induced　 by　 not
only　 in-water　 algorit㎞but　 also　 by　 atmospheric　 correction.
要 旨:衛 星から南大洋のクロロフィル α濃度を正確 に推定するため、衛星海色センサ
ーSeaWiFSの 検証を水中と大気の両面から実施した。観測は2005年1月 に東京海洋
大学 海鷹丸によって行われた。水中における分光放射、光吸収係数、光散乱係数、
および大気の光学的厚さの測定をSeawiFSの 通過時間に合わせて、ほぼ同時に実
施した。それらの観測結果より、南大洋における衛星クロロフィルa濃 度のエラーが、
水 中アルゴリズムだけでなく、大気補正にも起因することが示唆された。
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北海道オホーツク海沿岸域で発達す る季節海氷による沈降粒子フラックスについて
Material　 fiux　 under　 seasonal　 sea　 ice　at　an　 offshore　 site　 in　the　 Okhotsk　 Sea　 coast　 of　northern　 Hokkaido,
Japan
樋 渡 武 彦(国 立 環 境 研)・ 白 澤 邦 男 ・深 町 康(北 大 低 温 研)
永 田 隆 一(ガ リ ン コ タ ワ ー(株))・ 越 川 海 ・木 幡 邦 男 ・渡 辺 正 孝(国 立 環 境 研)
　 T.　Hiwatari　 (Natl.　 Inst.　Environ.　 Studies),　 K.　 Shirasawa,　 Y.　Fukamachi　 (Inst.　Low　 Tem.　 Sci.　Hokkaido　 Univ.),
R.　Nagata　 (Garinko　 Tower,　 Co.),　 H.　Koshikaw乳K.　 Kohata,　 M.　 Watanabe　 (Natl.　 Inst.　Environ.　 Studies)
Abstract:　 【Background　 and　 objectivel　 Seasonal　 sea　 ice　 appears　 in　the　 Okhotsk　 Sea　 coast　 of　 northern
Hokkaido　 in　Japan　 as　an　annual　 event.　 A　limited　 number　 of　researches　 have　 been　 reported　 on　 material　 flux　 under
sea　 ice　except　 fbr　those　 examined　 in　Saroma　 Ko　 Lagoon　 in　northem　 Hokkaido.　 The　 present　 study　 revealed　 the
material　 flux　 under　 sea　ice　at　an　offshore　 site　in　the　Okhotsk　 Sea　 coast　 in　2005.
{Materials　 and　 methodsl　 Water　 temperature,　 current　 veloc晦 ・　and　 direction,　 and　 coverage　 pedod　 of　sea　ice　over
sediment-trap　 were　 observed　 using　 IPS　 and　 ADCP　 from　 6　January　 to　25　 March,　 2005.　 A　 sediment-trap　 with　 7
sampling　 bottles　 was　 mooring　 at　the　depth　 of40m　 off　Mombetsu　 coast,　 and　 sampling　 periods　 were　 divided　 into　 7
termsfセom　 13　January　 to　24　March.　 Collected　 samples　 were　 analyzed　 on　 fbllowing　 items:　 dry　weight;　 POC;　 PON;
chl-a;　 pheopigment;　 biological　 silica;　 POC　 and　 PON　 of　fecal　 pellets　 of　zooplankton;　 species　 compositions　 of
phytoplankton　 and　 zooPlankton.
IResultsl　 Sea　 ice　covered　 almost　 all　the　sea　surface　 area　 over　 the　sediment-trap　 from　 late　January　 to　early　 March.
Flux　 results　 showed　 the　significant　 relationship　 between　 temporal　 changes　 of　dry　 weight　 and　 those　 of　POC　 and
PON,　 and　 that　maximum　 values　 of　them　 were　 observed　 du㎡ng　 January.　 Temporal　 changes　 of　the　biological　 silica
corresponded　 to　those　 of　fecal　 pellet,　 however,　 they　 did　 not　 correspond　 to　those　 phytoplankton　 cell　numbers.　 As
fecal　 pellets　 filled　with　 a　plenty　 of　skeletons　 of　diatonちskeletons　 in　fecal　 pellets　 would　 cause　 the　 high　 amount　 of
biological　 silica.　 Organic　 carbon　 in　fecal　 pellets　 during　 the　 3,　4　and　 5　terms　 were　 about　 80　 %　 of　POC　 in　the
material伽x,　 This　 suggested　 that　 an　active　 grazing　 by　 zooplankton　 occurred　 during　 the　developing　 period　 of　sea
ice.　Enhancement　 of　phytoplankton　 cell　number　 in　March　 was　 resulted　 from　 melting　 of　sea　 ice.
要 旨:【 目的1例 年冬季には、北海道オホー ツク海沿岸に季節海氷が発達す る。これ までわが国沿岸では
サ ロマ湖を除いて海氷期間の沈 降粒子フラックスを測定 した例 はない。本研究では2005年 の海氷期間
に北海道オホー ツク海沿岸の1定 点で沈降粒子フラックスの測定 を行 ったので報告す る。
【方法1セ ジメン トトラップは紋別沖約14kmの 水深40mに 係留 し、沈降粒子 の採集期 間は1月13日
か ら3月24日 までを7期 間に分けて行 った。サンプルの分析項 目は乾燥重量、　POC,　PON,　chl-a　フェオ
色素、生物 由来 シ リカ、動物プランク トン糞粒のPOC,　 PON、 植物 ・動物プランク トンの種組成 とした。
1結果1有機物 の沈降フラックスの最大は、海氷が南下後融解する1月 の1期 に見 られた。生物 由来 シ リ
カの経時変化は植物プランク トンの細胞数の変化 とは対応せず、む しろ動物プランク トンの糞粒のPOC
の変化 と強い相 関を示 した。糞粒の顕微鏡観察から糞粒 には珪藻の殻が充満 していることが見出 された
ことにより生物由来シ リカの大部分は糞粒中の殻 を反映 していると考 えられた。海氷が発達 していた2
月 中には動物プ ランク トンによる糞粒 の有機物が全体の有機物 フラックスの約80%を 占めた ことよ
り、この期 間は動物プランク トンが海氷下面に発達 したアイスアルジを摂食 しているものと考え られた。
3月 以降、植物プランク トンの細胞数が急増 したのは海氷 の融解に伴 うアイスアル ジの放出 と考 え られ
た。
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ア ム ン ゼ ン 湾 に お い て セ デ ィ メ ン ト トラ ッ プ に よ り採 集 さ れ た
小 型 動 物 プ ラ ン ク トン(swimmer)の 季 節 変 動
Seasonal　 variation　 of　sediment　 trap-　 collected　 small　 zooplankton　 (swimmers)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 in　the　Amundsen　 GUIf
太 田 裕 也(石 巻 専 修 大 学)・ 真 壁 竜 介(石 巻 専 修 大 学)・
佐 々 木 洋(石 巻 専 修 大 学)・ 服 部 寛(北 海 道 東 海 大 学)・
三 瓶 真(Laval大 学)・ 福 地 光 男(極 地 研)
Yuya　 Ota　 (lshinomaki　 Senshu　 Univ.),　 Ryousuke　 Makabe　 (lshinomaki　 Senshu
Univ.),　 Hiroshi　 Sasaki　 (lshinomaki　 Senshu　 Univ.),　 Hiroshi　 Hattori　 (Hokkaido
　 　 Tokai　 Univ.),　 Makoto　 Sampei　 (Laval　 Univ.),　 Mitsuo　 Fukuchi　 (NIPR)
Seasonal　 variation　 of　small　 zooplankton　 were　 investigated　 in　 the　 Amundsen　 Gul£
Canadian　 Arctic　 as　 part　 of　 the　 CASES　 program.　 Time-series　 sediment　 traps　 were
deployed　 at　 3　stations　 (CA15　 ・　CA18　 ・　CA20)　 from　 September　 2003　 to　August　 2004.
Samples　 (<1　 mm　 in　 length)　 were　 identified　 under　 dissecting　 microscope.　Cop pod
nauplii,　 0ηo∂ θ∂spp.,　 Oi'thona　 spp.　 and　 /Wetridia　 spp.　 were　 observed.　 Among　 them,
copepod　 nauplii　 occurred　 predominantly　and　 varied　 seasonally.　 Their　 body　 length
of　 the　 nauplii　 collected　 in　 early　 spring　 were　 about　 190μm　 in　 three　 stations.　 If
these　 trap・collected　 copepod　 nauplii　 were　 really　 inhabited　 in　 and　 around　 the　 trap
depth,　 they　 stayed　 at　 about　 200m　 layer　 in　 early　 spring　 after　 their　 hatching,　 and
then　 migrated　 upward　 to　the　 surface　 layers　 as　 they　 grew　 in　spring　 to　summer.
北極 圏において、周年 を通 じた小型 動物 プランク トンの分布様 式や季節 変動 に関す る知
見は乏 しい。そ こで、　CASES計 画 の一環 と して、2003年10月 ・2004年7月 にカナ
ダ北極 圏ア ムンゼ ン湾 に設 け られたCA15(200mm)・CA18(200mm・400mm)・
CA20(200mm)測点 にお いて、時系列型セ デ ィメン トトラ ヅプによ って採 集され た
試料 を用 い小型動物 プラ ンク トン(1mmの 目合 いのメ ヅシュ を通過 した動物 プランク
トン)の 観察 を行 った。採集 された小型 動物 プラ ンク トンは カイアシ類 の ノー プ リウス、
オ ンケア、オイ ソナ、メ トリデ ィアな どであ った。な かで も顕著 な季節変動 がみ られた
のは、カイア シ類の ノー プ リウス幼 生であ った。それ らは、各測点 とも周年 を通 して体
長約190μmの 個 体群 が優 占 してお り、特 に初春(3月)に 最 も採集 され た。 その個
体数は257.4個 体!m2!dに 達 した(CA18)。 トラ ヅプに採集 され たノー プ リウスがその
層付近 に生息 す る同 じ群 集 を反 映す る と仮 定す るな らば、初春季 において卿化 直後 に
200m付 近 に留 まるが、 その後上昇 して表層 に移動す ることを示唆 してい る。
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ア デ リー ラ ン ド沖 に お け る表 層 動 物 プ ラ ン クトン 群 集 の 経 年 変 動
Annual　 change　 in　the　community　 composition　 of　surface　 zooplankton　 off　Adelie　 land
小野 敦史 ・堀本 奈穂 ・石丸 隆(東 京海洋大学)
　 Atsushi　 Ono,　 Naho　 Horimoto,　 Takashi　 Ishimaru
(T()kyo　 University　 of　Marine　 Science　 and　 Technology)
む 　
　 The　 community　 composition　 of　 surface　 zooplankton　 off　 Adelie　 land　 (63-66　 S,　along　 the　 l30　 and　 140　 E
meridian　 lines)　 was　 investigated.　 Observations　 and　 samplings　 were　 conducted　 in　 2002/03　 and　 2004/05
during　 the　 cruise　 of　 R/T　 Ship　 Umitaka-Maru　 IV　 of　Tbkyo　 University　 of　Marine　 Science　 and　 Technology.
Samples　 were　 collected　 by　 surface　 horizontal　 hauls　 of　a　larva　 net　(mouth　 diameter　 :　1.3　 m.　 mesh　 size　 :　330μ
m)　 and　 sorted　 into　 major　 taxa・ 　Amphipods　 and　 copepods　 dominated　 through　 the　 sampling　 areas・ 　In　2002/03・
ギス む
density　 of　these　 taxa　 ranged　 from　 O　to　3.O　 inds.　 m-　 at　130　 and　 140　 E　line.　ln　2004/05,　 amphipods　 occurred　 at
high　 d・n・ity　 (m・x.　 134.()　 ind・.　m3)　 …　 und　 64°S　 ・t　130°E　 lin・ ・　C・p・p・d・ 　w・ ・e　g・n・ ・ally　m・re　 abund・nt　 th・n
む むロス
in　O2/03　 and　 occurred　 at　high　 density　 (max.　 134・5　 inds・ 　mりin　 the　south　 of　65　 S　at　140　 E　line・　 At　 the　 latter
area,　 sea　 surface　 temperature　 was　 lower　 in　2004/05　 as　compared　 with　 that　 in　2002/03　 (-0.7～0.2　 ℃ 　and
O.2～0.7℃,resp㏄tively),　and　 it　might　 be　 the　cause　 ()f　high　 abundance　 of　c()pepod　 in　2004/05・
　 Chiba　 (1997)　 was　 reported　 abundant　 distribution　 of　salps　 in　l995/96　 0ff　 Adelie　 land.　 however,　 it　was
sparse　 in　this　study
2002/03及 び2004/05年 に,東 京 海 洋 大 学 研 究 練 習 船 海 鷹 丸 によるア デ リー ラン ド沖(63-66°S,
130.140°E)の 観 測が 行 われ た.稚 魚 ネット(口 径1.3m,目 合 い330μm)の 表 面 曳 きで採 集 され た動 物
プランクトン組 成 を比 較 す ると,い ず れ の 年 もサンプ リング海 域 を通 してカイアシ類 と端 脚 類 が個 体 数 で優
占していた.02/03年 には130°Eラ インと140°Eラ インにお い て,両 分 類 群 は3.O　inds.　nf3　以 下 の範 囲 で
出 現 し,大 きな差 は 見 られ なかった.04/05年 では 端脚 類 が130°Eラ インの64°S周 辺 で 高密 度 に分布 し
(最大134.Oinds.m'3),一 方,カ イアシ類 は全 体 として02/03年 よりも多 く(1・4～1345inds・m'3)・ 特 に140
°
Eラ インの65°S以 南 で 高 密度 の 分布 が 見 られ た(最 大134.5inds.m'3).140°Eラ インの65-66°Sで は,
04/05年 は02/03年 と比 較 して低 水 温(そ れ ぞ れ一〇.7～0.2℃,0.2～0.7℃)で あり,こ のことが カイアシ類
の 高密 度 分布 の原 因 であったと考 えられ る.
Chiba(1997)は,95/96年にアデ リー ランド沖の 広 い範 囲 でサル パ 類 が 高密 度 に分布 したことを報 告 し
てい るが,こ れ は本 研 究の 結 果 とは大 きく異 なってい た.
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ウ ェッデル 湖 晒 部 こお けるカイアシ 類 再生産 の 海 囎 性
Regional　 characteristics　 of　copepod　 reproductions　 in　the　northwestern　 VVeddell　 Sea.
梅 田 晴 子(韓 国 極 地 研 、現 ・北 水 研)、 シ ン ・ヒョンチ ョル(韓 国 極 地 研)、 ジャン ・ソン タエ
(韓 国 海 洋 研 究 所)、 チョン ・ギ ョン ホ(韓 国 極 地 研)、 カン ・ソンホ(韓 国 極 地 研)
H・　UMEDA　 (KOPRI,　 HNF),　 H・-C・　SHIN　 (KOPRD,　 S.-T.　JANG　 (0㏄anC髄mate　 and　Envimnment
Research　 I)協ion,　 KORDI),　 K-H.　 CHUNG　 (KOPRI),　 and　S.-H.　KANG　 (KOPRI)
　 Reproductive　 process　 will　 be　 important　 fbr　 antarctic　 copepods　 life　cycles,　 which　 associated　 with
blooming　 variability　 in　 Southern　 Oceans・ 　 It　is　important　 to　 understand　 that　 big　 major　 copepod
reproduction　 process　 and　 the　 dynamics　 that　 affected　 by　 environment　 conditions　 in　 the　 Southern
Ocean.　 Our　 purpose　 of　 this　 study　 is　 to　 find　 the　 relations　 between　 antarctic　 major　 copepod
reproduction　 and　 environmental　 conditions　 include　 fbod　 resources　 in　meso-scale　 area.
　 Investigations　 were　 carried　 off　 the　 South　 Shetland　 Islands　 during　 the　 18th　 Korean　 Antarctic
Expedition　 with　 RV　 Yuzhmorgeologiya　in　 m d　 December　 2004.　 And　 copepod　 samples　 were
collected　 estimate　 depth　 at　200m　 using　 a　O.6m　 diameter　 Bongo　 net丘tted　 with　 333μm　 mesh　 nets.
Net　 data　 were　 used　 to　 obtain　 the　 abundance　 of　 the　 six　 biomass-dominant　copepods:　 Calanoides
αcutus,　 Cα1αnus　 pr・pinquu∫,　 Rhincαlanus　 gigα ∫,　Metridiαgerlachei,　and　 Metridia　 lucens.
Abundances　 of　 C.　 acutus,　 C.　 pr(孕 加g槻 ∫,　and　 M　 gerlachei　 were　 higher　 in　 southern　 area,　and
adult　 and　 CV　 of　 C.　 acutus　 and　 M　 gerlachei　 was　 dominated　 in　 southern　 area.　 Regarding　 stage
composition　 of　 C.　propinquus,　 young　 copepodite　 stage　 (CI　 to　 CIII)　 was　 higher　 in　south-east　 area,
and　 composition　 of　 adult　 and　 CV　 were　 higher　 in　 west　 area.　 Our　 result　 shows　 that　 there　 were
different　 timings　 some　 copepods　 reproductions　 between　 same　 regions.
通 常 、南極 海 に生 息 するカイアシ類 の再 生 産 は 主に基礎 生 産 の 高い春 ～ 夏季 に集 中 して行 わ れる。南 極
海 においてもカイアシ類 の再 生 産 過程 は重 要なものであ り、特 にブルー ム 変動 と密 接な関 係 があ ると考 えら
れ ている。その 為 、生 物量 で優 占しているとされ る大 型主要 カイアシ類 の再 生産 過 程やそ の動態 と、環境 要 因
との 関連 を理 解 することは重 要である。本 研究 は、ウエッデ ル海 北 西部 において、メンスケール レベル にお け
る大 型カイアシ類の 再生 産特 性 の違 いと、その環境 要因 につ いての 関係を調べ ることを目的とした。
調 査 は第18次 韓 国南 極 観 測計 画 において、調査 船ユズモジオロジア船 上で2004年12月20日 から25日
の5日 間にサ ウスシェトランド島 沖で行わ れ た。 プランクトン採 集 は 、水深200mか らの傾 斜 曳きによって 得
られ たボ ンゴ ネット(径.6叫 目合333μm)サ ンプル か ら大 型 カイアシ類5種(Calanoides　 acutUs,　Calanu、
propinqUUS,　 RhincαlanUS　gigαS,　Metridia　gerlachei,お よびMetridia　 lucens)の みを抜 き出 し、種 および発育 段
階 毎 に計数 し、頭胸 長 と油球 のサイズ計測 、生 殖腺 成熟度 、および 胃充満 度の 観察 を行った。
C.　acutUS,　C.　proρinqUUS,お よびM.　gerlacheiの 現存 量 は南 の海域 で高く、なかでもC.　acutUSとM.　gerlachei
の成 体 及びCV期 の現 存 量 が南 の海域 で高 くなった。C.　acutUsの 成 体およびCV期 の頭 胸 長及び油 球 のサ
イズ は南 の海 域で大 きくなったがM.　gerlacheiで は有意 な変化 が見 られなか った。　M.lucensを 除 いた全て の
大 型 カイアシ類 の成 体雌 の 持つ生 殖腺 成 熟度 は北 西 の海域 では進 んでおらず 、西 か らの移 流 の影 響 が 強 い
ことが 示 唆された 。
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南極海季節海氷域(東 経140度)に おける動物プランク トン群集の分布特性
Unusual　 abundance　 of　 appendicularians　n　the　 seasonal　 ice　 zone　 (140°E)　 of　the　 Southern　 Ocean
辻 本 恵 ・高 橋 邦 夫 ・平 言睾享 ・福 地 光 男(国 立 極 地 研 究 所)
Megumu　 Tsujimoto　 ・　Kunio　 T.　Takahashi・ 　Toru　 Hirawake・Mitsuo　 Fukuchi　 (NIPR)
During　 the　 43rd　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition　 (JARE)　 cruise　 on　 March　 10-12　 in　2002,
NORPAC　 net　 samplings　 at　three　 stations　 along　 a　south-north　 transect,　 ca.　 140°E　 in　the　 Indian　 scctor
were　 conducted　 to　survey　 z()oplankton　 community　 structure　 and　 abundance　 in　the　 seasonal　 ice　 zone
(SIZ)　 of　 the　 Southcrn　 Ocean.　 A　 total　 of　 fourteen　 species/taxa　 were　 identified　 from　 the　 thrce
stations.　 While　 copepods　 were　 numerically　 dominant　 at　 two　 stations　 (79.9%　 and　 93.1%
respectively　 of　 total　 abundancc),　 appendicularians　were　 fo nd　 to　be　 numerically　 dominant　 (84.0%
of　total　 abundance)　 at　thc　 southernmost　 station.　 This　 dominance　 of　 Appendicularia　at　this station
suggested　 that　 Appendicularia　is　 possibly　 an　 integral　 part　 of　 the　 community　 structure　 of　 the
zooplankton　 in　 the　 SIZ.　 Thc　 Southcrn　 Boundary　 (SB)　 on　 the　 140°E　 transcct　 was　 fbund　 to　 be
located　 at　～64.30° 　S　 and　 thc　 southernmost　 station　 was　 located　 south　 of　 the　 SB　 whilc　 the　 two　 other
stations　 were　 locatcd　 north　 of　 the　 SB.　 Some　 species,　 such　 as　 Rhinca1αnus　 gigas,　 Calanus
simillimus,　 Amphipoda,　 Euphausiacea,　 and　 Polychaeta,　 had　 distribution　 patterns　 that　 correlated　 with
the　 position　 of　the　 SB,　 thcrc　 fore　 the　 SB　 is　considcrcd　 important　 in　influencing　 the　 distribution　 of　 thc
zooplankton　 and　 its　c()mmunity　 structure　 in　the　 SIZ.
南極 海 の 季節 海 氷 域 にお ける、動 物 プランクトン群 集 の 分布 特性 と水 塊 構 造との 関係 を調 査 す る
目的 で、2002年3月 に第43次 日本 南 極観 測 隊 「しらせ 」にお いて 、南 極 海インド洋 区 東 経140
度線 に沿 って北 上す る航 路 上の3観 測 点、(南緯66.5、64、61度)に て採 集 を行 なった。動 物 プ ラ
ンクトンは ノルパ ックネット(目合 い330μm)を 用 いて、水 深150mか ら表 層 までの鉛 直 引 きに より採
集 した。
出現 した動 物プ ランクトンは3観 測 点 で14の カテゴリー に分類 され た。観 測 点、16、17で はカイア
シ類 がそれぞ れ79.9%、93.1%で 最 も有 占して出 現 した。一 方 、最 南 の観 測 点15で は尾 虫類 が
全 体 の84%を 占め てい た。このようなカイアシ類 を上 回 るような 高 い現 存 量(327.14ind./m3)の 報
告 例 は 、比 較 的 低 温 な沿岸 海 域 にお い ては希 少 で ある。中間 観 測 点16で は13カ テゴリー が 出
現 し、最も多 様 度 の高 い 結果 となった。
本 調 査 海 域 にお いてSouthern　 Boundaryは 南 緯64.3度 付 近 に存 在 して いた。そのため 観 測 点15
と16の 間 では表 層 水 温 で約2℃(St.15:-0.3℃ 、St.16:2.3℃)、 塩 分 で約1psu(St.15:34.4psu、
St.16:33.3psu)の 差 が 見られ た。一 部 の動 物 プ ランクトン につ いてはSouthern　 Boundaryを 境 に し
て南 北 で分 布 特 性 が分 かれ ていることが示 唆 され 、　Southern　Boundaryが 南 極 海 の季 節 海 氷 域 に
お ける動 物 プランクトンの 分布 及 び群 集 構 造 に与 える影 響 につ いて考 察 した。
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南大洋インド洋セクターにおける動物プランクトン現存量の変動(1996-2004)
Variation　 of　zooplankton　 biomass　 in　the　 Indian　 Sector
　 　　 　 of　the　 Southern　 Ocean　 during　 1996-2004
澤邊 江梨子(東 京海洋 大)・高橋 邦夫(極 地研 究所)・福 地 光男(極 地研 究所)・石 丸 隆(東 京海洋大)
Eriko　 Sawabe　 (Tokyo　 University　 of　Marine　 Science　 and　 T㏄ ㎞ology),　 Kunio　 T.　Takahashi　 (NIPR),
Misuo　 Fu㎞chi　 (NIPR),　 Takashi　 Ishimaru　 (Tokyo　 University　 of　Marine　 Science　 and　 Technology)
南 大 洋 インド洋 セ クター(40-66°S,60-150°E)に お い て 日本 南 極 地 域 観 測 隊(JARE)38～45次 航 海
(1gg6/1gg7～2003/2004)に よって採 集 され たNORPACネ ットサ ンプル(330μm)の 湿 重 量 を測 定 した.ま た,
同 時 に収 集 され た 水 温 ・塩 分 ・クロロフィル α 濃 度 のデ ー タと比 較 し,動 物 プ ランクトンバ イオ マ スの 地 理
的 ・経 年 的な 変 動 と環 境 要 因 との関 連性 につい て検 討 した.
調 査 海域 全 体 を通 して動 物 プランクトンバ イオ マスが最 も大 きか ったの は1999/00年 であった.極 前 線
以 南 の南極 帯AZ(Antarctic　 Zone)に お い ては,ほ ぼ4年 周 期 での動 物 プランクトンバイオ マスの変動 が
認 め られ た.　 AZをNOC(Northern　 Oceanic　 Community　 Area:　Polar　Front　～62°30ラS)とMOC(Main
Oceanic　 Community　 Area:　 62°30'～66Sで1000m以深 の範 囲)の2つ に分 けると,　MOCに お いて は
1996/97～2003/04年 まで 一 貫 してAZ全 体 と同 じ傾 向 が認 められ たが,　NOCに お いて は2001/02年 以 降
は 異 なる様 相 を示 した.AZ全 体 とMOCに お いて は,低 水 温,高 クロロフィルa濃 度 の 年 に動 物 プランクト
ンのバ イオマスの水 準 が 高 く,高 水 温,低 クロロフィルa濃 度 の年 には低 水 準 であった.96/97年,99/00年,
02/03年 にはバ イオ マスの ピークが見 られ,こ れ らの年 には120-140'Eの 広 い海 域 にお い て低 水 温,高 クロ
ロフィルa濃 度 であ った.一 一方,97/99,98/99年 には120-140°Eで,00/01年に は110- 20°Eお よび
135-145°Eで 動 物 プランクトンのバイオマスの水 準 は低 く,高 水 温,低 クロロフィルa濃 度 の状 態 にあった.
　 Biomass　 (wet　 weight)　 of　zooplankton　 in　the　Indian　 Sector　 of　the　Southern　 Ocean　 (40-66"　 S,　60-150° 　E)　was
measured　 during　 the　austral　 summer　 of　1996/97　 to　2003/04　 and　 compared　 with　 environment.　 Samples　 were
coll㏄ted　 by　 vertical　 hauls　 (0-150m)　 of　 NORPAC　 standard　 net　 (330pm)　 during　 the　 Japanese　 Antarctic
Research　 Expedition　 38-45.　 Mean　 biomass　 was　 at　highest　 level　 in　1999/00　 at　whole　 survey　 area.　 In　the
Antarctic　 zone　 (AZ:　 south　 of　Polar　 front),　 biomass　 changed　 showing　 4　year　 cycle　 refiecting　 the　 change　 in
Main　 Oceanic　 Community　 Area　 (MOC:　 62°30'～66eS,　 deeper　 than　 1000m)　 through　 the　period.　 While　 in
Northern　 Oceanic　 Community　 Area　 (NOC:　 Polar　 Front　 ～62°30'S),　 different　 tendency　 was　 shown　 after
2001/02.　 Biomass　 was　 high　 in　waters　 with　 low　 sea　 surface　 temperature　 (SST)　 and　 high　 chlorophyll　 a
concentration,　 and　 vice　 versa.　 High　 biomass　 was　 observed　 in　96/97,　 99/00　 and　 O2/03　 when　 low　 SST
extended　 from　 120・-140'E.　 While,　 low　 biomasses　 in　97/98,　 98/99　 were　 coincided　 with　 high　 SST　 and　 low
chlorophyll　 a　 concentration　 along　 110-140'E,　 and　 in　 OO/01　 with　 high　 SST　 and　 low　 chlorophyll　 a
concentration　 at　110-120° 　E　and　 135-145° 　E.
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2004/05開 洋 丸 ロ ス 海 調 査 で 採 集 さ れ た 魚 類
Fishes　 collected　 by　R/V　 Kaiyo　 Maru　 in　2004/05　 in　the　Ross　 Sea　 and　 adjacent　 waters,
A皿tarctica
岩 見 哲 夫(東 京 家 政 学 院 ・生 物)・
林 倫 成 ・瀧 憲 司 ・永 延 幹 男(遠 洋 水 産 研 究 所)
　 　 　 　 　 　 Tetsuo　 IWAMI　 (Lab.　Biology,　 Tokyo　 Kasei　Gakuin　 Univ.)
Tomonari　 HAYASHI　 ・　Kenji　 TAKI　 ・　Mikio　 NAGANOBU　 (Nat.　Res.　Inst.　Far　Seas　Fish.)
A　 survey　 of　 the　 Japancse　 RハJ　 Kaiyo　 Maru　 was　 carried　 ()ut　to　 collect　 data　 simultaneously
on　 ecological　 interaction　 of　 environment　 and　 marine　 organisms　 in　the　 Ross　 Sea　 and　 adjacent　 waters
during　 December　 2004　 and　 February　 2005.　 During　 this　 survey,　 a　 total　 of　 911　 fish　 specimens
represcnting　 31+　 specics　 and　 14　 familics　 were　 collectcd.　 Pleuragramma　antarcticu〃z　 of
Notothcniidae　 dominatcd　 at　 stations　 in　 the　 shelf　 zone,　 whilst　 in　 the　 slope　 and　 oceanic　 zonc
Notolepis　 coatSt　 of　 Paralcpididae　 was　 abundant.　 Similar　 distribution　 pattern　 was　 also　 observed　 in
those　 of　 larvae　 of　 the　 Notothcnioidci,　 the　 dcmersal　 assemblage,　 and　 of　 the　 oceanic　 pelagic
assemblagc　 contained　 Nemichthyidae,　Ba lagidae,　 Gonostomatidae,　S omiidae,　 Scopelarchidae,
Myctophidae　 and　 Melamphaidae.　These　 horizontal　 distribution　 patterns　 seem　 to　be　 well　 correlated
to　hydrographic　 featurcs　 of　thc　 Ross　 Sea　 and　 its　a(ljaccnt　 waters.
2004年 か ら2005年 にかけて,開 洋丸 によ って第9次 南極 海調査 が行 われた。 この 調査 期
間中,ロ ス海お よび その周 辺海域 にお いて行 われたRMTネ ヅ トによる調査 で,一 一部未 同定 の個 体
を残 してい るものの,911個 体,14科31種 を越 え る魚類 が採 集 された。その うち,ナ ンキ ョクカ
ジカ亜Elに 属 するもの が4科13種,ハ ダイカ ワシ科 に属 す るものが8種 を占めた。他 には,シ ギ
ウナギ科,ソ コイ ワシ科,ヨ コエ ソ科,ワ ニ トカゲ ギス科,ハ ダカエ ソ科,デ メエ ソ科,カ ブ トウ
オ科 とい った いわゆ る外 洋 中層 性のグルー プや ウナ ギダ ラ科 や ソコダラ科 とい った本 来底 生性 の
魚類群 の稚仔魚 も見 出された。調査点は緯度 において60°01.47'Sか ら78°26.17'Sの 間 に設定
され,合 計216回 の曳網 調査が行われた。調査点は 海洋条 件の異 なる範 囲に設定 されて い るた め,
一律 に出現頻度 を評価 するこ とは 困難で あるが ,全216調 査 網中,魚 類 が認め られ たのは126網 で,
最も出現網数の 多か った魚類 は42網 において確認 され たハ ダカエ ソ科 のナ ンキ ョクナ メハ ダカ
ーNotolepis　coαtsiで あ った 。次 いで 出現頻度 の高 か ったの はナ ンキ ョ クカジ カ科 の コオ リイ ワ シ
Pleuragra〃zma　antarcticu〃1で,37網 において確認 された。 これ ら2種 の分 布傾 向は従来 の結果 と基
本的 に一致 してお り,海 底水 深が1000m以 浅の陸棚域 ではコオ リイワシが,そ の外側の 陸棚斜 面域
および外洋域ではナ ンキ ョクナメハダカが分布する とい うものであ った。また,そ れ ぞれの海域 で
の優 占状況 も明瞭で,コ オ リイワシは陸棚域 に設定 され た7調 査点 すべ て にお いて採集 され,ナ ン
キョクナメハダカ も外 洋 ・陸棚斜面域 に設定 され た18調 査 点 中,16調 査点 において確認 され た。
同様 の傾 向は,ナ ンキ ョクカ ジカ亜 目とそれ 以外 の外 洋 中層1生魚類 とい う区分で も認 め られ,ロ ス
海周辺 におけ る海洋構 造 に対応 した分布様 式が確認 された。
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2003年 と2004年 秋 季 の 日本 系 サ ケ 回 帰 資 源 量 の 増 加 と
2000年 春 季 の 流 氷 退 行 後 の オ ホ ー ツ ク 海 の 海 洋 環 境 との 関 係
Relationship　 between　 the　increase　 of　returned　 chum　 salmon　 resources
　　 in　autumn　 of2003,　 2004　 and　the　eceanographic　 enVironment
of　the　Okhotsk　 Sea　after　sea　ice　retreated　 in　sp血gof2000
清 水 幾 太 郎(独 立 行 政 法 人 さ け ・ま す 資 源 管 理 セ ン タ ー)
　　　　Shimizu,　 1.　(National　 Salmon　 Resources　 Center)
　 　 　 Sixty　 million　 individuals　 of　chum　 salmon　 returned　 to　Hokkaido　 in　2003　 and　 the　 return　 resources　 were　 the
maximum　 in　re㏄nt　 years.　 Age　 4　salmon　 were　 main　 in　age　 compositions　 of　the　returned　 chum　 salmon　 resources　 of
2003　 and　 the　resources　 of　age　 s　salmon　 returned　 in　2004　 were　 also　bigger　 than　 those　 of　age　 s　salmon　 in　other　 years
and　 their　 blood　 year　 was　 l999.　 Salmon　 juveniles　 were　 released　 to　rivers　 from　 hatcheries　 in　spring　 of　2000　 and　 they
migrated　 from　 coastal　 waters　 around　 Hokkaido　 to　the　Okhotsk　 Sea　 and　 they　 spent　 in　the　Okhotsk　 Sea　 from　 Augl}st　 to
November　 in　the　year・　Because　 the　growth　 rate　of　1999　 blood　 year　 salmon　 was　 better　 in　age　 l　than　 that　in　other　 ages
by　 the　scale　 analysis　 of　returned　 chum　 salmon　 (Saito,　 2005),　 it　was　 assumed　 that　the　growth　 rate　of　age　 l　salmon　 in
the　 Okhotsk　 Sea　 was　 better　 and　 the　mortality　 in　the　Okhotsk　 Sea　 was　 lower　 in　2000　 than　 other　 years.　 That　 is　to　say,
the　 oceanographic　 environment　 of　the　 Okhotsk　 Sea　 in　2000　 was　 good　 biological　 conditions　 for　salmon　 juveniles.　 I
studied　 the　 relationship　 between　 the　 increase　 of　returned　 salmon　 resources　 in　2003,　 2004　 and　 the　oceanographic
conditions　 of　the　Okhotsk　 Sea　 after　sea　ice　retreated　 in　2000.　 I　discussed　 that　the　variability　 of　water　 temperature　 after
sea　ice　retreated　 in　the　Okhotsk　 Sea　 was　 differential　 in　2000
　 　 　 Primary　 production　 reached　 the　maximum　 in　May-June　 in　the　Okhotsk　 Sea　 (Sorokin　 and　 Sorokin,　 2002)　 and　 I
took　 notice　 of　the　variability　 of　water　 temperature　 in　May-June　 after　sea　 ice　retreated　 I　compared　 the　variability　 of
ranges　 of　temperature　 in　2000　 with　 those　 in　other　 years.　 I　used　 the　pictures　 of　surface　 water　 temperature　 every　 five
days　 in　May　 and　 June　 between　 1997　 and　 2004　 by　 the　Real　 'lrime　Ocean　 Environment　 of　the　offricial　U.S.　 Navy　 web
site　as　data.　 The　 area　 of　a　color　 of　the　appointed　 temperature　 was　 determined　 in　the　square　 bounded　 by　 the　latitude
from　 45N　 to　55N　 and　 the　longitude　 from　 145E　 to　155E　 in　the　O㎞otsk　 Sea.　 The　 ranges　 of　temperature,　 or　O,　2,　4,　6,8
and　 10　+/-　1.4　degrees　 C　were　 deter㎡ned　 by　using　 of　MicroAnalyser　 (JPD.　 Ltd.).
The　 sur血ce　 water　 temperature　 in　the　O㎞otsk　 Sea丘om　 May　 to　June　 in　2000　 was　 lower　 than　 that　in　other　 years
and　 the　variability　 of　water　 temperature　 after　sea　ice　retreated　 was　 differential　 in　2000・ 　It　became　 clear　that　the　period
of　lower　 temperature　 continued　 to　long　 and　 a　variability　 of　water　 temperature　 was　 small　 after　sea　ice　retreated　 in　2000.
The　 order　 of　events　 (and　 causation)　 can　 be　 calm　 ->　 bloom　 → 　stratification,　 rather　 than　 stratification　 → ・　bloom
(Miller,　 2004).　 I　considered　 that　keeping　 of　lower　 temperature　 contributed　 high　 primary　 production　 and　 a　biological
condition　 in　the　Okhotsk　 Sea　 was　 good　 for　salmon　 juveniles　 in　2000・ 　Although　 it　was　 suggested　 that　keeping　 of　lower
surface　 temperature　 contributed　 surface　 calm　 layer　 after　sea　ice　retreate4　 it　is　necessary　 to　study　 relation　 keeping　 of
lower　 surface　 temperature　 and　 scale　of　a　spring　 phytoplankton　 bloom　 in　the　upper　 water　 column.
2000年 の 春 期 に 放 流 さ れ た サ ケ(1999年 級 群)が 、2003年(4年魚)、2004年(5年 魚)に 大 量 に 回 帰 し
た 。1歳 魚 の サ ケ は 夏 か ら 秋 に オ ホ ー ツ ク 海 で 生 育 す る 。1999年 級 群 は1歳 魚 の 成 長 が 良 か っ た こ と か ら 、
2000年 の オ ホ ー ツ ク 海 の 環 境 が 好 適 で あ っ た こ と が 推 測 さ れ た 。 オ ホ ー ツ ク 海 は 流 氷 後 退 後 の5-6月 に 基
礎 生 産 が 最 大 に な る 。そ こ で2000年5-6月 の 流 氷 退 行 後 の オ ホ ー ツ ク 海 の 水 温 条 件 が 他 の 年 に 比 較 し 特 異
的 で あ っ た と 仮 定 し 、 画 像 デ ー タ か ら0、2、4、6、8、10±1.4°Cの 水 温 面 積 を5日 毎 に 測 定 し 変 化 を 比 較
し た 。 そ の 結 果 、2000年5-6月 は 水 温 が 低 く 変 化 が 小 さ か っ た こ と が わ か っ た 。 こ の こ と か ら2000年 の
春 期 は 安 定 し た 条 件 に あ っ た と 考 え ら れ 、 基 礎 生 産 の 条 件 と し て 好 適 で あ っ た こ と が 確 か め ら れ た 。
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夏季べーリング海南東部におけるウミガラス類 とその餌生物の分布特性
The　 abundance　 and　 distribution　 of　murres　 (Uria　 spp.)　 and　 their　prey
　　 　 　 　 　 　 　 　 in　the　southeastern　 Bering　 Sea
國 分 亙 彦,飯 田浩 二,向 井 徹(北 大 院 水)
KOKUBUN　 Nobuo,　 IIDA　 Kohji,　MUKAI　 Tohru　 (Hokkaido　 University)
The　 distribution　 of　 seabirds　 and　 their　 prey　 were　 examined　 on　 board　 T/S　 Oshoro-Maru　ill　the
southeastern　 Bering　 Sea　 in　 summer　 2003　 and　 2004.　 The　 number　 and　 species　 of　 seabirds　 were
measured　 by　 sight　 counting.　 Acoustic　 data　 were　 derived　 for　 38　 and　 l20　 kHz　 with　 net　 sampling.
Acoustic　 data　 were　 scaled　 to　 fish　 and　 zooplankton　 biomass　 using　 difference　 of　 volume
backscattering　 strength　 between　 both　 frequencies.　 From　 the　 net　 contents,　 Jellyfish,　 age-O　 walleye
pollock　 (Theragra　 chalcogram〃la)　 arld　 euphausiids　 dominated.　 In　 both　 years,　 murres　 dominated
around　 St.　George　 Island,　 where　 large　 number　 of　 murres　 breeds.　 However,　 at　fine　 scale,　 the　 peaks
ofmurre　 density　 were　 located　 in　more　 outer　 area　 than　 predicted　 by　 a　model　 (Kinder　 et　aL　 l983).　 In
summer,　 three　 water　 masses,　 Inner,　 Middle,　 and　 Outer　 Shelf　 Domains　 separate　 southeastern　 Bering
Sea　 (Coachman,　 1985).　 Especially,　 Pribilof　 Islands　 are　 surrounded　 by　 those　 domains　 and　 frontal
systems　 (Stabeno　 et　aL　 l999,　 Flint　 et　al.　2002).　 How　 distance　 from　 the　 island,　 water　 domains,　 and
spatial　 distribution　 of　prey　 affect　 on　 distribution　 pattem　 of　murres　 will　 be　 discussed.
2003年 ・2004年 夏季,べ ー リング海南東部において,北 海道大学練習船お しょろ丸を用
いて,計 量魚群探知機による音響調査,海 鳥類の 目視調査,曳 網調査 と海洋環境調査を行
った。海中の音響散乱体は,そ の体長等の違いによ り,超 音波の周波数 によって異なる音
響散乱特性 をもつことか ら,理 論的に音響反応を魚類 ・プランク トンの2種 類に分類 した。
曳網結果を見ると,ク ラゲの他,魚 類ではスケ トウダラ稚魚,プ ランク トンではオキア ミ
類が優 占していた。次に海鳥類の うち,ウ ミガラス類の分布の概要を見ると,大 規模な繁
殖地のあるプ リビロフ諸島・セ ン トジョージ島周辺に集 中 していた。 しか しよ り細か くみ
ると,分 布数が島か らの距離に反比例す るとい うウミガラス類の分布モデルと比べて,実
際はより外側に分布のピークが見 られた。べー リング海南東部の海洋環境は,　Inner　Shelf,
MiddleShelf,　 OuterShelfの3海 域 に分類 され るが,プ リビロフ諸島周辺では,こ れ らの海
域が狭い範囲に密集 し,そ の境界付近でフロン ト構造が形成 されることが知 られている。
今回の調査の結果をもとに,島 か らの距離,海 洋環境,餌 生物の種類,水 平・垂直分布が,
ウミガラス類の分布にどのように影響 しているか考察する。
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オオミズナギドリの採餌 トリップ中の飛翔行 動
Activities　 during　 fbraging　 trip　 of　streaked　 shearwaters:
insights　 yielded　 by　 us血g　 acceleration　 data　 loggers.
廣 瀬 愉 芸 子(東 京 海 洋 大)、 佐 藤 克 文(東 大)、 松 本 経(北 大)、 綿 貫 豊(北 大)、 岡 奈 理 子(山 階 鳥 類 研 究 所)
　 Hirose　 Yukiko(Tokyo　 Univ.　 of　Marine　 Science　 and　 Technology),　 Sato　 Katsufumi(Tokyo　 Univ.),
　 　 　 　 　 　 Kei　 Matsumoto(Hokkaido　Univ.),　 Yutaka　 Watanuki(Hokkaido　 Univ.),
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Nariko　 Oka(Yamashina　 Institute　 for　Ornithology)
A　 pair　 of　 streaked　 shearwater,　 Calonθctris　 leucomθlas,　 makes　 either　 one-day　 short
fbraging　 trips,　 or　 long　 trips　 lasting　 7-10days　 during　 a　breeding　 season.　 However　 there　 are
little　 information　 on　 fine　 scale　 behaviors　 throughout　 their　 fbraging　 trips.　 We　 monitored　 the
flight　 and　 diving　 behaviors　 of　 streaked　 shearwaters　 using　 miniature　 data　 loggers
(M190L-D2GT,　Little　 Leonardo　 Co.Ltd),　 to　reconstruct　 the　 time　 budget　 and　 to　understand
their　 flight　 abilities.　 Field　 study　 was　 conducted　 at　breeding　 colony　 (39° 　 18　 '　N　 ,　141° 　 58　 '　E)
on　 Sangan　 Island,　 Iwate　 Prefecture　 Japan　 in　September,　 2004,　 Data　 loggers　 were　 attached　 to
six　 birds　 on　 their　 belly　 to　 record　 depth,　 two-dimensional　accelerations　 (parallel　 and
perpendicular　 to　the　 body　 trunk),　 and　 temperature.　 Five　 of　them　 were　 retrieved.　 According　 to
the　 ol)tained　 data,　 the　 activities　 during　 a　foraging　 trip　 is　divided　 into　 some　 phases:　 flapping,
gliding,　 diving,　 resting　 at　the　 water　 surface,　 moving　 on　 the　 land.　 Especially　 undulation　 of　the
accelerations　 data　 in　flying　 periods,　 these　 birds　 mixed　 flapping　 and　 gliding.　 Power　 Spectral
Density　 calculated　 from　 time　 series　 data,　 showed　 that　 each　 bird　 had　 a　dominant　 frequency　 of
stroking　 ranging　 4.1～4.5Hz.　 There　 was　 significant　 relationship　 between　 body　 mass　 and　 the
dominant　 stroke　 frequency　 (Spearman　 R=-0.1　 N=5,　 P<0.05)Heavier　birds　 had　 lower
frequencies　 and　 lighter　 birds　 had　 higher　 frequencies.　 This　 result　 suspects　 that　 they　 stroked
with　 optimal　 frequency　 for　energy　 efficiency　 according　 to　their　 body　 size,
オオミズナギドリは、繁殖期の間、日帰りの短期採餌トリップと一週 間ほどの長期トリップを織り交ぜて
行っている。しかし、その採餌トリップ中の情報は未だ詳細がわかっていない。そこで我々は、岩手県三
貫島に生息するオオミズナギドリを対象に、加速度データロガーを用いて、その飛翔行動の詳細を明ら
かにするための調査を行った。調査は2004年 度9.月に行い、5個体から深度 ・水温・二軸加速度のデー
タを得た。そのデータから、採餌トリップ 中のいくつかの行動が見られ、飛 翔中と思われる箇所では、フラ
ッピングとグライディングなど飛び方の変移が見られた。また、5個体の加速度データにおいて、パワース
ペクトル解析を行ったところ、飛 翔中景も高頻度で使われた羽ばたきの周波数 は4.1～4.5Hzで あり、体サ
イズの大きい個体ほど低周波 、小さい個体ほど高周波の羽 ばたきを行っていたことがわかった。この結
果は、体サイズにおける最適な羽ばたき頻度を現していると推測される。これらの結果に加えて、今年度
2005年9月 に同様の調査を行い、新たに得られた8個 体のデータも加 え、オオミズナギドリの飛翔行動
について考察を行う。
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ア オ メ ウ の 潜 水 行 動:1.採 餌 戦 略
Diving　 behaviour　 of　blue-eyed　 shags　 (Pholacrocorαx　 georgianus):
　　　　　　　　　　　　　　1.Foraging　 strategy
高 橋 晃 周(極 地 研),　Phil　Trathan　 (英 国 南 極 局),綿 貫 豊(北 大),内 藤 靖 彦(バ イ オ ロ ギ ン グ 研)
　 　 　 　 　　 Akinori　 Takahashi　 (NIPR),　 Phil　Trathan　 (British　Antarctic　 Survey),
　 　 　 　 Yutaka　 Watanuki　 (Hokkaido　 Univ),　Yasuhiko　 Naito　 (Bio-logging　 Institute)
　 　 　 During　 the　 late　 l980s,　 the　 diving　 behaviour　 of　blue-eyed　 shags　 breeding　 at　Bird　 Island,　 South
Georgia,　 was　 studied　 by　 a　joint　 Japanese　 /　British　 collaborative　 team　 using　 mechanical　 time-depth
recorders　 (Croxall　 et　al.　 1991,　 Kato　 et　al.　 1992).　 Their　 work　 showed　 the　 amazing　 diving　 ability
(up　 to　 lOOm)　 of　 this　 relatively　 small　 seabird　 (2-3　 kg)　 and　 marked　 the　 first　 milestone　 in　the　 use　 of
`bio-logging'　 technology　 to　 investigate　 the　 behaviour,　 physiology　 and　 ecology　 of　 free-ranging
seabirds.　 Since　 then,　 great　 progress　 has　 been　 made　 in　 bio-logging　 technology　 and　 many　 exciting
new　 instruments　 are　 now　 available.　 During　 January　 2005,　 we　 used　 recently　 developed　 acceleration
data　 loggers　 to　 provide　 detailed　 behavioural　 information　 about　 such　 parameters　 as　 foot-stroke
frequency　 and　 body　 angle　 in　order　 to　examine　 the　 diving　 behaviour　 of　 blue-eyed　 shags.　 Based　 on
our　 new　 results,　 we　 explore　 how　 physiological　 and　 biomechanical　 constraints　 interact　 to　determine
locomotion　 and　 foraging　 strategies　 for　 this　 diving　 seabird.
サ ウスジョージア ・バー ド島のアオメウの潜水行動は、機械式潜水深度記録計を用い
て1980年 代後半に初めて調査がなされた。その成果 として、この比較的小型の海鳥(体重
2-3kg)が100m近 い深度まで、一回に最長4.5分 もの長時間潜水 を行っていることが明ら
か とな り、「バイオロギング」計測技術を用いた海鳥の行動 ・生理 ・生態研究の画期的な
先駆けとなった。今回、我 々は近年開発 された加速度データロガーを用いてアオ メウの潜
水行動を調査 したので、その結果について報告す る。調査は2005年1.月 に行い、育難中
のアオメウ15個 体から潜水深度 ・体輻加速度のデータを得た。平均潜水深度は5-80mと
個体間で大きく異な り、体重の重い個体ほど深 くまで潜水 していた。加速度か ら求めた潜
行時の足のス トローク頻度 は深度が深 くなってい くにつれて低下 してお り、羽 ・呼吸器官
に含まれた空気が水圧で圧縮 されて、体にかかる浮力が小 さくなった結果だ と考えられた。
一方、ボ トム深度が深い潜水 と浅い潜水を比べると、ボ トム深度が深い潜水では、同 じ深
度帯を遊泳す るときのス トロー ク頻度が高かった。その原因 としてボ トム深度が深 い潜水
を行 う時には呼吸器官によ り多 くの空気を持つ とい う潜水深度に合わせた空気量 ・浮力調
節が行われている可能性が考えられた。以上の結果か ら、生理的 ・バイオメカニクス的制
約がアオメウの採餌戦略を どのように決定 しているかについて考察を行 う。
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ア オ メ ウ の 潜 水 行 動:2.足 か き 運 動
　 　 　 　 Diving　 behaviour　 of　blue-eyed　 shags　 2:　stroke　 pattern
綿 貫 豊(北 大),高 橋 晃 周(極 地 研),　P　Trathan　(英 国 南 極 局),田 中 秀 二(北 大)
Y　Watanuki　 (Hokkaido　 Univ),　ATakahashi　 (NIPR),　P　Trathan　 (BAS),　 H　Tanaka　 (Hokkaido　 Univ)
Abstract　 European　 shags　 (ESG)　 descending　 to　40　m　 depth　 decrease　 the丘equency　 of　foot.stroke　 by
increasing　 glide　duration,　 presumably　 to　regulate　 the　forward　 thrust　 against　 decreasing　 buoyancy.　 While,
ESGs　 seem　 to　maintain　 duration　 and　 strength　 of　power　 stroke・ 　ESGs　 are　believed　 to　be　positively　 buoyant
for　all　the　range　 of　their　dives　 up　to　40m.　 We　 measured　 heave　 and　 surge　 of　deep　 diving　 blue-eyed　 shags
(BESG)　 diving　 to　80m　 depth　 at　South　 Georgia・ 　Descending丘om　 70m　 depth,　 BESG　 made　 strokes　 to　46　m
depth,出en　 as㏄nded　 passively・ 　During　 descent,　 BESG　 maintained　 depth　 change　 rate　of　rate　of　1.8　m/s
throughout　 the　descent,　 that　of　1.6　m/s　 duri皿g　 the　ascent　 to　40m,　 while　 increased　 the　rate　to　be　2.5　m/s
near　tlle　water　 surface.　 BESG　 maintained　 stroke　 duration　 and　 maXimum　 lleave　 during　 stroke　 du血gthe
descent　 and　 ascent,　 while　 dlanged　 the　glide　 duration　 presumably　 to　regulate　 the　thruSt　 against　 changing
buoyanc)1.
40mま で潜水す るヨー ロ ヅパ ヒメウは沈降中、深度 とともに毎 回の足 か き後 の グライ ド時間
を しだい に長 くするので、足か き頻度は深度 とともに低下 する。これは深度 とともに浮 力が小
さ くな るのに応 じて平均推力 を調 節 して いるのだ と考 え られて いる。一方 で、毎 回のパ ワー ス
トロー ク時 間はほぼ一定 であ り、 またそ の ときの最大 ヒー ブも大 き くは変 わ らず、筋 肉の収縮
を一定 に保 っているのだ と考 え られ ている。ヨー ロ ッパ ヒメ ウは40mか ら多 くの場合足か き
をせず に浮 上するので、その深度 では正 の浮 力を持 ってい る と考 え られ る。では、 もっ と深 く
潜 り浮力が さ らに小さ くな るか、時 には 負の値 を とるばあ いはどうなのだ ろうか?わ れわれは、
80mま で潜水 するアオ メ ウで沈降浮上 中の足か きを調べ た。南ジ ョー ジア島で繁殖す るオス
1個 体か ら、27回 の平均潜水 時間197秒70mま での潜水記録 を得 た。海水面 か ら70m
の底 まで ほぼ鉛直 に1.7m/sで 沈 降 し、70mの 底か ら平均46mま で足 か きを して1.8m/s程 度
の浮上率で浮上 し、 その後は浮力 にまかせ て加速 しなが ら浮上 し水 面では2.5m/sに 達 した。 ヨ
ー ロ ヅパ ヒメ ウと同様 に、パ ワー ス トローク時間をほぼ0.2sと 一定 に保 ち、沈降 中は深 くな る
に従 って グライ ド時 間を1sま で長 くした。40mま で の浮 上中も同様 のパ ワース トロー ク長を
保 ったが、 グライ ド時間は4sま で長 くした。お のお ののパ ワース トロー ク中の最大 ヒー ブは沈
降中は6-8m/s2と ほぼ一定に保 たれ、 一方 浮上 中のそれ は4-6m!s2と やや小 さか った。
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潜 水 深 度 と浮 力 に 依 存 す る 代 謝 速 度 を 組 み 込 ん だ 最 適 潜 水 モ デ ル
Optimal　 diving　 model　 incorporating　 variable　 metabolic　 rate　depending　 on　diving
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　depth　 and　buoyancy
森 貴 久(帝 京 科 学 大),高 橋 晃 周(極 地 研),綿 貫 豊(北 大)
Yoshihisa　 Mori　 (Teikyo　 Univ　 Sci　Tech),　Akinori　 Takahashi　 (NIPR),
　 　 　 　 　 　 YUtaka　 Watanuki　 (Hokkaido　 Univ)
　 　 　 　 Some　 optimal　 diving　 models　 have　 been　 developed　 to　describe　 and　 predict　 diving　 behavior
of　air-breathing　 animals.　 These　 models　 assume　 that　 metabolic　 rate　 during　 diving　 is　constant.
This　 assumption,　 however,　 may　 not　be　applicable　 because　 animals　 must　 descend　 against　 buoyancy
in　water　 column　 while　 may　 be　helped　 to　ascend　 by　 buoyancy　 and　 this　buoyancy,　 as　well　 as　drag,
can　 affect　metabolic　 rate　of　the　animals　 proceeding　 in　the　water.　 We　 developed　 an　optimal　 diving
model　 incorporating　 variable　 metabolic　 rate　 depending　 on　 diving　 depth　 and　 buoyancy.　 The
predictions　 deprived　 from　 the　model　 are　discussed.
これまでに提出されている最適潜水モデルは,潜 水 中の代謝率を一定 と仮定 してきた。
しか しながら,潜 水 中の動物は水 中で浮力(と 抗力)を 受 けてお り,そ の浮力の効果 と大
きさは潜水深度 と沈降 ・浮上でおそ らく異なっている。 したがって,浮 力に対抗す るため
の出力の大きさは潜水中で一定とはな らないだろ う。
今回われわれは,こ のような潜水深度に依存する浮力が代謝率に影響することを仮定 し
た潜水モデル を発展 させた。 このモデルから導かれる結果はこれまでのモデル と大き く異
なることはない。結果 とその意味について考察する。
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抱卵期のリトルペンギンの採餌トリップと潜水行動
Trip　 duration　 and　 fbraging　 behaviour　 of　little　penguins　 during　 incubation
加 藤 明 子 、ロペ ル クデ ル ・ヤ ン(極 地 研)、
シ ア ラデ ィア ・ア ン ドレ(ペ ン ギ ンパ レー ド、オ ー ス トラリア)
　　　 　 Akiko　 Kato,　Yan　Ropert-Coudert　 (NIPR),
　　　 Andr6　 Chiaradia　 (Penguin　 Parade,　Australia)
Seabirds　 are　 central　 place　 fbragers　 and　 both　 sexes　 usually　 share　 the　 incubation　 effort,
alternating　 fasting　 bouts　 on　 the　 nest　 with　 fbraging　 trips　 at　sea　 to　 replenish　 their　 body
rcserves.　 However,　 their　 fbraging　 behaviour　 at　sea　 during　 incubation　 was　 not　 very　 well
known.　 We　 examined　 the　 fbraging　 behaviour　 of　eleven　 little　penguins　 during　 incubation
phase　 using　 an　 automatic　 identification　 system　 and　 miniature　 accelerometers　 to　 derive
time/activity　 budget　 and　 ratio　 of　 prey　 encounter.　 Trip　 duration　 varied　 from　 l　to　 g　days.
Birds　 with　 lower　 initial　 body　 condition　 tended　 to　 make　 longer　 fbraging　 trips.　 Little
penguins　 fbraging　 within　 one　 day　 spent　 longer　 time　 diving　 and　 their　 prey　 encounter　 rate
was　 lower　 than　 those　 making　 longer　 trips.　 Birds　 making　 longer　 trips　 spent　 longer　 time
diving　 and　 their　 prey　 encounter　 rate　 was　 higher　 during　 the　 second　 day　 at　sea　 than　 during
the　 first　 da)1.　 This　 suggests　 that　 incubating　 little　 penguins　 regulate　 their　 trip　 duration
according　 to　their　 body　 condition・
抱卵中の親鳥は、営巣地で抱卵中には餌を食べることはできず絶食状態となる。つ
がい相手と抱卵を交代すると海にでて採餌を行うが、この採餌トリップが短かすぎれ
ば十分なエネルギーを得ることができず、また長すぎれば絶食中のつがい相手が抱
卵を放棄し繁殖を失敗したり、つがい相手の次の採餌トリップが長くなって自分の絶
食が長くなるリスクが大きくなる。抱卵中の親鳥がどのように採餌トリップの長さを決
めているのかを明らかにするために、オーストラリア、フィリップ島のリトルペンギンの
営巣地で加速度ロガーと自動モニタリングシステムをもちいて調査を行った。
ペンギンのトリップ長はトリップ開始時のボディコンディションが低いと長くなる傾 向
があった。短いトリップ中には潜水の頻度が高いわりに、餌の遭遇率は低く、長いトリ
ップでは1日 目よりも2日 目以降の方が潜水頻度が高く、餌の遭遇率も高かった。以
上よりペンギンはボディコンディションが下がると、長いトリップでより質の高い遠くの
採餌場所まで行って採餌することが示唆された。
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Swimming performances of  Adelie penguins: effects of carrying 
                    a logger
 Yan  Ropert-Coudertl, Ken Yoda2, Akiko  Kato' 
 1National Institute of Polar Research
, 1-9-10 Kaga,  Itabashi Tokyo 173-8515, 
                          Japan 
2 Department of Ecology and Evolutionary Biology
, University of California Santa 
Cruz, Long Marine Lab-Center for Ocean Health, 100 Shaffer Road, Santa Cruz, 
                    CA  95060-5730, USA
Ecological studies have benefited from the introduction of miniature recording 
devices that monitor the behaviour of freely-moving animals. However, 
externally-attached recording tags compromised the streamlining of marine 
animals and the modification induced by bio-logging devices has to be thoroughly 
investigated. This is particularly difficult to assess in marine animals because of 
the impossibility to compare the foraging performances of individuals with and 
without data-loggers. To address this, we compared the diving activity and 
swimming speeds during a single foraging trip between two groups of 
free-ranging  Adelie penguins Pygoscelis adeliae equipped with data-loggers of 
different sizes, shapes and positioning on the birds body. The two groups 
comprised individuals of similar size and mass that had similar trip duration and 
brought back the same amount of food. However, birds with large loggers dived 
shallower (11.7 m) and swam at slower speeds during the descent phase of dives 
(1.30 m  s-1) than birds equipped with smaller loggers (18.6 m and 1.87 m 
respectively). These results accord well with those of a similar study on another 
penguin species despite differences in the methodology used. Interestingly, one 
individual — the biggest among all birds — equipped with a large logger, behave 
differently from other birds with a similar degree of impairment (diving deeper and 
swimming faster than any other individuals of the two groups). The possible 
implication of a differential individual quality in this odd behaviour is discussed.
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GENETIC DIVERSITY IN GENTOO PENGUINS
G. D. Telegeev (1), A. S. Dranitsina (1, 2), M. V. Dybkov (1), S. S. Maliuta (1), V.F. Bezrukov (2)
(1)Institute of Molecular Biology and Genetics of NAS of Ukraine, Kyiv 
  (2)Taras Shevchenko National University of Kyiv, Kyiv, Ukraine
Genetic diversity of Gentoo penguin (Pygoscelis papua) populations was studied. The blood sam-
ples were collected at the Petermann and Wiencke Islands. Randomly amplified polymorphic DNA 
(RAPD) analysis was used to examine the genetic diversity of the two populations of Gentoo pen-
guins from Antarctic Islands (Peterman and Wencke). 
Seven arbitrary chosen 10-mer oligonucleotide primers and one original primer with 60 – 73% 
(G+C) content were used to amplify DNA template. Only three from eight primers revealed genetic 
polymorphisms. All three tested primers (OPA-10, OPM-02,  11-mer) detected the moderate level 
of polymorphis of Gentoo penguins at Peterman Island and high level of polymorphism at Wiencke 
Island (from 23,53 to 57,14%). Besides of that we have tested the genotypes of several individuals 
of other species of penguins (Pygoscelus antarctica and Pygoscelus adelie). Nei's similarity coeffi-
cients were in range from 0,5606 to 0,9281 among observed penguins species and populations. 
Nei's distances ranged from 0,0746 to 0,5787 among the populations and species screened. Our 
data revealed a lack of genetic differentiation between the two populations despite of substantial 
level of genetic variation. We consider this homogeneity in terms of the dispersal of individuals 
among colonies and islands.
Telomeres, the termini of linear chromosomes, are involved in stabilizing chromosomal ends' in-
tegrity, inhibiting of the aberrant fusions and rearrangements of broken chromosomes and aiding 
the competition of duplication. Telomeric repeats  (TTAGGG)n are lost during each cell cycle be-
cause of the DNA polymerase is unable to replicate the 3'-end of DNA completely. Telomere 
length and the rate of telomere length changes varied among individuals of the same species and 
among tissues from an individual. Thus telomere length could be used to provide an information on 
age of birds in natural populations. In our report we present the first results of telomere length 
measuring in Gentoo Penguins (Pygoscelis papua) to determine whether telomeres from the nucle-
ated red blood cells (mainly erythrocytes) are shortening during aging and how the rate of shorten-
ing varies with maximum lifespan.We determined telomere restriction fragment length in erythro-
cytes. After obtaining by standard salt-extraction alcohol-precipitation the DNA was digested with 
Hinf I, separated on agarose gel and blotted on nylon. Special telomeric probe was constructed by 
ligating telomeric repeats with the following cloning in pUC19. It was labeled by P32dCTP or by 
dUTP digoxigenin and used for hybridization. The obtained results will be discussed in connection 
with the data on other species
This work was partly supported by grant INTAS-2001-0571
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繁 殖 期 の ア デ リー ペ ン ギ ン に 見 られ た 血 中 電 解 質 の 変 動 に つ い て
Variation　 of　blood　 electrolytes　 levels　 of　Ad61ie　 Penguins　 in　breeding　 season
坂本健太郎(1)、 加藤 明子(2)、 佐藤克文(3)、 島 田裕之(4)、 飯 田雅子(1)、
工藤 栄(2)、 伊村智(2)、 内藤靖 彦(5)、 葉原芳昭(1)、 石塚 真 由美(1)、 藤 田正一(1)
(1)北 海道 大学(2)極 地研 究所(3)東 京大学(4)遠 洋水産研究所(5)バ イオ ロギング研 究所
　 　 　 　 Kentaro　 Sakamoto(1),　 Akiko　 Kato(2),　 Katsufumi　 Sato(3),　 Hiroyuki　 Shimada(4),　 Masako　 Iida(1),
Sakae　 Kudoh(2),　 Satoshi　 Imura(2),　 Yasuhiko　 Naito(5),　 Yoshiaki　 Habara(1),　 Mayumi　 Ishizuka(1),　 Shoichi　 Fujita(1)
　 　　 　 　　 　 　 　　 　(1)Hokkaido　 Univ　 (2)National　 Institute　 of　Polar　 Research　 (3)Tbkyo　 Univ.
　 　 　 　　 　 　 　 　 　 (4)National　 Research　 Institute　 of　Far　 Seas　 Fisheries　 (5)Biologging　 Institute
Adelie　 Penguins　 live　 in　Antarctic　 region,　 and　 breed　 in　Antarctic　 coast　 in　summer.　 Breeding　 is　suspected
to　be　 one　 of　the　 largest　 physiological　 loads　 in　theirs　 life　history　 In　this　 study,　 variation　 of　physiological
status　 accompanied　 with　 breeding　 of　Adelie　 penguins　 were　 examined.
The　 field　 research　 was　 conducted　 in　Tbrinosu　 Cove　 r㏄kery,　 Skarvsnes　 (Dec,　 2003　 ～　Jan,　 2004)　 and
Hukuro　 Cove　 rockery,　 Langhovde　 (Dec,　 2004　 ～　Feb,　 2005).　 Sampling　 season　 corresponded　 from
incubation　 period　 to　crδche　 period.　 130　 blood　 samples　 were　 collected　 from　 adult　 birds.　 Cl-,　HCO3',　 Na+,
K+　 and　 pH　 were　 measured　 from　 each　 blood　 sample.　 Tb　 estimate　 total　 sum　 of　burdens　 fOr　breeding,　 brood
weights　 of　sample　 birds　 were　 measured.
As　 fbr　 the　 relat,ionship　 between　 brood　 weight　 and　 blood　 status,　 any　 dif'ference　 was　 observed　 between
samples　 from　 Torinosu　 Cove　 rockery　 and　 Ilukuro　 Cove　 r㏄keryl　 Decline　 of　 blood　 chlorine　 ion
concentration　 and　 incline　 of　blood　 bicarbonate　 ion　 concentratiOn　 associated　 with　 brood　 weight　 were
observed　 between　 incubation　 period　 and　 creche　 period.
Adelie　 penguins丘 もed　 the　 chicks　 by　 throwing　 up.　 Our　 result　 indicated　 that　 loss　 of　 gastric　 acid
(hy(廿 ㏄hloric　 acid)　 induced　 compensated　 metabolic　 alkalosis.
アデ リーペ ンギ ンは南極 域に棲息 し、夏期 に南極沿岸 で繁殖 をする鳥類 であ る。その生活史 の中で、夏期
の繁殖 は最 も負荷 のかか る活動の一つ と考 え られる。本研 究では、 アデ リーペ ンギ ンの繁殖 に伴 う生理 状態
の変動 につ いて血液 を用い て調べ た。
調査 は2003年12月 ～2004年1月 のスカル ブスネス、鳥 の巣湾 ル ッカ リー と2004年12月～
2005年2月 のラ ングホ ブデ、袋 浦ル ッカ リー にお いて行 った。抱 卵期 か ら ヒナがク レイ シを形成 す る時
期 まで、延 べ130羽 の成鳥 よ り採血 を行 い、血液性状(Cl',HCO3',Na・,K・,pH)の計測 を行 った。育雛
に伴 う負荷 の指標 として、採血 を した成鳥 の ヒナの体重 を同時に測定 した。
ヒナの体 重 と血液性状 の関係性 を見た ところ、鳥 の巣 湾ル ッカ リー と袋 浦ル ヅカ リーでの違 いは観 察 され
なかった。抱卵期か らク レイシ形成 まで、 ヒナ の体重増加 に伴 い血 中塩素 イオ ンの低下及び重炭酸 イオ ンの
増加 が見 られた。
アデ リーペ ンギ ンは、 ヒナへ の給 餌 を吐 き戻 しによって行 うが、 今回の結果 か ら吐 き戻 しに伴 う胃酸(塩
酸)の 欠乏 が、代償性代謝性アルカ ロー シスを引 き起 こ してい るこ とが示 唆され た。
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ア デ リー ペ ン ギ ン に 装 着 し た カ メ ラ ロ ガ ー に よ っ て 記 録 さ れ た 餌 生 物 画 像 と
そ れ に 関 連 す る 潜 水 行 動 に つ い て
　 　 DiVing　 behaVior　 associated　 With　 prey　 pictures　 by　camera　 logger
　 　 　 　 　 　 　 　 　 mounted　 on　Ad61ie　 penguins.
坂本健太郎(1)、 加 藤明子(2)、 高橋晃周(2)、 佐藤克文(3)、 島田裕之(4)、 飯 田雅子(1)、
工藤栄(2)、 伊村 智(2)、 内藤靖彦(5)、 葉原芳昭(1)、 石塚真 由美(1)、 藤 田正一(1)
(1)北 大(2)極 地研(3)東 大(4)遠 洋水 産研(5)バ イオ ロギング研
Kentaro　 Sakamoto(1),　 Akiko　 Kato(2),　 Akinori　 Takahashi(2),　 Katsufumi　 Sato(3),　 Hiroyuki　 Shimada(4),　 Masako　 Iida(1),
　 Sakae　 Kudoh(2),　 Satoshi　 Imura(2),　 Yasuhiko　 Naito(5),　 Ybshiaki　 Habara(1),　 Mayumi　 Ishizuka(1),　 Shoichi　 Fujita(1)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (1)Hokkaido　 Univ.　 (2)National　 Institute　 of　Polar　 Research　 (3)Tokyo　 Univ.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (4)National　 Research　 Institute　 of　Far　 Seas　 Fisheries　 (5)Biologging　 Institute
Ecological　 study　 of　Adelie　 penguins　 was　 conducted　 in　Tbrinosu　 Cove　 r㏄kery,　 Skarvsnes　 (Dec,　 2003　 ～
Jan,　 2004)　 and　 Hukuro　 Cove,　 Langhovde　 (Dec,　 2004～ 　Feb,　 2005).　 The　 aim　 of　this　 study　 was　 to　shed　 light
on　 environment　 under　 the　 sea　 ice　in　Antarctica　 and　 the　 behavior　 of　Adelie　 penguins　 in　this　 environment.
For　 this　 purpose,　 data　 Ioggers,　 which　 had　 depth　 sensor,　 acceleration　 sensor　 and　 digital　 camera,　 were
mounted　 on　 Adelie　 penguins　 and　 recorded　 its　underwater　 behavior.　 Digital　 camera　 lo99er　 captured　 the
Adelie　 penguins'　 behavior　 of　hunting　 nototheniid　 fish　 (」%go坊e加 ∂　borchgre励1」?」)　 and　 swimming　 in
school　 of　krills.　 In　the　 case　 of　a　encounter　 of　school　 of　krills,　 acceleration　 and　 depth　 data　 revealed　 that
the　 penguin　 swam　 actively　 in　shallow　 water　 just　 after　 the　 encounter.　 This　 behavior　 could　 be　 considered
that　 the　 Adelie　 penguin　 pursued　 krills　 and　 hunted　 it　under　 sea　 ice.
This　 is　the丘rst　 report　 to　record　 the　 fbraging　 behavior　 of　Adelie　 penguins　 by　 images.　 Our　 results　 showed
detailed　 behavior　 of　Adelie　 penguins　 hunting　 krills　 directly.
スカルブスネス地域鳥の巣湾(2003年12月 ～2004年1月)及 びラングホブデ地域袋浦(2004
年12月 ～2005年2月)に おいて、アデ リーペ ンギンの生態調査をおこなった。この調査では、海氷下
の生態系および、そこでのアデ リーペンギンの行動を明 らかにすることを目的とし、深度お よび加速度セン
サーや画像ロガーと呼ばれる小型デジタルカメラを内蔵 したデータロガーをペンギンの背中に装着 し、海氷
下での行動を記録 した。アデ リーペンギンに装着された画像 ロガーによ り、ペンギンがボウズハゲギスをと
らえる様子やオキアミの群れの中を泳 ぐ様子が撮影された。オキア ミの群れと遭遇 したケースでは、同時に
装着 したデータロガーで得 られた深度 と加速度のデータより、群れに遭遇 したあと、浅い深度ではげしく泳
ぐ様子が明らかになった。これらはアデ リーペンギンが海氷下でオキア ミの群れを追いかけて捕食 している
行動をとらえたものと考え られる。
画像によ りペンギンの捕食行動の記録に成功 したのは世界で初めてである。特に観測が困難な海氷下の行動
を記録 したことの意味は大 きく、アデ リーペンギンが海氷下面に群れているオキア ミを食べているときの行
動の詳細を直接示す初めてのデータが得 られたことになる。
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南極海氷域 におけるヘリコプターによる鯨類 目視観測
Sighting　 survey　 of　whale　 using　 helicopter　 within　 ice　field　in　the　Antarctic
島田裕之(水 産総合研究センター遠洋水産研究所)・加藤明子・平沢尚彦(国 立極地研究所)
Hiroyuki　 Shimada　 (National　 Research　 Institute　 of　 Far　 Seas　 Fisheries,　 Fisheries　 Research　 Agency),
Akiko　 Kato　 and　 Naohiko　 Hirasawa　 (National　 Institute　 of　 Polar　 Research)
Aerial　 sighting　 survey　 using　 the　 helicopter　 on　 board　 the　 ice　breaker　 5腕rα ∫e　was　 planned　 under　 the　JARE46
in　2004/2005,　 to　explore　 the　 Antarctic　 minke　 whales　 distribution　 density　 within　 pack　 ice・　Total　 threc　 llights
were　 conducted　 in　 the　 waters　 (m　 continental　 shelf　 off　 Showa　 station　 on　 29　 D㏄ember2004.8and12
February　 2005.　 The　 censuses　 forl　 hour　 20　 minutes,　 3　hours　 and　 l　hour　 27　 minutes　 were　 made　 during　 nights
for　2　-3　hours,　 respectivcly.　 5　researchers　 excluding　 Pilots　 and　 crew　 took　 part　 in　each　 night　 The　 altitude　 and
speed　 was　 600　 feet　and　 90㎞()ts　 in　the　 research　 mode　 in　principal.　 The　 sighting　 survcy　 was　 conducted　 under
the　 line　 trans㏄t　 sampling　 method.　 Perpendicular　 distance　 was　 estimated　 using　 tilt　angle　 to　 sighting
measured　 with　 a　clinometer　 and　 altitude.　 Number　 of　sightings　 were　 IO　 schools　 and　 19　 animals　 of　thc　 minke
whales　 and　 6　schools　 and　 l3　 animals　 of　humpback　 whales　 in　total　 of　three　 nights.　 While　 the　 minke　 whales
were　 distributed　 in　polynia　 and　 lead　 within　 ice　field　 in　the　 south　 of　 ice　 edge、 　the　 humpback　 whales　 were
sighted　 in　open　 water　 around　 ice　 edge・ 　The　 number　 of　minke　 whales　 distributed　 in　the　 rescarch　 area　 was
analyzed　 preliminary　 using　 the　 density　 and　 the　 area　 of　 polynia　 calculated　 using　 satellite　 imagery　 data　 of
NOAA　 AVHRR　 sensor　 of　visible　 wave　 length　 band.
海 氷域にお けるクロミンククジラの分布 密度 を推 定するため に、しらせ搭 載ヘ リコプターを用 いた 目視調査
をJARE46に おいて計画した。合計3フ ライトを2004年12月29日 、2005年2月8日 、12日 に昭 和基地沖
合 の大陸棚斜面上で実施 した。飛行時 間は2～3時 間、センサス時間 は各 々1時 間20分 、3時間 、1時間2
7分 間であった。観測人数 は各フライト共5名(パ イロット、クル ーを除く)で実施 した。原則として、目視観 測
時 の飛行 高度 は600feet、 速 度は90knotと した。目視観測 はライントランセクト法 に基づいて実施 した。発
見横距離 はクリノメーターで測定した傾角 と飛行 高度から求 めた。3回 のフライトで発 見 した鯨類 はクロミン
ククジラ10群19頭 、ザトウクジラ6群13頭 であった。クロミンククジラは氷縁 より南の海氷内にあるポリニアや
リー ドで分布 していたのに対 し、ザトウクジラは氷縁 周 辺 の開 氷域 で発 見され た。人 一[衛星　NOAA　 の
AVHRR可 視 画像から、調査海域のポリニアの面積を求 め当該海域 におけるクロミンククジラの分布 密度か
ら来遊数を試算した。
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PT-1
ス ピ ッヅベ ルゲ ン島 に生息 するIlrthium属 菌1種 の凍 結耐性
Freezing　 resi8tance　of　 PytＬbium　 sp.　 from　 Spitsbergen　Island
貴 田 健 一1,星 野 保2,東 條 元 昭1
1大 阪府 立 大 学 大 学 院 生 命 環 境 科 学 研 究 科,2産 業 技 術 総 合 研 究 所
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Kenichi　 Kidal,　Tamotsu　 Hoshino2,　 Motoaki　 Tojol
lGraduate　 School　 of　Life　 and　 Environment　 Science
,　Osaka　 Prefecture　 University,　 2National　 Institute　 of
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Advanced　 industrial　 science　 and　Technology　 (AIST)
IBackground　 &　 Objectives】 　Pythium　 spP・ 　are　 major　 soilborne　 pathogens　 distributed　 worldwide　 including
Polar　 Regions.　 The　 understanding　 of　 freeze　 resistance　 of　Pythiu〃2　 spp.　 in　Polar　 Regions　 is　necessary　 to
understand　 the　 survival　 behavior　 of　the　 organisms　 in　natural　 ecosystems　 in　the　 regions.　 Hyphal　 swellings
(HS)　 are　 asexual　 structures　 and　 major　 survival　 and　 dispersal　 forms　 of　Pythiu〃2.　 Most　 species　 of　R吻 加 〃z
isolated　 from　 Polar　 Regions　 produce　 globose　 shape　 HS.　 In　this　study,　 we　 compared　 freeze　 resistance　 of　HS
between　 arctic-　 and　 template-region　 isolates　 of　Pythium.
IMaterials　 &　 Methodsl　 p勲ium　 sp.　 isolate　 NI　 from　 Spitsbergen　 Islan¢ 　Norway　 and　 PythiumΨ1eη4eη∫
isolate　 OPU591　 from　 Mie　 Prefecture,　 Japan　 were　 used.　 They　 are　 chosen　 because　 both　 species　 are
morphologically　 characterized　 by　 globose　 HS　 and　 absence　 of　 sexual　 organs　 in　 a　 single　 culture.　 The
freezing　 treatment　 was　 performed　 ina　 deep　 freezer　 at　-25°C　 for　 2h.　 The　 treatment　 was　 repeated　 one　 to
three　 times　 with　 intervals　 at　25　 °C　for　 lh.　 The　 freezing　 resistance　 of　 the　 organisms　 was　 evaluated　 as
mycelial　 re-growth　 and　 HS　 germination　 on　 corn　 meal　 agar　 (CMA)　 after　 the　 freezing　 treatment.
[Results　 &　 Discussion]　 The　 Spitsbergen　 isolate　 of　l砂 海 μm　 shown　 highly　 germination　 rate　 (>50%)　 of　HS
on　 CMA　 after　 the　 second　 treatment　 of　the　 freezing.　 In　the　 Mie　 isolate,　 germination　 of　HS　 was　 completely
inhibited　 after　 the　 first　freezing・ 　The　 mycelium　 of　both　 isolates　 did　 not　 grow　 after　 the　 first　freezing.　 The
results　 showed　 that　 the　 Spitsbergen　 isolate　 has　 greater　 resistance　 to　freezing　 of　HS　 than　 the　 Mie　 isolate.
This　 suggests　 that　 the　 Spitsbergen　 isolate　 adapts　 to　a　cold　 environment　 in　the　 high　 arctic　 by　 the　 acquiring
of　 freezing　 resistance.　 Further　 studies　 are　 attempting　 to　 investigate　 the　 presence　 of　 freezing　 resistance
among　 Pythium　 spp.　 from　 diverse　 areas　 of　Polar　 and　 other　 regions.
[背 景 と目的]　Pythium属 菌は極地 を含 む世界各地 に分布 してい る重要 な土壌病原 菌であ る.極 地 に生息、
するPythium属 菌 の凍結 耐性 を明 らか にす る ことは,本 属 菌の極 地で の生存方法 を理解 する上で重 要 で
あ る.　Hyphal　 swelling　(HS)は ノう7thium属 菌の無性繁殖器 官で あ り,伝 搬 や不適な環境 中での生存 のため
の 主 要な構 造 とな ってい る.こ の研 究で は,極 地 と温帯 か ら分 離 され,互 いに形態 的 に類 似 す る2種 の
Pythium属 菌 のHSに つ いて凍結 耐性 を比較 した.
[材 料 と方法]ス ピ ッヅベルゲ ン島で分 離 され たPythium属 菌N1株 と三重 県で分離 されたPythium
sp7endensOPU591株 を供試 菌株 と して用い た.両 菌 とも,球 状 のhyphal　 swelling　(HS)を 形 成 し,菌 株
毎 に雌雄性 を示すヘテ ロ タ リック種で あ る.凍 結処理 は,-25°Cで2時 間凍結後,25°Cで1時 間融 解 す
るこ とに よって行 った.こ の処理 を1～3回 行 い,凍 結処理後 に菌糸 の生育 の有無 とHSの 発 芽率 を調べ
るこ とに よって,凍 結 耐性 を評 価 した.
[結 果 と考察]Nl株 のHSは2回 の凍 結処理後 も50%以 上 の高 い発芽 率 を示 した.一 方,OPU591株 の
HSは1回 の凍結処理 で発芽 が確認 され な くな った.菌 糸は,両 菌株 とも一回 の凍結処 理で伸長 しな くな
った.こ れ らの結果 よ り,N1株 のHSはOPU591株 のもの よ りも凍 結耐性 が高 いこ とが明 らかに なった.
この ことか ら,極 地 に生 息す るPythium属 菌種 のHSの 方が,凍 結耐性 が高 い可能性が 示された.こ の よ
うな凍結 耐性 が極 地 のPythium属 菌 に特有 の性質 か どうか を,極 地 か ら熱 帯 までの様 々な異な る地 域 か
ら分離 されたPythium属 菌 を用 いて現 在調べ ている.
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PT-2
カ ナ ダ 高 緯 度 北 極 の コ ケ 群 落 に お け る 菌 類 の バ イ オ マ ス と 多 様 性
　 Abundance　 and　 diversity　 of　fungi　 associated　 with　moss　 colonies　 in　high-arctic　 Canada
大 園 享 司(京 都 大 学 大 学 院 農 学 研 究 科)・ 上 野 健 ・内 田 雅 己 ・神 田 啓 史(国 立 極 地 研 究 所)
　　　 '「　Osono　 (Grad.　 Sch.　Agric.,　 Kyoto　 Univ.),　T　Ueno,　 M.　Uchida,　 H.　Kanda　 (NIPR)
　 　 　 　 Biomass　 and　 diversity　 of　 fUngi　 were　 measured　 in　 the　 colonies　 of　 two　 dominant　 moss
species,　 Hylocomium　 splendens　 and　 R加coMitriuM　lanuginosum,　 in　 Oobloyah　 bay　 area,　 Ellesmere
I・1・nd,　 high-a・cti・ 　Canada.　 Fiv・ 　m・ss　 bl・ck・ 　・f　10x10cm2　 w・ ・e　c・llect・d丘 ・mamesicsiteal・ng
creek　 fbr　 Hylocomium　(11-18cm　 in　 depth)　 and　 from　 a　xeric　 site　 on　 moraine　 fbr　 Rhacornitrium
(14-17cm　 in　depth).　 Thc　 blocks　 were　 dividcd　 into　 six　 (Hylocomium)　or　 five　 (R加co1顧r加η)laycrs
based　 on　 the　 color.　 Hyphal　 length　 in　each　 layer　 was　 measured　 with　 agar　 film　 method　 and　 fungi　 wcre
isolated　 with　 washing　 method.　 Hyphal　 lcngth　 was　 highest　 in　 the　 middle　 laycrs　 of　 1]{ylocomium,
whereas　 it　was　 highest　 in　the　 lowest　 layer　 of　、Rhacomitrium.　 Hyphal　 length　 of　 basidiomycetes　 was
also　 highest　 in　 thc　 middlc　 laycrs　 of　 I-lylocomium,　 whereas　 it　was　 highcst　 in　 thc　 lowest　 layer　 of
Rhacomitrium.　A　 total　 of　 18　 and　 19　 spccies　 were　 isolated　 from　 Hylocomium　and　 Rhacomitrium
colonies,　 respectively.　 Species　 number　 was　 lowest　 in　the　 middle　 layers　 of　Hylocomium,　 whereas　 it
was　 lowerst　 in　the　 lowest　 layer　 ofRhacomitrium.　Fungi　 were　 divided　 into　 several　 groups　 according
to　 the　 pattcrn　 of　 occurrencc　 in　 the　 layers・ 　Thcse　 include　 fUngi　 decreasing　 downward,　 fungi　 with
peak　 occurrence　 in　the　 middle　 layers,　 fUngi　 incrcasing　 downward,　 fUngi　 with　 no　 consistent　 trend　 in
vertical　 distribution,　 and　 fUngi　 with　 low　 frequency　 of　occurrence.
カ ナ ダ 高緯 度北 極 ・エ ル ズ ミア 島 の オ ー ブロや 湾 周 辺 にお い て 、 同地 域 にお い て 優 占す る2種 の
コ ケ 、 イ ワダ レ ゴケHylocomiu〃i　 splendensと シモ フ リゴ ケRhacomitrium　 lanuginosumの 群 落 を採 取
し、 菌類 の バ イ オ マ ス と多様 性 を測定 した 。　Ilylocomium　 (厚 さ1118cm)はク リー ク沿 い の湿 性
立 地 、　Rhaco〃litriu〃1　(厚 さ1417cm)は モ レー ン上 の乾 燥 立 地 にお い て 、 それ ぞれ5ケ 所 か ら10
×10cm2の ワ ク を 用 い て 採 取 し た 。 コ ケ プ ロ ヅ ク は 垂 直 方 向 で の 色 調 の 違 い に よ り6層
(Hyloco〃liUM)な い し5層(Rhacomitriu〃z)に 区分 し、 上 か ら第1層 、 第2層 … と した 。 各層
に お け る菌 糸 量 を寒 天薄 膜 法 に よ り測 定 し、菌 類 を洗 浄 法 に よ り分 離 した 。全 菌 糸 量 はHylocomium
で は 第4層 で最 大 とな る 一 山型 で あ った が 、　Rhacomitriu〃zで は 下 層 に 向 か って 増 加 し第5層 で最 大
とな った 。 この うち担 子 菌類 の 菌 糸 量 はHylocomiu〃zで は 第3、4層 で 多 か っ た が、　Rhaco〃litriu〃1で
は 第5層 で最 大 で あ った 。」野10co〃liu〃1とRhaco〃litriu〃1の コ ロニ ー か らそ れ ぞ れ合 計18種 、19種
の 菌 類 が 分 離 され た 。 出現 種 数 はHylocomiumで は 第4層 で 最 小 で あ った が 、　Rhacomitriumで は 下
層 に 向 か って 減 少 して い た 。菌類 は 垂 直 方 向で の 出現 パ ター ン か ら、上 層 で 分 離 頻 度 が 高 い種 、 中
層 で 分 離 頻 度 が高 くな る一 山 型 の種 、 下層 にむ か って 増 加 す る種 、垂 直 方 向 でパ ター ンの み られ な
い 種 、 低 頻 度 種 に区 分 され た 。
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PT-3
低 温 性 糸 状 菌 の 凍 結 培 地 上 で の 増 殖 特 性
Mycelial　 growth　 of　cold　adapted　 fUngi　on　freezing　 cultural　medium
星 野 保1・2,斎 藤 泉3,湯 本 勲1・4
1産 総研 ゲ ノムファクトリー研 究 部 門
,2北 大 理,3北 海 三 共,4北 大 農
　 　 　 　 　 T.　Hoshino　 i・　2,　1.　Saito　 3,　1.　Yumoto　 i・2
1　AIST　 Hokkaido
,　2　Hokkaido　 University,　 3　Hokkai　 Sankyo　 Co.　 Ltd.
Abstract:
　 　 　 　 Snow　 mold　 fungi　 are　 psychrophilic　 or　 psychrotrophic　 fungal　 pathogens　 of　perennial
grasses　 and　 cereals　 in　the　 Northern　 Hemisphere.　 We　 have　 reported　 that丘eezing　 or　 chilling　 stresses
seriously　 affect　 the　 winter　 survival　 and　 geographical　 distribution　 of　 Typ加1a　 ishikariensis
(basisiomycete)　 and　 moss　 pathogenic　 fungi　 in　 Polar　 Regions　 (Pythium　 sp.).　 We　 also　 reported　 that
snow　 mold　 fUngi　 only　 basidiomycetes　produced　 anti丘eezing　 protein　 in　 the　 extracellualr　 medium,
and　 our　 hypothesis　 of　 the　 physiological　 significance　 of　 antifreezing　 proteinss　 in　basidiomycetes　is
that　 antifreezing　 proteins　 prevent　 freezing　 of　the　 habitation　 environment.
Other　 snow　 mold,　 Sclero加iα 　borealis　 (ascomycete)　 also　 highly　 adapted　 in　 cold
environment,　 and　 this　 fUngus　 is　the　 dominate　 in　the丘ozen　 soil　 habitat.　 However,　 we　 did　 not　 find
antifreezing　 activity　 from　 S.　 borealis.　 In　 this　 presentation,　 we　 aim　 to　elucidate　 in　the　 environmental
adaptation　 of　S.　borealis.
Mycelia　 of　oomycetes　 (・Pythium　 spP・)　 were　 destroyed　 by　 freezing　 stress　 (re£ 　in　Kida　 e砒 乙
in　 this　 meeting)・ ルficrodochium　 nivale　 (ascomycete)　 and　 SupPonuke-disease　fungus　 (undefined
basidiomycete)　were　 not　 destroyed　 by　 freezing　 stress,　 however　 they　 did　 not　 grow　 in　 freezing
medium.　 Mycelial　 growth　 rate　 of　 T　 ishikariensis　 on丘eezing　 medium　 was　 slower　 than　 that　 on
unfreezing　 medium・ 　On　 the　 other　 hand,　 S・　borealis　 showed　 rapid　 growth　 on　 freezing　 medium.　 This
results　 suggested　 that　 &　 Z)orealis　 is　highly　 adapted　 in　soil丘eezing　 condition.
要 旨
雪 腐 病 菌 は、積 雪 下 越 冬 性 植 物 に対 して病 原性 を示 す 糸 状 菌 の総 称 で ある。雪腐 病 菌 に は、
積 雪 環 境 へ の適 応 度 の 差 によって、好 冷 菌 か ら耐 冷 菌 まで の微 生 物 を含 ん でいる。発 表 者 らは 、
これ まで にTyphula　 ishikariensisの 分 類 群 間 の分 布 の差 は、分 類 群 間 の耐 凍 性の さによるもので
あること、本 菌 を含 む 担 子 菌 類 で は 、細 胞 外 に不 凍 タンパ ク質 を分 泌 し、増 殖 に必 要 な 「場 所 」の
確 保 を行 っている可 能 性 が 有 ることを報 告 してきた。
しか し、　T.　ishikariensis同 様 に積 雪環 境 へ の 高い 適 応 性 を有 す る子嚢 菌Sclerotinia　 boreali∫で
は、不 凍 タンパ ク質 の 生 産 は確 認 され ず 、いか なる生 理 的機 能 によって積 雪 環 境 に適 応 してい る
のか 不 明 な点 が多 い。特 にs.　borealisの 生 息 地 域 は 、土壌 凍 結 の発 生 地 が 多いことか ら、凍 結 に
対 して 高い 耐 性 を有 す るもの と考 え られる。このため 、上 記 の 菌 を含 む 代 表 的 な雪 腐 病 菌 にお け
る凍 結 培 地 上 で の増 殖 能 の 比較 を行 った。
卵 菌類 」砂砺 μ〃1加αyα〃lai,　Pythium　sp.で は、凍 結 によって菌 糸 は死 滅 した(詳 細 は 、貴 田らの
報 告 を参 照 のこと)。担 子 菌 で あるT　 ishikαriensisは 、凍 結 培 地 上 での増 殖 は 著 しく抑 制 され 、ス
ッポヌケ病 菌(未 同 定 担 子 菌)お よびMicrodochium　 nivale(子 嚢 菌)で は、凍 結 によって菌 糸 が死
滅 す ることは無 か ったが 、凍 結 培 地 上 での増 殖 は確 認 で きなかった。一方 、s.borealisで は 、未 凍
結培 地 に比 べ て 、凍 結 培 地 上で 著 しい 成 長 を示 し、土壌 凍 結 環 境 に高 く適 応 していることが示 唆
され た。本 発 表 で は、さらに各 種 培 養 条 件 で の各 雪 腐 病 菌 の増 殖 特 性 を報 告 す る予 定で ある。
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PT-4
高緯度北極 二一オルス ンにおける低温域での リターか らのCO2放 出
む 　
CO2　 emission　 from　 frozen　 litter　in　Ny-Alesun¢ 　Svalbard　 in　a　high　 arctlc
菅 尚 子(岐 阜 大),内 田雅 己(極 地 研),吉 竹 晋 平(広 島 大),神 田 啓 史(極 地 研),小 泉 博(岐 阜 大)
　 　 　 　 　 Naoko　 Kan　 (Gifu　Univ.),　Masaki　 Uchida　 (NIPR),　 Shimpei　 Y()shitake　(Hiroshima　 Univ.)
　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Hiroshi　 Kanda　 (NIPR),　 Hiroshi　 Koizumi　 (Gifu　Univ.)
　 　 Tb　 clarify　 CO2　 efflux　 from　 leaf　 litter　during　 winter　 in　a　high　 arctic　 terrestrial　 ecosystem,　 we　 investigated　 1)
CO2　 flux　 from　 snow　 surface　 in　the㏄osystem　 and　 2)　temperature　 dependence　 of　CO2　 emission　 from　 leaf　 litter　at
low　 temp　 erature・
　
　 　 The　 study　 area　 was　 situated　 in　Ny-Alesund,　 Svalbar¢ 　Norway　 (79e　N).　 Air　 sampling　 in　the　snow　 and　 snow
surface　 was　 conducted　 in　late　May　 2005　 using　 vacuum　 glass　 vials　and　 CO2　 concentration　 in　the　air　was　 dctcrmincd
by　 a　gas　 chromatogTraphy.　 CO2　 flux　 from　 snow　 surface　 was　 calculated　 using　 Fick's　 law.　 On　 the　 other　 hanq
frozen　 leaf　litter　(∫α嵌 」po1αη颯Sαx艀 α9α0ρ ρo∫iψ1加and　 Sanionia　 uncinatのunder　 the　snow　 was　 coll㏄ted　 and
CO2　 emission　 rate　 at　low　 temperature(-13℃　～　+1℃)　 was　 measured　 usinga　 closed　 chamber　 method　 in　a
laboratory.
　 CO,　 flu。　f・・m　 ・n・w　 ・u・f・ce　w・ ・　estim・t・d　 t・　b・　0.21・-0.27　 mg　 CO,　 m'2　 h"'.　 lh・ ・e　v・lu・・　w・ ・e　much
、m・ll・・　th・n　th・t　・f　F・hnest・ck　 ・t　・1.　(1998)　 (2.6-21.9　 mg　 CO,　 m"2　 h")　 in　Al・ ・k・.　 SiSmific・nt　 CO・ 　emissi()n　 fr・m
leaf　litter　was　 detected　 even　 at　-13°C　 and　 increased　 exponentially　 with　 increasing　 temperature　 up　 to　+1℃.　 Our
resultS　 suggested　 that　CO2　 tlux　 is　occurred　 and　 leaf　litter　is　one　 of　sources　 of　the　CO2　 emission　 during　 winter　 in　the
high　 arctic　terrestrial　 ecosystem.
雪面から放出され るCO2は 、年間の炭素循環に少なか らぬ影響 を及ぼ しているこ とが指摘 されている
が、高緯度北極 の陸 上生態系における冬期のCO2放 出に関する研究は少な く、その実態は明 らかになっ
ていない。本研究では、1)高 緯度北極の陸上生態系において、雪面か らCO2は 放 出されてい るのかを
確認 し、2)CO2放 出が認められた場合、放出源の一一つ と考え られ る リターからの低温域でのCO2放 出
について明 らかにすることを目的 とした。
調査地は、 ノルウェース ピヅヅベルゲ ン島ニー オルス ン(79°N)の植生 が発達 している場所 とした。
2005年5月 下旬 に真空バイアル瓶 を用いて雪面および雪 中の空気 を採取 し、　Fickの 法則 を利用 して雪
面からのCO2放 出速度 を推定 した。一方、調査地の優占種であるキ ョクチヤナギ、ムラサキユ キノシタ、
カギハイゴケの凍結 リター を雪面下よ り採取 したのち実験室へ持 ち帰 り、密閉法を用いて一13℃～+1°C
の範囲におけるリターか らのCO2放 出速度 を測定 した。
2005年5月 下旬における雪面か らのCO2放 出速度は、O.21～0.27mgCO2m'2h'iと 推定 され、Fa㎞est㏄k
ら(1998)がアラスカで3月 から5月 に測定 した雪面か らのCO2放 出速度(2・6～21・9mgCO2m'2h'i)よ り
も著 しく小さかった。一方、 リターからのCO2放 出は、-13℃ において も僅かではあるが認められ、温
度の上昇に ともない指数関数的に増加 した。しか しなが ら、その増加傾向は リターの種類に よって異な
ってお り、カギハイゴケの増加 が最も著 しかった。以上か ら、高緯度北極 において も雪面か らCO2は 放
出されてお り、その放出源 として リターの関与が示唆 された。さ らに、0℃ 以下にお ける リターか らの
CO2放 出の温度依存性は、 リターの種類によって異なっていたことか ら、冬期 におけ るリター層の温度
変化お よび組成は、雪面か らのCO2放 出速度 を規定す る要因の一つであることが示唆 され た。
一61一
PT-5
高 緯 度 北 極 ニ ー オ ル ス ン氷 河 後 退 域 に お け る 土 壌 微 生 物 バ イ オ マ ス ・呼 吸 速 度 の 制 限 要 因
　 Factors　 limiting　soil　microbial　 biomass　 and　respiration　 rate　on　a　successional　 glacier　f()reland
　　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 in　the　high　Arctic,　Ny-Alesund,　 Svalbard
吉 竹 晋 平(広 島 大),内 田雅 己(極 地 研),菅 尚 子(岐 阜 大),中 坪 孝 之(広 島 大)
Shinpei　 Yoshitake　 (Hiroshima　 Univ.),　Masaki　 Uchida　 (NIPR),　Naoko　 Kan　 (Gifh　Univ),
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Takayuki　 Nakatsubo　 (Hiroshima　 Univ.　)
　 Soil　 microbial　 biomass　 and　 respiration　 rate　 are　 very　 small　 in　the　 early　 stage　 of　primary　 succession　 in　the
high　 Arcdc.　 We　 hypothesized　 that　 soil　microbial　 biomass　 and　 respiration　 rate　 in　these　 habitats　 were　 limited
by　 low　 carbon　 and/or　 nitrogen　 availability　 To　 test　 this　 hypothesis,　we　 examined　 the　 responses　 of　 soil
miαobial　 biomass　 and　 microbial　 respiration　 to　carbon　 and　 nitrog㎝addition.
Soil　 samples　 were　 collected　 fヒom　 the　 successional　 glacier　 fbreland　 in　Ny-Alesund,　Svalbard　 (79°N)　 in　July
2005.　 Carbon　 source　 (glucose)　 andlor　 nitrogen　 source　 (㎜om曲ate)　were　 added　 to　the　soil.　Changes　 in
the　 respiration　 rate　 in　 these　 soils　 were　 measured　 fbr　 15　 days　 using　 an　 infrared　 gas　 analyzer.　Part　 of　 the
samples　 applied　 with　 carbon　 and/or　 nitrogen　 source　 was　 fieeze-dried　 and　 brought　 back　 to　Japan.　They　 were
s両ected　 to　phospholipid鋤acid　(PLFA)　 analysis　 to　examine　 microbial　 biomass　 and　 comm剛s加c血e.
　 Carbon　 or　 nitrogen　 addidon　 did　 not　 cause　 significant　 increase　 in　 soil　 respiration　 rate.　 In　 contrast,
respiration　 rate　 of　 soils　 added　 with　 both　 carbon　 and　 nitrogen　 increased　 significantly,　suggesting　 that
microbial　 respiration　 rate　 was　 limited　 by　 low　 availability　 of　 both　 carbon　 and　 nitrogen. These　 results　 are
discussed㎞relation　to血e　 changes　 in　microbial　 biomass　 and　 comm岬stm伽re　reveaied　 by　 the　 PLFA
analysis.
高緯 度北極の氷河後退域 にみ られ る一次遷移初期で は、土壌微 生物バイオマ スや:ヒ壌呼吸速度 が
小 さい ことが知 られ ている。本研 究では この よ うな場所では土壌微 生物バイオマ スや呼吸速度 がC
源やN源 不足 に よって制限 され てい るのではないか とい う仮説 を立て、これ を検証す るために、土
壌微 生物 バイオマ スや 土壌 呼吸速度 に対す るC源 ・N源 添加 の影響 を明 らかにす るこ とを 目的 とし
た。
2005年7月 に ノル ウェー ・ス ピッツベル ゲ ン島ニーオル ス ン(79°N)の 氷河後退域か ら土壌 を
採取 し、C源 として グル コー ス、N源 として硝酸ア ンモニ ウムを単独 で、あるいは混合 して添加 し
た。赤外線 ガス分析計 を用 いて15日 間の土壌呼吸速度の経時変化 を測定 した。 また同様 にC源 ・
N源 を添加 した土壌の一部 を経時 的に採取 して凍結乾燥 させ た。土壌 は 日本に持 ち帰 り、土壌微 生
物 のバ イオマス と群集構造 の解析 のために リン脂 質脂肪 酸(PLFA)分 析 を行 った。
単独 でC源 ・N源 を添加 した土壌では呼吸速度 に大 きな変化 は見 られなかったが、C源 ・N源 を
ともに添加 した土壌で は呼吸速度 の増 加が認 め られ た。この こ とか らC源 ・N源 の どち らも不足 し
てい るこ とが 土壌 呼吸速度の制 限要因のひ とつである ことが示唆 され た。 これ らの結果 にっいて、
PLFA分 析 に よ り明 らか とな った微生物 バイオマス ・群集構造 の経時変化 を関連付 けて議論 を行 う。
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PT--6
高 緯 度 北 極 ニ 一 汁 ル ス ン お け る土 壌 呼 吸 速 度 に お よ ぼ す 構 造 土 の 影 響
Soil　respiration　 rate　in　patterned　 ground　 in　a　high　Arctic,　Ny・・Alesund,　Svalbard.
内 田 雅 己(極 地 研),吉 竹 晋 平(広 島 大),菅 尚 子(岐 阜 大),神 田 啓 史(極 地 研)
MasakiUchida(NIPR),ShinpeiYoshitake　(HiroshimaUniv.),NaokoKan(GifuUniv.),
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 HiroshiKanda　 (NIPR)
　 Pattemed　 ground　 is　widely　 distributed　 in　the　 high　 Arctic　 terrestrial　 ecosystem.　 Since　 vegetation
development　 would　 be　 regulated　 by　 pattemed　 ground　 activity,　 soil　 respiration　 might　 be　 also
controlled　 by　 the　 difference　 of　 the　 patterned　 ground　 activity　 and/or　 type.　 To　 clarifシa　 possibility　 of
estimation　 of　 spatial　 soil　 respiration　 on　 the　 basis　 of　 the　 pattemed　 gro皿d,　 we　 measured　 soil
respiration　 f()r　various　 pattemed　 ground.
Study　 site　was　 situated　 on　 glacier政)reland　 in　Ny-Alesund,　 Svalbard.　 We　 selected　 three　 types　 of
pattemed　 ground,　 sorted-polygon(SP),　non　 sorted-polygon　 of　which　 central　 part　 is　bare　 ground
(入ISP－ η)　or　covered　 by　 soil　 crust　 (N∫P-sc).　 The　 marginal　 part　 of　the　 each　 polygon　 was　 covered　 by　 a
mixed　 community　 of　bryophyte　 and　 vascular　 plant.　 Soil　 collar　 was　 set　 in　the　 central　 and　 marginal
part　 of　the　 each　 po|ygon　 and　 soil　 respiration　 rate　 was　 measured　 using　 a　dynamic　 closed　 chamber
lnethod.
Soil　 respiration　 rate　 in　the　 central　 part　 of　the　 pattemed　 gro皿d　 was　 lower　 than　 that　 in　the　 marginal
part.　 As　 fbr　 soil　 respiration　 in　the　 central　 part,　 no　 significant　 difference　 was　 observed　 between　 the
polygons.　 On　 the　 other　 hand,　 in　marginal　 part,　 soil　 respiration　 rates　 of　SJ)　and　 NSJ)-sc　 were
significantly　 higher　 than　 that　 of　NSI)一 πOur　 results　 suggested　 that　 it　would　 be　 important　 to
determine　 accurate　 area　 of　vegetation　 type　 in　the　 patterned　 ground.　 In　addition,　 it　was　 also
suggested　 that　 patterned　 ground　 activity　 might　 affect　 soil　 respiration　 rate　 even　 if　same　 type　 of　the
pattemed　 ground.
高緯度北極の陸域には構造土が発達 している.構 造土は植物の分布 を規定す る要因の一
つであることから、土壌呼吸速度 も構造土のタイプや活動度によって規定 されている可能
性がある。本研究では,高 緯度北極域の陸域生態系において,:構 造土の視点か ら土壌呼吸
速度の空間的な推定の可能性を調査 した。
ノル ウェー ・スピッツベルゲン島ニーオルスン(79°N)の 氷河後退域に調査地 を設定 し、
淘汰型(SP)お よび不淘汰型(NSP)多 角形土を選 出 した。不淘汰型多角形土にっいては、
中央部 を藻類 に覆われ ているタイプ(NSP-sの と覆われていない タイ プ(NSP-n)と に分類 し
た。一方、陀 の中央部 は全て藻類に覆われていた。いずれの構造土 も周縁部は維管束植物
とコケ植物が優 占していた。2005年7.月 下旬に各構造土の中央部 と周縁部にソイルカ ラー一
を設置 し、携帯用土壌呼吸速度測定装置(LI-6400)で 各構造土の土壌呼吸速度を測定 した。
全ての構造土において、土壌呼吸速度は中央部 よりも周縁部の方が高かった。中央部の
土壌呼吸速度は0.2～0.5μmolCO2　 m'2　s'1と著 しく小 さく、それぞれの構造土の タイプ間で
有意な差は認め られなかった(Scheffe'sF,P>0.05)。 一方、周縁部の土壌呼吸速はNSP-nが
他の2タ イプよ りも有意に低かったものの(Scheffe's　F,　P〈0.05)、　SPとNSP-scと の間には有
意な差は認 められなかった(Scheffe'sF,P>0.05)。 以上か ら、構造土単位で土壌呼吸速度
を推定する際には、構造土中の植生 タイプ毎の面積 を把握す ることの重要性が示唆 された。
さらに、同タイプの構造土であっても、土壌呼吸速度は活動度な どの影響 によって異なる
可能性のあることが推察 された。
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PT-7
高 緯 度 北 極 二 一 オ ル ス ン 氷 河 後 退 域 に お け る 炭 素 の 蓄 積 と 分 布
Carbon　 storage　 and　distribution　 on　a　glacier　 foreland　 in　the　high　 Arctic,　 Ny-Alesund,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Svalbard
中 坪 孝 之(広 島 大 ・院 ・生 物 圏),内 田 雅 己(国 立 極 地 研),大 塚 俊 之(茨 城 大 ・理)
吉 竹 晋 平(広 島 大 ・院 ・生 物 圏),小 泉 博(岐 阜 大 ・流 域 圏)
　Takayuki　 Nakatsubo　 (Hiroshima　 Univ.),　 Maskai　 Uchida　 (NlPR),　 Toshiyuki　 Ohtsuka
(lbaraki　 Univ.),　 Shinpei　 Yoshitake　 (Hiroshima　 Univ.),　 卜liroshi　 Koizumi　 (Gifu　 Univ.)
As　 part　 of　 the　 study　 of　 ecosystem　 carbon　 cycle　 in　the　 high　 Arctic,　 horizontal　 and
vertical　 distributions　 of　carbon　 in　soil　 and　 vegetation　 were　 determined　 on　a　glacier
foreland　 in　the　 high　 Arctic,　 Ny-AIesund,　 Svalbard　 (79°　N).　 Vegetation,　organic
layer　 and　 mineral　 soil　 samples　 were　 collected　 along　 a　2.　6　km　transect　 which　 extended
from　 newly　 deglaciated　 area　 to　 old　 site　 near　 coast　 with　 well-developed　 vegetation
cover.　 Carbon　 and　 nitrogen　 concentrations　in　these　 amples　 were　 measured　 with　 a
CN-analyzer.
　 The　 amount　 of　 totaI　 soil　 carbon　 (vegetation　 +　organic　 layer　 +　mineraI　 soiD　 had
a　positive　 correlation　 with　 plant　 cover.　 There　 was　 a　marked　 difference　 in　the　 amount
of　 total　 soiI　 C　between　 the　 early　 and　 the　 late　 phases　 of　 the　 succession　 after　 the
glacial　 retreat.　 A　 large　 amount　 of　 soil　 carbon　 was　 observed　 in　sites　 covered　 with
vascular　 plants,　 whereas　 soils　 under　 cryptogamic　 communities　 (moss　 and　 lichen--algal
crusts)　 contairled　 relatively　 low　 amount　 of　 carbon.　 Although　 a　high　 carbon
concentration　 was　 observed　 in　the　 surface　 layer　 of　 mineral　 soil,　 significant　 amount
of　 C　was　 detected　 even　 in　deep　 soil　 layers　 (15cm　 -).　 As　 a　result,　 the　 mineral　 so目
layer　 represented　 the　 ma　jor　 fraction　 of　 total　 soil　 carbon.　 The　 origin　 of　 the　 soil
carbon　 in　deep　 soil　 layers　 will　 be　 discussed　 in　relation　 to　 geological　 information.
高緯度北極陸上生態系における炭素循環研究の一環として,ス バールバール諸島二一オル
ス ンの氷河後退域において,土 壌炭素の水平的 ・垂直的分布の調査を行った。氷河末端の
遷移初期段階か ら,海 岸近 くの植生の発達 した場所まで,長 さ2.6kmの ラインを引き,そ
れに沿 って,植 生,有 機物層および鉱質土壌をサンプリング した。サンプルは風乾ののち
日本へ持 ち帰 り,全 炭素 ・窒素の分析を行った。
バイオマス,有 機物層を含む全土壌炭素量は植被率と有意な正の相関が認め られ,遷 移
の初期 と後期で大きく分かれた。植生タイプ別では,維 管束植物が優占する場所で土壌炭
素が最 も多く,蘇 類群落や地衣類一藻類群落下の土壌の炭素は少なかった。鉱質土層の炭
素は表層で高い傾向があったが,15cm以 深でも高い炭素含有率が認められ,そ の結果,全
炭素量の大半を鉱質土層の炭素が占めていた。発表ではこれ ら深層の炭素の起源について
地質学的な情報に関連づけて議論する予定である。
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PT-8
高 緯 度 北 極 氷 河 後 退 域 に お け る モ レ ー ン 上 の コ ケ 植 物 の 遷 移 パ タ ー ン
Bryophyte　 succession　 on　a　moraine　 in　a　high　ar(苅c　glacier　foreland
上 野 健 ・神 田 啓 史(極 地 研)
Takeshi　 UENO　 and　 Hiroshi　 KANDA　 (NIPR)
　 Bryophyte　 succession　 on　 moraine　 in　a　high　 arctic　 environment　 was　 examined
to　 determine　 whether　 the　 patterns　 conform　 to　 models　 based　 on　 studies　 in
temperate　 regions　 and　 vascular　 plants.　 Chronosequence　moraines　 in　high　 arctic
glacier　 foreland　 provided　 an　 ideal　 opportunity　 to　examine　 bryophyte　 succession
patterns.　 The　 succession　 followed　 a　directionalイeplacement　ser es　 with　 three
main　 stages:　 (1)　 fertile　 small　 acrocarpous　 mosses　 → 　 (2)　 Racomitμm
lanuglnosum　 → 　(3)　 large　 pleurocarpous　 mosses　 added　 to　 R　 IaηugiηosuM.
However,　 species　 replacement　 was　 not　 clear　 and　 pioneer　 species　 tended　 to
remain　 late　Stage.
高緯度北極において時系列上に並んだ氷河モレーンは、植生の遷移パターン
を解明する上で大変都合がよい。 これまでの植生遷移の研究は維管束植物を中
心に行われており、コケ植物の遷移に関する知見は少ない。 コケ植物が植生の
主要構成要素である高緯度北極において、コケ植物の遷移パターンを調査する
ことは、コケ植物独特の遷移現象を見いだす可能性が高い。
本研究では、高緯度北極力ナダエルズミア島のオープロイヤー湾地域に形成
された氷河モレーン上のコケ植物の出現状況を調査解析 し、高緯度北極におけ
るコケ植物の遷移パターンを明らかにすることを目的とした。
調査方法は、まず氷河モレーンを形成年代別に5つ 選定 し、それぞれのモレ
ーン上に長さ50mの ラインを引き、2mお きに30cmX30cmのコ ドラー ト
を26個 設置 した。そ して、コ ドラー ト内のコケ植物全体の植被率、出現 した
コケ植物の種類、出現種類ごとの植被率を記録 した。
その結果、本地域の氷河モレーン上にはまず、胞子体をさかんに付ける小型
の頂蘇類が侵入、定着する。次に、乾燥耐性の高い 嚴00/η 伽"Uη}anuginosum
が侵入 して大きなパ ッチを形成する。そ してそこに、椒ooo/niuηsp/bη(Yens
、4ulacoηniuηturgidum、 　Tomθntypnum　 nitensな どの大型の腋蘇類、
PtilidiL〃ηcilareな どの苔類が付け加わる形で植生が遷移 していくことがわかっ
た。高緯度北極の氷河モ レーン上という植物の生育にとって厳 しい環境で は、
種の入れ替わりが明瞭ではなく、初期に侵入した種に新たな種が付け加わると
いう形態の遷移が認められた。
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日本 列 島 に お け る高 山植 物 の 生 理 生 態V.
南 アル プ ス の カ ー ル 地 形 にお け るム カ ゴ トラ ノ オ の分 布
　　　　　 Physiological　 ecology　 of　alpine　plants　in　Japan　V.
Distribution　 of　Polygonum　 viviフarum　 at　Maedake　 Cirque　 of　South　 Alps.
冨 田 美紀1・ 西谷 里 美2・ 佐 々木 明彦3・ 長谷 川 裕 彦4・ 増 沢 武弘1
(静 岡 大 学 大 学 院理 工 学研 究科1・ 日本 医 科 大 学2・ 東北 大学 大学 院理 学 研 究 科3・ 明治 大 学地 理 学 教 室4)
　 Miki　rOMITA　 ・　Satomi　 NISHITANI　 ・　Akihiko　 SASAKI　 ・　Hirohiko　 HASEGAWA　 ・　Takehiro　 MASUZAWA
(Graduate　 school　 of　Science　 and　Engineering,　 Shizuoka　 University1　 ・　Department　 of　Biology,　 NipPon　 Medical
S・h・・12　・　G・adu・t・　・ch・・1　・f　S・i・nce,　T・h・ku　University3　 ・　D・p・・tm・nt　・f　G・・9r・phy,　M・iji　University4)
　 Cirque　 is　one　 of　 the　 glacial　 landfbrm.　 There　 is　some　 cirque　 at　Arakawasanzan　of　 south　 alps　 in
Japan・ 　1)olygonum　 viviparuM　 is　circum　 polar　 plants　 and　 exist　 there,　 too.　 Then,　 we　 investigated
relationship　 between　 difference　 of　microreliefs　 and　 distribution　 of　Po!ygonum　 viviparum.
In　cirque,　 there　 are　 cirque　 wa皿,upper　 talus　 cone,　 under　 talus　 cone,　 under　 debris　 cone
and　 cirque　 bottom　 and　 moraine.　 Polygonum佐ゆarα1ηwas　 distributed　 relating　 With
stability　 of　soil　and　 difference　 of　growth　 season　 in　cirque.
日本の高山帯には現在でも氷河の作用を受けて形成された氷河地形が数多く見られる。氷河
地形のひとつであるカール地形は南アルプスの荒川三山にもいくつか見られる。
ムカゴトラノオ(Poiygonum　 Vl－ゆarumiは 氷河期に氷河と共に北極地域から移動してきた周北極
要素の植物であり、これらの植物の分布と氷河地形との関係を明らかにした研究例は少ない。本
研究では、南アルプスのカール内における微地形の違いとムカゴトラノオの分布の関係について
調査した。
カール内は、氷河地形の形成過程における堆積物の違いによってカール壁、上部崖錐、下部
崖錐、沖積錐下部、カール底、モレーンのように大きく分けることができる。そのうち上部崖錐、下
部崖錐、沖積錐下部に生育しているムカゴトラノオの分布について特に調査した。上部崖錐では、
植物が定着しても崩壊によって頻繁に堆積物が覆いかぶさることによって禄地ができる。そのよう
な植 生との境界となる堆積物の端の部分には、ムカゴトラノオが多く分布していた。また、下部崖
錐は高茎草本植物群落であり、沖積錐下部は綾性低木とムカゴトラノが優 占して生育している群
落である。カール底にはムカゴトラノオは生育していなかった。下部崖錐に比べ、沖積錐下部では、
ムカゴトラノオの個体数が少なかった。これは、沖積錐下部では雪解け時期が下部崖錐よりも遅く、
植物にとっての生育期間が短いため植物が定着しにくいと考えられる。このように、ムカゴトラノオ
はカール地形内という狭い範囲内において、土壌の安定度や生育期間の違いに関連して分布し
ていた。
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日本列島における高山植物の生理生態VI.
北アルプス 白馬山系における蛇紋岩土壌 と植物の生育についての関係
　 　　 　　 　 　　 　　 Physiological　 ecology　 of　alpine　 plants　 in　Japan　 VI　.
Relation　 between　 serpentinite　 soil　and　 groWth　 of　plant　 in　Mountain　 range　 of　shirouma　 ,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Northern　 Alps
波 多 野 肇 ・大 橋 雄 気 ・増 沢 武 弘(静 岡 大 ・院 ・理 工)
　 　 　 Hajime　 Hatano　 ・　Yuki　 Ohashi　 ・　Takehiro　 Masuzawa
(Graduate　 school　 of　Science　 and　 Technology　 ,Shizuoka　 University)
Vegetation　 and　 ions　 (Ni2+,　 Mg2+,　 Ca2+)　 in　 the　 soil　 were　 investigated　 at　 the　 serpentinite　 site
from　 Mt.Hachigatake　to　Mt.Yukikuradake,　Northern　 Alps.
It　was　 observed　 that　 there　 was　 poor　 vagitation　 on　 the　 serpentinite　 site.　 It　contained　 some
species　 that　 were　 particular　 to　serpentinite　 site.　 The　 Ni2+　 and　 Mg2+　 content　 in　 the　 serpentinite
soil　 were　 significantly　 higher　 than　 t,hat　 in　 non・serpentinite.　 We　 suggested　 that　 these　 ions　 ha(l
an　 effect,　 on　 the　 growth　 of　plant　 in　serpentinite　 site.
一般 に、蛇紋 岩の露 出す る土地 には 「蛇紋岩植物 」 と呼 ばれ る希少な植 物 が生育 す るこ とが知 ら
れてい る。本研 究では蛇紋 岩地におけ る植 生の調査、土壌環境 の調査 を行い、蛇紋岩地 にお いて こ
の ような植物群落 が形成 され る要因を明 らかに して い くこ とを目的 と した。
北 アルプス、 白馬山系の鉢 ケ岳か ら雪 倉 岳の鞍 部に存在 す る蛇紋岩地帯 において、植 生調査 、及
び 土壌 中のNi、　Mg、　Caイ オ ン含有 率の測定 を行 った 。その結果、非蛇 紋岩地 には約30種 の植物
が生育 してい るのに対 し、蛇紋岩地 においては約10種 が生育 しているだけであ り、植 被率 も蛇 紋
岩地 において低 い値 を示 した。非蛇紋岩地 で生育 してい る多 くの植物は、蛇 紋岩 地ではほ とん ど生
育 していなか った。蛇紋岩地の植生は ミヤマムラサキ 」Er)'t.richiumnipρonicum、 クモ マス ミレViola
crassavar.alpicoノ ∂、 ウメハ タザ オArabis　 serrat,a　var.　japOnica　£　grandifloa、 ミヤ マ ウイ キ ョウ
万劫8初z∂ φmo砿 ホ ソバ ヅメ クサAre刀aria　 vema　 var.　japomica等 で構成 され、 この うち ミヤマ
ムラサキ、ウメハ タザ オ等、蛇紋岩地 に しか生育 しない植物、クモマス ミレ、ミヤマ ウイキ ョウ等、
蛇紋岩地 と非蛇紋岩地 の両方 に生育 す る植 物の2タ イ プが存在 するこ とが分か った。また、原子吸
光分光光度計 に よる土壌イオ ン含有 率の測定の結果、蛇紋 岩土壌 か らは周 囲の非蛇紋岩 土壌 の数十
倍であ る600ppbのNiが 測定 された。Mgも 同様 に周 囲の非蛇紋岩土壌 よ り多量 に存在 して いる
ことが分か った。
この結果 よ り、蛇紋 岩地 の植 物の生育 と、蛇紋岩土壌 中に含 まれる多量 のNi、　Mgと い ったイオ
ンに関連 性があ ることが示唆 された。
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16SrRNA遺 伝子分析 によるアラスカ ・グルカナ氷河のバクテ リア群集解析
Altitudinal　 change　 in　bacterial　 flora　 on　the　Gulkana　 Glacier,　 Alaska,　 analyzed　 by　 16S　 rRNA
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 gene・
瀬 川 高 弘(情 報 ・シ ス テ ム 研 究 機 構 新 領 域 融 合 研 究 セ ン タ ー)、 竹 内 望(地 球 研)、 幸 島 司 郎(東 工 大)
Takalliro　 Segawa　 (Research　 Organization　 of　Information　 and　 Systems,　 Transdisciplinary　 Research　 Integration　 Center),
Nozomu　 Takeuchi　 (Research　 Institute　 for　Humanity　 and　 Nature)　 and　 Shiro　 Kohshima　 (Tokyo　 Institute　 of　Technology)
　 In　order　 to　specify　 the　 bacteria　 growing　 on　 the　 glacier　 and　 clarify　 their　 altitudinal　 distribution　 pattem,　 we
analyzed　 bacterial　 DNA　 extracted　 from　 the　 snow　 and　 ice　 samples　 collected　 on　 the　 Gulkana　 glacier,　 Alaska.
Analysis　 of　16S　 rRNA　 gene　 revealed　 that　the　samples　 contained　 88　 species　 of　bacteria　 in　total.　Although　 most　 of
the　88　 detected　 species　 are　rare　 in　the　clone　 library　 (less　 than　 1%),　 eleven　 species　 composed　 more　 than　 5　%　 at
any　 one　 of　5　sampling　 points　 with　 different　 altitude.　 These　 species　 constituted　 from　 57　 %　 to　87　 %　 of　clone
libraries　 at　each　 sampling　 site,　suggesting　 that　they　 are　dominant　 species　 in　the　bacterial　 community.　 Seven　 of　the
ll　species　 have　 been　 recorded　 from　 cold　 environments.
　 From　 the　 colonies,　 35　 species　 were　 identified　 using　 16S　 rDNA　 analysis　 by　 low-temperature　 culturing.　 The
cultured　 species　 contained　 6　0f　the　 ll　most　 dominant　 species　 detected　 in　the　cloning.
　 The　 structure　 of　the　bacterial　 community　 gradually　 changed　 with　 altitude;　 the　 most　 dominant　 species　 changed
with　 altitude　 reflecting　 the　 change　 in　 the　 environment.　 The　 results　 suggest　 that　 bacteria　 that　 grow　 on　 the　 glacier
and　 are　 stored　 in　the　 ice　 core　 could　 be　 new　 environmental　signals　 for　ice core　 analysis.
従来 ほ とん ど生態的知見が得 られていなか った氷河生態系の分解者であるバクテ リアの生態を明 ら
かにする事を目的 に,ア ラスカのグルカナ氷河 を対象に遺伝子解析による分析 を行った.
グルカナ氷河上の高度の異な る5地 点で採取 された雪氷試料か らDNAを 抽出 し,試 料中のDNA量 比
が保存 される低サイクルPCRに より16SrRNA解 析 をおこなった.そ の結果,全 部で88種 のバクテ リ
アが検 出された.氷 河上で増殖 している種は,量 的に多 く含 まれると考え られ るが,い ずれかの高度で
全 クロー ン数の5%以 上を占めた種は11種 のみであった.興 味深いことにこの上位11種 だけで,各 高
度か ら得 られた全 クロー ン数の57%か ら87%を 占めることがわか った.ま た この11種 には,南 極 の土
壌か ら単離された好冷菌であ るCryobacterium　 psychrephil〃mな ど,寒 冷環境か らの記載があるもの
が7種 も含 まれていた.以 上の事実か ら,こ れ らのバ クテ リアが氷河の雪氷 中で増殖 している寒冷環境
に適応 したバクテ リア種 であることが示唆 された.
同時 に,氷 河で増殖 しているバクテ リアを特定 することを目的に,氷 河の環境に近い,低 温 ・貧栄養
条件 で培養実験 を行った.雪 を融か して滅菌後アガロースで 固めた融雪水培地やBBM培 地な ど,貧 栄
養培地 に現場でサ ンプルを植苗 し,低 温下(4℃)で 培養 した ところ,35種 のバクテ リアが培養 された.
この中にはクロー ン比率上位11種 のうちの約半数に当たる6種 含まれていた.
氷河上の高度変化 によって,そ れぞれのバクテ リアの クロー ン比率(そ の種が全バ クテ リア量に占める
割合,優 占度)を 調べ たところ,11種 の高度分布様式は,氷 河末端部のみに分布する末端タイプ,下 流
ほ ど多い下流タイプ,中流部で多 くなる中流タイプ,上流ほ ど多い上流 タイプの4タ イプに分類で きた.
このこ とか ら,氷 河上 のバクテ リアは種 によって優占する高度が異な り,そ れぞれの種 が氷河上の異な
った環境 に適応 してい ることが示唆された.
バ クテ リアの種 による高度分布様式の違いは,こ の氷河上の一次生産者である雪氷藻類 の高度分布様式
や,高 度 による群集構造や種の多様性 の変化 と非常によ く似ていることが明 らかになった.こ れは両者
が,氷 河上で高度によって変化する同 じ環境要因,お そ らく氷河表面の状態の変化 に対応 しているため
である と考えられ る.
一68一
 PT-  1  2
A novel bioinformatics tool for phylogenetic analyses of mix genomes 
                 of uncultured microbes
Takashi  Abel, Hideaki  Sugawaral and Toshimichi Ikemura2
1Center for Information Biology, National Institute of Genetics, and The Graduate 
University for Advanced Studies (Sokendai), Mishima, Shizuoka 411-8540, Japan.  `The 
Graduate University for Advanced Studies (Sokendai), Hayama Center  for Advanced 
Research, Hayama-cho, Kanagawa 240-0193, Japan.
 A Self-Organizing Map (SOM) was developed as a novel  bioinformatics strategy for 
phylogenetic classification of sequence fragments obtained from pooled genome 
samples of uncultured microbes in an environmental sample. The phylogenetic 
classification was possible without either orthologous sequence sets or sequence 
alignments. We first constructed SOM  for tetranucleotide frequencies in 210,000 5-kb 
sequence fragments obtained from 1,502 prokaryotes  for which at least 10 kb of 
genomic sequence has been deposited in DNA databases. The sequencers could he 
classified primarily according to  phylogenetic groups without information regarding the 
species. We used the SOM to classify sequence fragments derived from environmental 
samples of the Sargasso Sea and of an acidophilic  biofilm growing in acid mine 
drainage. Phylogenetic diversity of the environmental sequences was  effectively 
visualized on a single map. Sequences that were derived from a single genome  but 
cloned independently could be reassociated in silico. 
  Abe et al. Genome Res., 13, 693-702, 2003.
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PT-13
南極 地 域 にお け る微 生 物 の探 索
　　　　　　　　　　　　　　Search　 of　microorganisms　 in　the　Antarctica
今 中忠 行 ・三 吉祐 輝 ・近藤 由佳 ・山津 敦 史 ・跡 見 晴幸(京 大 院 工)
Imanaka,　 T・,　Miyoshi,　 Y・,　Kondo,　 Y・,　Yamatsu,　 A.　&　Atomi,　 H,　(Kyoto　 University)
In　 order　 to　 isolate　 interesting　 new　 sp㏄ies　 of　 microorganisms,　 about　 260　 soil　 and　 water　 s
amples　 were　 con㏄ted丘om　 the　 land　 and　 lakes　 in　 the　 /)　ntarctica　 Key　 words　 f()r　this　 resear
ch　 are　 psychroph皿es・ 　halophiles,　 oligophiles,　 and　 anaerobes・ 　 The　 samples　 were　 suspended　 in
sterilized　 water　 and　 cultivated　 at　5　 C　 or　 room　 temperature　 on　 the　 agar　 plates　 of　 LB　 broth
LB　 broth　 contair血g　 various　 concentrations　 of　 Naq　 and　 1/10　 LB　 broth.　 Many　 interesting
colonies　 appeare4　 and　 their　 16S　 rRNA　 sequences　 were　 detem血ed　 In　 additioq　 electron　 mi
croscopic　 observation　 and　 physiological　 characterization　 were　 carried　 out.　 Some　 of　 the　 result
s　will　 be　 presented
南極地域における微生物の探索と分類を目的として、南極海、露岩地域の土壌、各種湖
沼(淡 水湖、低塩湖、中塩湖、高塩湖)の 水 ・堆積物など約260種 類の試料を採取した。
微生物のキーワー ドを好冷菌、好塩菌、貧栄養菌、嫌気1生菌として分離を試みた。培地と
して栄養培地(LB培 地)、 各濃度の塩含有培地　(LB　+　NaCl)　、　貧栄養培地(1/10×LB
培地)な どを用いた。まず試料を無菌水に懸濁 ・希釈 した後、寒天培地に塗布し5℃ また
は室温で培養した・生じたコロニーについて単一コロニー分離を繰 り返 して純化 した後、
液体培養した。それぞれの株について16S　rRNAの塩基酒乱列を決定することにより、分類の
基礎資料 とした。
現在までに、 白、ピンク、赤、黄、黄緑、緑、黒の色調を示すコロニーや5M　NaCl存 在
下で生育する好塩菌、貧栄養菌なども分離できた。塩基配列とともに電子顕微鏡観察、生
理学的検討を行い新種の確認をしたいと考えている。
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Skarvsnes湖 沼群 の珪 藻,特 にコケ坊 主 に関連 して
Diatoms　 in　Skarvsnes　 Lakes,　 in　particular　 associated　 with　 moss　 pillars
大 塚 泰 介(琵 琶 湖 博 物 館),工 藤 栄 ・伊 村 智(極 地 研),大 谷 修 司(島 根 大 学)
　 　 Taisuke　 Ohtsuka　 (Lake　 Biwa　 Museum),　 Sakae　 Kudoh,　 Satoshi　 Imura
　(National　 Institute　 of　Polar　 Research)　 &　Shuji　 Ohtani　 (Shimane　 Univcrsity)
本 研 究 で は,南 極 大 陸 ・　Skarvsnes　 湖 沼群 の 湖 底 を覆 う藻 被 に含 まれ る珪 藻 の種 組 成 を示 し,
コケ坊 主を形 成 す るLeptobryu〃1　 sp.の 有 無 と珪 藻 の種 組 成 との 関連 につ い て考 察 す る。
コケ坊 主 が 良く発 達 したB4池 か ら10本,他 の12の 湖 沼か ら各1本 の 藻被 試 料 を,2000
年1月 に採 集 した。そのうち,5湖 沼 からの13試 料 はLeptobryu〃1　 sp.　を含 ん でい たが,B4池 か ら
の1試 料 を含 む9湖 沼か らの9試 料 はLeptobryum　 sp.を 含 ん でい なか った。各 試 料 の一 部 をク
リー ニングして珪 殻 の 永 久 プ レパ ラー トを作 成 し,そ の 中 に含 まれ る珪 藻500殻 を同 定 ・計 数 し
た。
全 体 で,未 同 定 種 を含 む22種 の珪 藻 が確 認 され た。Leptobryu〃1　sp.を 含 む試 料 中で は,常 に
A〃iphorα 　sp.　が 珪 藻 の 優 占 種 だ っ た 。一 方,Leptobryum　 sp・ を 含 ま な い 試 料 中 で は ・や は り
Amphorasp.が 優 占 す ることが 多 か った が,　Craticula　 sp.やDiadesmis　 sp.が 各1試 料 で 優 占し
た。種 多 様 性 に つ い て は,Leptobryum　 sp.を 含 む 試 料 の 方 が や や 低 い 傾 向 が 見 られ た。試 料 ご
との500カ ウン ト中 の 出 現 極 数 お よびSimpson's　 1-Dは,そ れ ぞ れLeptobryum　 sp.を 含 む 試 料
で2～8種,0.008～0.573,Leptobryumsp.を含 まな い試 料 で3～12種,0.074～0.696の範 囲 に
あっ た。
The　 present　 study　 documents　 the　 diatom　 species　 composition　 of　the　 cyanobacterial/algal　mats　 at　the
bottom　 of　the　 Skarvsnes　 Lakes　 in　continental　 Antarctica,　 with　 special　 references　 to　their　 association
with1し(zptoわ ワum　 sp.,　 the　 primary　 component　 of　moss　 pillars　 in　these　 lakes.
Ten　 samples丘om　Lake　 B4,　 which　 has　 well　 developed　 moss　 pillars,　 and　 one　 sample　 each　 from　 12
0ther　 lakes　 were　 collected　 in　January,　 2000.　 Thirteen　 samples　 from　 five　 lakes　 containedLeptoわryum
sp.,　 whereas　 the　 other　 samples丘om　 nine　 lakes,　 including　 a　sample　 from　 B4　 1akes　 did　 not　 contain　 it.
A　 part　 of　 each　 sample　 was　 cleaned　 to　 obtain　 diatom　 frustules,　 then　 mounted　 onto　 a　 slide　 using
Pleurax.　 From　 each　 slide,　 500　 f沁stules　 were　 identified　 and　 counted.
In　 total,　 22　 diatom　 species　 including　 unidentified　 ones　 were　 observed.　 Amphora　 sp.　 was　 always
dominant　 among　 the　 diatoms　 samples　 with　 Leptobり2uM　 sp・　 Among　 the　 nine　 samples　 without
L(llptoわ び μm　 sp.,　 Craticula　 sp.　 and　 Diadesmis　 sp.　 were　 respectively　 dominant　 in　 two　 samples,
althoughAmphora　sp.　 was　 again　 dominant　 in　the　 other　 samples・ 　Samples　 with　 L(zptobryum　 sp・　tend
to　 have　 slightly　 lower　 diatom　 species　 diversit)1・ 　Each　 sample　 with　 Leptobryum　 sp・　contained　 2-8
species　 within　 a　count　 of　500,　 with　 a　Simpson's　 1-D　 of　O.008-0.573,　 whereas　 each　 of　 nine　 samples
with　 L(tptobり2uM　 sp.　 contained　 3-12　 species,　 with　 a　1-D　 of　O.074-0.696.
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深 さ の 異 な る2つ の 塩 湖 に お け る 微 生 物 群 集 の 鉛 直 構 造
Vertical　 structure　 of　microbial　 communities　 in　two　saline　lakes
木 村 成 子 ・伴 修 平(滋 賀 県 立 大 学)、 伊 村 智 ・工 藤 栄(極 地 研 究 所)、
松 崎 雅 広(広 島 大 学)
Shigeko　 Kimura,　 Syuhei　 Ban　 (University　 of　Shiga　Prefecture),　 Satoshi　Imura,　Sakae　 Kudo　 (NIPR),
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Masahiro　 Matsuzaki　 (Hiroshima　 University)
　 Vertical　 distribution　 of　bacteria,　 hetero-(HNF)　 and　 autotrophic　 nanof【agellates(ANF)　 were　 determined
with　 vertical　 profiles　 of　physical　 and　 chemical　 parameters　 in　two　 hypersaline　 lakes,　 Lakes　 Suribati-ike　 and
Hunazoko-ike　 in　Syowa　 Oasis,　 Antarctica　 in　January　 2004.　 Salinities　 reached　 to　21%　 and　 19%　 in　Lakes
Suribati-ike　 and　 Hunazoko-ike,　 respectivel)r.　 In　Lake　 Suribati-ike　 (max　 depth,　 31m)　 has　been　 recognized　 to
be　meromictic　 lake.　 In　the　present　 stud)㌧halocline　 was　 developed　 at　 1,　5　and　 10m.　 Nutrient　 concentrations
were　 under　 detection　 li㎡t　 in　the　upper　 10叫while　 increased　 with　 depth　 below　 10m　 reaching　 to　extremely
㎞gh　 concentration.　 Bacterial　 biomass　 increased　 below　 gm　 and　 showed　 a　distinct　 peak　 at　10m　 (560μgC/L)
・nd14m(590μgαL)・ANF'・bi・masssh・w・d・p・ ・㎡n・nt　 peak　 ・t　gm　 Thi・ 　bi・mass　 p・ak　 ・f　ANF　 m・y
partly　 explain　 the　bacterial　 distribution.　 In　Lake　 Hunazoko-ike　 (max　 depth,　 7m),　 halocline　 was　 developed
at　lm　 and　 the　lake　 water　 was　 stratified.　 NH4-N,　 NO3-N　 and　 NO2-N　 concentrations　 reached　 to　4.1,　 11　 and
2.2pM,　 respectively　 Bacterial　 biomass　 increased　 with　 depth　 and　 reached　 to　 87μgC/L　 at　 5m.　 ANF's
biomass　 showed　 a　distinct　 peak　 (4.5μgCπ ・)　at　3m　 Vertical　 structure　 of　the　water　 column　 between　 the　two
lakes　 caused　 by　 the　different　 depth　 of　the　basin　 may　 result　 in　the　difference　 in　the　biomass　 and　 the　vertical
structure　 of　microbial　 communities　 between　 the　two　 lakes.
昭和オアシス には、塩分 、栄養状態、深度などの異なる様 々な湖が存在 しているが、それ ら湖沼の
中には、塩分が海水の7倍 に達する塩湖がある。スカル ブスネスに位置するす りば ち池 と舟底池
は、塩分 がそれぞれ21%と19%に 達する塩湖である。 この2湖 沼 において、鉛直的な微生物群
集構造を調べた。す りばち池は、最大水深が31mと 深 く、10m以 深に永久停滞層の存在が知 ら
れている。調査時、水深1m、5mと10mに 顕著な塩分躍層がみ られた。この成層構造 に対応 し
て、水温は1mで10℃ まで上昇するが、5mで は1.7℃ とな り、9.5mで は13.5℃ まで再び増加 し
た・そ して、栄養塩濃度は9m以 浅ではほとんどが0.5μM以 下であったが、10m以 深では リン酸
態 リンお よびア ンモニア態窒素濃度がそれぞれ68お よび480μMま で増加 した。バクテ リア生物
量は、4m以 浅で40μgL以 下 であったが、9m以 深で急激 に増加 し10mと14mに それぞれ
560μgC/Lと590μgCILに 達するピークが見 られた。一方、　ANF生 物量(主 にD〃narie}laと 考
え られる)は 、9mに 顕著 なピークを示 し490μgC/Lに 達 した。10mで のバ クテ リア生物量のピ
ークは、このANFの 分布に関係 していると思われ る。一方、舟底池は最大水深7mと 浅 く、永久
停滞層 はない。調査時、水 深1mに 塩分躍層がみ られ、成層構造が認め られた。ア ンモニア態窒
素濃度、硝酸態窒素濃度、亜硝酸態窒素濃度はそれぞれ4.1、11、2.2μMに 達した。バ クテ リア生
物量は深度に伴 って増加 し、湖底付近では87μgC/Lに 達 した。　ANF生 物量(主 にDαnariθ!la)
は、3mに 顕著なピークを示 し4.5μgC/1・であ った。す りばち池 と舟底池の間には、深 さに起 因 し
て成層構造に違いが認め られ、 これが生物のバイオマスお よび鉛直構造 に違いをもたらしたもの
と考え られた。
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南極の岩石内微生物群より分離 した単細胞緑藻の系統
Phylogeny　 ofunicellular　 green　 algae　 isolated　 from　 cryptoendolithic
　 　 　 　 　 　 　 microbial　 communities　 in　Antarctica
山 沖 和 之 、 今 井 正 江(東 京 理 科 大 学)、 井 上 源 喜(大 要 女 子 人 学)、 長 島 秀 行(東 京 理 科 大 学)
　 Kazuyuki　 Yamaoki,　 Masae　 Imai　 (Tokyo　 University　 of　Science),　 Genki　 Inoue　 Matsumoto
　 　 (Otsuma　 Women's　 University),　 Hideyuki　 Nagashima　 (Tokyo　 University　 of　Science)
T㎏o　 unicellular　 green　 algae,　 ChloreZla　 sp.　 strain　 A789-12　 and　 5「砒 力ooo6cz18　 sP.　 strain　 A789'13
isolated　 from　 the　 McMurdo　 Dry　 Valleys,　 Antarctica,　 have　 freeze-tolerance　properties.
Phylogenetic　 analysis　 based　 on　 l8S　 rRNA　 gene　 of　 these　 a}gae　 shows　 that　 strain　 A789'12　 is
closely　 related　 to　 Ch!ore/la　 vu!garis　 or　 C.　 80ro左 加 協 力a　 and　 strain　 A789-13　 is　closely　 related　 to
.Stichococcu,s　 baciljarig.　 .
「は じめ に」
これ まで、 当研 究 室 にお いて、 南極 人 陸 の ドラ イヴ ア レー 地域 の岩 石 表層 か ら分 離 した 単細胞
緑 藻Ch!orei1∂A789-12株 と　Stichococous　 A789-13株 を、 プ ログ ラム フ リーザ ー を用 い て各種 速
度で 凍 結、 融解 し、 そ の耐凍性 につ いて研 究 を行 って きた。 その 結果 、 凍結 ・融解 速 度 が速 い ほ
ど、処理後 の培 養 に よる回復 率が 高い こ と、また 、-30℃ まで 凍 結耐性 が あ る こ とを明 らか に した。
そ れに 対 し、 温 帯産 の緑藻 ク ロレラ　Chlorell∂ 　vuig∂ris　C-135株 では 、-20℃ の 凍結 処理 に よ り
ほ とん ど活性 を失 い、 南極 産緑藻 に比べ て凍 結 耐性 が弱 い こ とが分 か った。 しか し、 材料 と して
用 いた 藻類 の属 名 は形態 学 的観察 に よって仮 に同定 して い るのみ で あ る。 そ こで 、 今 回、使 用株
よ り細 胞核DNAを 抽 出 し、 真核 藻類 の分 子 系統 に最 も広 く使 われ てい る18SrRNA遺 伝 子 の塩 基 配
列 を決 定 し、 これ らの種 名 とその 系統 につ いて検 討 を行 っ た。
「結果 と考 察 」
種 の 同定 は、DNAデ ー タベー ス上 のホ モ ロ ジー検 索 に よ り、 近縁 の 藻類 の18SrDNA配 列 デ ー
さいゆうほう
タ を集 め、 近 隣結合 法　(Neighbor　 Joining　 Method)　 お よび最尤 法　(Maximum　 Like!ihood　 Method)
に よる分 子系統 樹 を作成 する こ とに よ り行 った 。 その結 果 、A789-12株 につ いて は 単細 胞緑 藻 の
Chlorella　 vu!garis、 または、　C.sorokiBianaに 近縁 と考 え られ た。 一方、A789-13株 にっ い て
は、部 分塩 基 配列 を比 較 した結 果、 すで に報告 されて い る南極 産　Stichococcus　 b∂cill∂ris　S-3
株 と高 い相 同性 を示 した こ とか ら、単 細胞 緑藻 のSt/chococcus　 b∂cil!∂risと 考 え られ た。現 在 、
細胞形 態 の観 察 と合 わ せて 、 さ らに詳細 な種 の 同定 と、 南極 産 とそれ 以外 の 地域 に分布 す る藻 類
との系統 関係 につ いて検 討 してい る。
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南 極 す り ば ち 池 の 真 核 微 生 物 群 集
Eukaryotic　 microbial　 diversity　 of　Lake　 Suribati,　 Antarctica
〇 三 宅 絵 理 ・澤 辺 智 雄 ・大 内 真 理 子 ・堀 口 健 雄(北 海 道 大 学)
・松 崎 雅 広(広 島 大 学)・ 伊 村 智(極 地 研)
　 　 Eri　Miyake,　 Tomoo　 Sawabe,　 Mariko　 Ohuchi,　 Takeo　 Horiguchi　 1,
　 　 　 　 　 　 　 　Masahiro　 Matsuzaki　 2,　Satoshi　Imura　 3
1　H
okkaido　 University,　 2　Hiroshima　 University,　 3　NIPR
　 　 　 　 Eukaryotic　 diversity　 of　 Lake　 Suribati,　 Antarctica,　 which　 is　a　hypersaline　 meromictic　 lake,
was　 estimated　 using　 18S　 rDNA　 clone　 library　 methods.　 Microbial　 community　 DNA　 was　 extracted
丘om　 lake　 water　 samples　 collected　 at　5m　 and　 llm　 depth　 on　 7　January,　 2004.　 Eukaryotic　 18S　 rDNAs
were　 amplified　 using　 universal　 primer　 set　 for　 Eu眈 り)αand　 cloned　 into　 TOPO　 TA　 cloning　 vector
(Invitrogen).　 A　 set　 of　 clonc　 library　 was　 constructed　 fbr　 analyzing　 eukaryotic　 diversity　 of　 5m　 and
llm　 samples・ 　Partial　 (900bp)　 sequences　 from　 5'　 termini　 of　 18S　 rDNA　 sequence　 of　 both　 set　 of
clones　 were　 determined・ 　The　 phylogenetic　 analysis　 revealed　 variety　 of　 eukaryotic　 lineages　 in　both
samples;　 major　 phylotype　 estimated　 in　 5m　 sample　 was　 Chaetoceros-related　Bacillariophyta,　 and
those　 in　 llm　 sample　 was　 1)　 Chaetoceros-related　Bacillariophyta,　 2)　 Dunaliella　 sa励a-related
Chlorophyceae,　3)　 Chrysophyceae-related　stramenopiles,　4)　 Caecitellus　 parvulus-related
Bicosoecida,　 5)　 、Monosiga　 brevicollis　 related　 Codonosigidae.　Diatom　 cells　 sharing　 a　Chaetoceros
morphology　 in　the　 5m　 lake　 water　 was　 observed　 by　 means　 of　 light　 microscopy　 and　 scanning　 electron
mlc「oscopy・
高 塩 分 部 分 循 環 湖 で あ るす りば ち池 の 微 生 物 群 集 構 造 の 特 徴 を、 培養 に依 存 せ ず細 菌 群
集 構 造 の推 定 が 可 能 な18S　 rDNAク ロー ンラ イ ブ ラ リー 法 を用 い て解 析 した 。2004年1月
7日 に す りば ち池 の 水 深5mお よび11mで 採 取 した湖 水 試料 か ら微 生 物 コ ミュ ニ テ ィー
DNAを 抽 出 した 。このDNAを 鋳 型 に して 増 幅 したEukaryaの18S　 rDNAをTOPO　 TAク ロ
ー ニ ン グベ クタ ー(pCR4ベ ク ター、　Invitrogen)に ク ロー ン化 し、南極 す りば ち池 の 真核 微 生
物18S　 rDNAク ロー ンラ イ ブ ラ リー を構 築 した。5mお よび11m試 料 の ク ロー ン ライ ブ ラ リ
ー の 中 か ら、そ れ ぞれ52お よ び42ク ロー ン を無 作 為 に選 び、18SrRNA遺 伝 子 の5'末 端 側
約900bpの 塩 基 配 列 を決 定 した 。 これ らの ク ロー ン につ い て 分 子 系統 解 析 を行 っ た結 果 、
す りば ち池 の5m試 料 か らは、　Chaetocerosに 近 縁 な 珪 藻 の 存 在 が示 唆 され た 。 ま た、11m
試 料 か らは、①Chaet・cer・sに 近 縁 な珪 藻 ②・Dunaliellasalinaに 近 縁 な緑 藻 、③Chrys・phyceae
に属 す る真核 生 物 、④Cαecitellusparvulusに 近 縁 な鞭 毛 虫 、⑤M・n・siga　brevic・llisに近 縁 な
襟 鞭 毛 虫 の 存在 が 示 唆 され た。 また、 光学 お よび走 査 型 電 子 顕 微 鏡 で、 す りば ち池5m試
料 か ら、　Chaetoceros様 細 胞 が観 察 され た 。
一74一
PT-18
湖底堆積物コア中の有機成分による南極昭和オアシスのB-3池 およびB-4池 における
過去3400年 間の環境変動と生物組成変動に関する研究
Studies　 on　 enviro㎜ental　 and　 biological　 changes　 in　 the　 last　 3400　 years　 in　 Lakes　 B-3　 1ke
and　 B-4　 1ke　 of　 Syowa　 Oasis　 in　 Antarctica　 inferred　 from　 organic　 components　 in　 sediment　 cores
井 上 源 喜(大 要 女 子 大 学),小 林 智 恵 子 ・竹 村 哲 雄(東 京 理 科 大 学),伊 村 智 ・神 田 啓 史(極 地 研)
　　　　　　　　　　Genki　 Inoue　 Matsumoto　 (Otsuma　 Womens's　 Univ.),　 Chieko　 Kobayashi,
　　　　　　Tetsuo　 Takemura　 (Tokyo　 Univ.　 Sci.),　 Satoshi　 Imura　 and　 Hiroshi　 Kanda　 (NIPR)
　 Organic　 components　 in　 sediment　 cores　 from　 Lakes　 B-3　 1ke　 (length　 48　 cm,　 tentative　 name)　 and
B-4　 1ke　 (1ength　 36　 cm,　 tentative　 name)　 at　Skarvsnes　 of　 Syowa　 Oasis　 in　Antarctica　 were　 studied　 to
clarify　 their　 features　 in　relation　 to　 changes　 in　biological　 composition　 and　 paleoenvironmcnt,　along
with　 carbon-14　 AMS　 dating.　 The　 ages　 of　core　 bottoms　 of　 Lakes　 B-3　 1kc　 and　 B-4　 1ke　 were　 estimated
to　be　 3400　 and　 580　 years　 before　 present　 (yBP),　 respectively.　 The　 sedimentation　 rates　 of　 Lakes　 B-3
1ke　 and　 B-4　 1ke　 were　 calculated　 to　 be　 71　 and　 l3　 years/cm,　 respectively.The　 sediment　 cores　 were
composed　 of　 cyanobacterial　 and　 moss　 debris　 togethcr　 with　 large　 variety　 of　 sandy　 materials.
Extrcmely　 high　 TOC/TN　 ratios　 at　depths　 of　9,　15　 and　 19　 cm　 in　Lake　 B-3　 1ke　 strongly　 suggests　 high
abundance　 of　 moss　 vegctation.　 Biological　 features　 and　 analytical　 results　 of　 hydrocarbons,　 fatty
acids　 and　 sterols　 in　Lakes　 B-3　 1ke　 and　 B-4　 1ke　 sediment　 corcs　 will　 be　 discussed　 at　the　 symposium.
南極大陸 などの極域は地球 温暖化 などの環境 変動が顕著 に現 れる地域 である.本 研究 では,南 極 の 昭和オ
アシス ・スカル ブスネスのB-3池(200x50m,仮称)お よびB-4池(150x50m,仮称)よ り採取 された
堆積物 コアの全有機炭素(TOC),全 窒素(TN),全 炭素(TC),全 硫 黄(TS)な らび にバ イオマーカー(炭 化
水素,脂 肪酸,ス テ ロール)の 特徴 を明 らかにする とともに,　AMS法(14C)に よ り年代測定 を行 った.こ れ ら
の結 果を基 に,南 極の昭和 オア シスにお ける生物組成の変化お よび古環境 変動 を解析 するための基礎 的検討
を行 った.
TOC,　TN,　TSはNCS自 動元素分析 計　(Fisons　 NA　2500　Automatic　 Elemental　 Analyzer)　 で測定 した.試 料
中の炭化水素,脂 肪酸 お よびステ ロール の分析は,Matsumotoetal.(1979,1982)の方法に準 じて行 った.
炭化 水素,脂 肪酸お よびステ ロール は,　JEOL　JMS　Automass　 l50　GC/MSで 同定定量 した.な お,　AMS法 に よる
年代 測定は,(株)地 球科学研 究所 に委 託 して行 った.
B-3池(コ ァ長48cm)お よびB-4池(コ ア長36cm)の コアボ トム の堆積 年代 は,そ れ ぞれ3400お よび
580年 前が得 られた.B-3池 お よびB-4池 の堆積速度は,そ れ ぞれ71お よび13　 years/cmと 見積 も られ る.
B-4池 の堆積速度 はB-3池 の5倍 以 上で あ るが,両 池にお ける風送塵 の供給量 や シア ノバクテ リアル マ ッ ト
の成 長速度 に関す る検討が必要で ある.
B-3池 堆積物コアのTOC濃 度 は1.515.6%と 大 き く変動 した.こ れ らの堆積層 は大部分が有機物 か ら構成
され る部分 と土砂 を含 む部分 が 交互 に堆積 してい るこ とが明 らか にな った.ま た,B-3池 の堆積 物 コアの
TOC/TN比 は9.9122と 大 き く異 なる.TOC濃 度の高 い層 はTOC/TN比 が小 さ く,逆 にTOC濃 度 の低 い層はTOC/TN
比が大 きかった.こ れ らの値が10程 度 の層 は主 と して シアノバ クテ リアのみか ら成 るが,20以 上の層 は主
として コケか ら構成 され てい ると推 定 され る.シ ア ノバ クテ リアの繁殖 が盛ん な時 期には,相 対 的にコケ植
物の寄与が減少 してい るもの と考 え られ る.
B-4池 の堆積 物コアのTOC濃 度 は,3.017.1%で 大 き く変動 し,B-3池 と同様 に大部分が有機物 か ら構成 さ
れ る部分 と土砂 を含む部分が交互 に堆積 して いることが 明 らかにな った.ま た,B-4池 の堆積 物 コアのTOC/TN
比は,11.322.8と 大 きく異な る.B-3池 と同様 にTOC濃 度が高 い層 はTOC/TN比 が さ く,逆 にTOC濃 度 が低
い層はTOC/TN比 が大 き く,シ アノバ クテ リアの繁殖が これ らの値 を支配 してい るもの と思われ る.す なわ ち,
TOC濃 度が低い層で はコケ植 物が主体 となるが,有 機 物 の生産 が増 加 するのは 主 と して シア ノバ クテ リアの
繁殖 を反映すると言 えよう.
本 シンポジ ウムで は,B-3池 お よびB-4池 堆積物 コアの炭化水 素,脂 肪酸 お よび ステ ロール の分析 結 果お
よび生物学的特徴 について も報告 する予定で ある.
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南 極 リ ュ ヅ オ ・ホ ル ム 湾 露 岩 域 の 内 水 面 に お け る 溶 存 メ タ ン お よ び
氷 盤 気 泡 中 メ タ ン ガ ス
　Dissolved　 methane　 in　water　 and　 methane　 gas　 concentrations　 in　bubbles
suspended　 in　ice　on　lakes　 along　 eastern　 LUtzow-Holm　 Bay　 in　Antarctica
佐 々 木 正 史 、 遠 藤 登(北 見 工 大)、 伊 村 智 、 工 藤 栄(極 地 研)
　 　 　 　 　 Sasaki,　 M.,　 Endoh,　 N.　(Kitami　 Institute　 of　Tchnology),
　 　　 　 Imura,　 S.,　Kudoh,　 S.　(National　 Institute　 of　Polar　 Research)
　 There　 are　 many　 lakes　 on　 rocky　 areas　 along　 eastern　 shore　 of　 LUtzow-Holm　 Bay　 in
Antarctica.　 Since　 there　 exists　 vegetation　 of　 mosses　 and　 algae　 on　 the　 lake　 floors,　 it　is　 no
wonder　 that　 methane　 production　 caused　 by　 activities　 of　 bacteria　 on　 the　 floors　 is　usually　 fbund
even　 in　winter.　 Observations　 of　 dissolved　 methane　 in　various　 lakes　 during　 open-water　 seasons
(2003-2004,　 2004-2005)　 and　 in　winter　 season　 when　 ice　 covered　 the　 lake　 surface　 (2004)　 were
carried　 out.　 In　 the　 surface　 ice,　 a　lot　of　 bubble　 rows　 were　 found　 frequently.　 The　 methane　 gas
concentrations　 in　the　 bubbles　 were　 also　 analyzed.　 Waters　 and　 bubbles　 were　 sampled　 at　more
than　 twenty　 lakes　 in　Ongul　 Islands,　 Langhovde,　 Skarvsnes　 and　 Skallen　 areas.　 In　 open.water
seasons,　 dissolved　 methane　 concentrations　 at　 the　 lake　 surface　 were　 greater　 (sometimes
hundreds　 times)　 than　 the　 equilibrium　 level　 to　atmospheric　 concentrations　 (around　 1.7　 PPm)　 in
almost　 all　 lakes.　 The　 results　 showed　 that　 methane　 was　 released　 to　 atmosphere　 from　 the
surface　 of　 those　 lakes.　 Smell　 of　 H2S　 and　 extremely　 low　 dissolved　 oxygen　 concentrations　 were
always　 fbund　 in　 saline　 lakes・ 　 Though　 dissolved　 methane　 anomalies　 were　 also　 observed
generally　 in　those　 saline　 lakes,　 the　 concentrations　 at　 the　 surface　 were　 not　 always　 so　 high,
perhaps　 because　 of　 strong　 stratifications　 caused　 by　 salt.　 More　 than　 ten　 percent　 of　 methane　 gas
concentrations　 were　 found　 in　 the　 bubble　 gases　 which　 were　 suspended　 in　 the　 ice.　 Lake
characteristics　 in　 methane,　 i.e.　 seasonal　 and　 annual　 changes　 in　 dissolved　 methane
concentrations　 and　 methane　 gas　 contents　 in　ice　 bubbles　 were　 individual,　 so　 that　 continuous
observations　 for　 each　 lake　 should　 be　 required　 in　the　 fUture.
昭和基地のある南極 リュツオ ・ホルム湾東岸 には、いわゆる昭和オアシスと呼 ばれる露岩 域があり、
夏期は殆どが開水 面となる多数の湖沼群が点在する。多くの湖底 ではコケ植物や藻類を中心とす る
生態 系が構 築されてお り、これ に付随す る生物 活動に伴って活発 にメタンが生産されている。本報
では、第45次 日本南極 地域観測 隊(JARE45)に おける調査を中心に、開水期お よび結氷 期の湖水
の溶存メタン濃度 、また氷盤 中に固定されている気泡 中のメタンガス濃度 を分析した結果を報告す
る。
観測 はオングル諸島 、ラングホブデ、スカル ブスネスおよびスカー レンの各地域 で合計20以 上の
湖沼 について実施 した。夏期 の開水期(JARE45,46)に おいて、殆どの表層溶存メタン濃度 は大気
中メタン濃度に対する平衡濃 度を超 えてお り、しばしば平衡濃 度の100倍 以上の溶存濃度 が観測さ
れた。これらの湖沼からは大気 に活発 にメタンガスを放出していると考えられる。高塩 分濃 度の塩湖
の場合 には湖水はほぼ例外 なく硫化 水素臭を伴い、かつ溶 存酸素の顕著な低レベルが認 められた。
一般 に中層 ～湖 底 にか けて非常 に高い溶存メタン異常を呈すものの、強 い成層化のためか表 層 は
必ず しも高濃度ではない場合もあった。
冬期結氷期(JARE45)に は表層 の氷 盤 中に固定されている気泡 群がしばしば観察された。気泡
中ガスのメタン濃度 を分 析したところ、10%を 超える高濃度 のメタンが検 出される場合(ス カル ブスネ
ス親子池 、西オングル 島東裏 池、大池)が あった。これ らの気 泡群 中ガスは氷盤融解期 にその殆 ど
が大気 に放 出されるものと考 えられ、大気 中メタンガス濃度 に影響 を及 ぼす可能性 がある。
溶存メタン濃度およびその年 較差や気泡 中メタン濃度レベル は湖 沼によって著 しく個別的 であり、
今 後とも継続的な観 測が必要である。
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昭 和 基 地 周 辺 に お け る蘇 類 分 布 と周 辺 微 環 境 の 関 係 評 価
Estimation　 of　relationship　 between　 moss　 distribution　 and　 microhabitat
　　 　 　　 　　 　 　　 in　the　vicinity　 of　Syowa　 Station
奥 田将 己 ★(総 研 大 ・統 計 科 学 専 攻)伊 村 智 ・神 田 啓 史(国 立 極 地 研 究 所)
M.　 Okuda"(Statistical　 Sci.,　The　 Graduate　 Univ.　 forAdvanced　 Studies),
　 　 S.　Imura　 and　 H.　Kanda　 (National　 Institute　 of　Polar　 Research)
　 For　 quantitative　 estimation　 of　moss　 microhabitat,　 we　 assumed　 that　 some　 environmental　factors
are　 innuenced　 by　 topographic　 relief　 (1　mm　 measure)　 and　 distribution　 of　rock　 chink　 and　 water,　 and
estimated　 relationship　 between　 those　 elements　 and　 moss　 distribution.　 Caus(≧ 　of出at　 there　 is
scarcely　 possibility　 of　 lager　 plants　 invading,　 quadrat　 data　 of　 moss　 population　 in　 the　 vicinity　 of
Syowa　 Station　 in　East　 Antarctica　 were　 used　 fbr　analysis　 objects.　 Wide　 and　 sparse　 population　 areas
were　 selected　 fbr　 study　 sit疋}s.　At　 each　 study　 site,　 4m×4m　 plot　 and　 400　 points　 of　20cm×20cm　 grids
were　 set,　observation　 of　moss　 coverage　 and　 ground　 condition　 at　each　 gri(1,　survey　 by　 Total　 Station　 at
central　 point　 of　each　 grid　 were　 carried　 out.　 For　 example　 of　statistical　 analysis,　 at　 sandy　 sites　 with
gentle　 slope,　 an　 approximate　 feature　 of　 topographic　 relief　 was　 estimated　 by　 regression　 of　 1～4
dimensional　 surfaces,　 and　 the　 relationship　 between　 moss　 coverage　 and　 residual　 of　the　 estimated
feature　 from　 observed　 value　 was　 investigated.　 In　 this　 work,　 in　 the　 case　 of　 using　 ldimentional
surface　 as　standard,　 the　 best-fitted　 model　 suggested　 the　 existence　 of　relationship　 between　 the　 two
factors.　 At　 analysis　 of　relationship　 between　 moss　 distribution　 and　 structure　 of　neighbor　 grid,　 there
was　 scarcely　 direct　 effect　 from　 rock　 distribution　 to　moss　 distribution,　 and　 there　 was　 different　 effect
from　 pool　 distribution　 to　moss　 distribution　 by　 the　 whole　 plot　 structure.　 If　the　 whole　 plot　 structure
did　 not　 have　 affluent　 water,　 it　suggeste(l　 that　 pool　 is　critical　 fbr　 moss　 (listribution.
コケの微細な生育環境 を定量的に判断するために、局所 的な気温や水の流れな ど環境要因の一部が地
面の起伏(lmmオ ーダー)や 岩石 ・水たま りなどの分布によって左右 され るものと考 え、それ らとコケ
の分布を照 らし合わせて評価 を行った。評価対象の実デー タとして、コケ より大型の植物がほぼ侵入す
るこ とのない南極大陸昭和基地周辺の蘇類個体群の方形区デー タを利用 した。調査対象 にす る場所 は、
まば らなコケの分布が広範囲に渡って広がっている所 を選んだ。方形区は1ヵ 所の調査地 につ き4m×
4m、 その中に400点 の20cm×20cmの 小区画を設定 し、各 区画のコケの被度や地形状態の 目視観測 と、
区画 の中心点を対象 にした トー タルステーションによる地形測量を行 った。評価方法の例 として、緩い
傾斜 の砂地の調査区において地形を1～4次 式の面で回帰することでおお まかな特徴 を推定 した後実測
地 との残差を取 り、その+一 とコケの被度との関係を見 ることで地形の状態によるコケの分布を評価 し
た。この作業においては1次 平面を抜き出 した場合 に変数間の関連があるモデルの適合性 が良 く、状況
の説明に適切であることが示唆 された。また隣接す る区画の情報か ら対象区画のコケの分布 を判断する
解析 では、岩石の分布がコケの分布に直接与える影響はほ とん どな く、水 たまりの分布が与える影響は
調査 地全体の水環境により異なるという結果が得 られた。調査区全体の水分がさほ ど豊富でない場合に
限 り、水 たま りのある場所がコケの生えやすい状況 として評価で きるということが示唆された。
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コ ラ ー ゲ ン 人 工 皮 膚 を 用 い た 南 極 で の 紫 外 線 曝 露 の 研 究
A　study　 of　ultra・violet　 exposu　 re　using　 the　col]agen　 anificial　 skin　 in　Antarctica
高 橋 哲 也*1,大 谷 修 司*1,神 田 啓 史 ‡2,伊 村 智'2,工 藤 栄'2,入 江 伸 吉*3,服 部 俊 治'3,田 中 啓 友'3,
'1島 根 大 学 教 育 学 部
,'2国 立 極 地 研 究 所,*3(財)日 本 皮 革 研 究 所/(株)ニ ッヒ バ イオマトリックス研 究 所
Tetsuya　 Takahashi'i,　 Shuji　 Ohtanゴ1,　 Hiroshi　 Kanda*2,　 Satoshi　 Imura'2,　 Sakae　 Kudoh'2,　 Shinkichi　 Irie'3,
Shunji　 Hattori'3　 and　 Keisuke　 Tanaka'3,　 'iFaculty　 of　Education,　 Shimane　 University,　 *2National　 Institute　 of
　 　 　 Polar　 Research,　 '3Japan　 Institute　 of　Leather　 Reseach/Nippi　 Research　 Institute　 of　Biomatrix
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　 The　 ozone　 holes　 appeared　 in　Antarctica　 due　 to　the　release　 of　Freon　 (chlorofiuorocarbon)　 gas,　resulting　 in　an
increase　 in　ultraviolet　 irradiation.　 As　 for　the　Antarctica　 of　the　midsummer,　 it　knows　 that　there　 are　more　 amounts
of　the　total　ultraviolet　 rays　 than　 the　equator.　 In　this　study,　 various　 UV-shielding　 fabrics　 with　 the　addition　 of　UV
protection　 agents　 such　 as　titanium　 oxide　 were　 prepared　 in　order　 to　protect　 the　human　 body丘om　 dangerous　 UV
rays.　 The　 cross　 section　 shape　 of　the　 fiber　was　 varied.　 In　addition,　 the　artificial　 skin　 (collagen　 sheets)　 simulating
the　 human　 skin　 was　 prepared.　 Laminated　 sheets　 made　 of　the　 UV-shielding　 fabrics　 and　 collagen　 sheet　 were
exposed　 in　Antarctica　 fbr　30　 days　 in　summer　 (late　December　 2004　 -　late　January　 2005).　 Specimens　 were　 set　fbr
exposing　 in　the　two　 directions,　 overhead　 (perpendicular)　 direction　 and　 horizontal　 direction.
　 Each　 collagen　 sheet　 after　exposure　 was　 extracted　 with　 aqueous　 acetic　 acid　 solution,　 and　 the　coloring　 degree
of　the　 extract　 after　 treating　 with　 ninhydrin　 solution　 was　 measured　 at　570　 nm・ 　In　 addition,　the　 changes　 of
collagen　 molecule　 chains　 were　 examined　 with　 electrophoresis.　 The　 result　 revealed　 that　 the　 collagen　 sheets
covered　 with　 the　U～Lshielding　 fabrics　 showed　 good　 UV　 protection　 effect.　 When　 the　UV-shielding　 fabrics　 with
the　additi・n　 ・f　tit・nium　 ・xid・　0・3Wt%　 w・ ・　u・ed　 th・　ninhyd・in　 ・eacti・n　 ・・1・・i・g　・f　th・　c・ll・g・n　・heet・　w・ ・
mostly　 suppressed.　 In　comparison　 of　the　 fiber　cross-section　 shape,　 the　fibers　 with　 trilobal　 cross　 section　 showed
smaller　 damage　 of　UV　 rays　 against　 the　collagen　 sheets　 compared　 with　 the　fibers　 with　 circular　 cross　 section.
要 旨
フロ ンガスの放 出に よって南極で はオゾ ンホールが出現 し、紫外線照射量 が増 してい る。また、
真夏 の南極 は、 日照時 間や雪 の照 り返 し、空気の清浄 さに よ り、赤道 直下よ りも積 算紫 外線 量が
多 いこ とも知 られ てい る。本研究では危険 な紫外線 か ら人体 を守 るべ く、酸化 チタ ンな どの紫外
線防御剤 を添加 した種 々のUVカ ヅ ト織物 を作製 した。そ の際、繊維 の断面形状 も変化 させた。
また、 人間の皮膚 を想定 して人工皮膚(コ ラー ゲ ンシー ト)も 作 製 した。真夏の南極 にて 、　uv
カ ッ ト素材 とコラー ゲ ンシー トを貼合わせて・30日間曝露 したCO4年12月 下旬 ～'05年1月 下旬)。
試料 を頭上 方向(垂直方 向)と水平方 向の2方 向にセ ヅ トして曝露 を行 った。
曝露後 のコラー ゲ ンシー トを酢酸水溶液で抽出 し、ニ ン ヒ ドリン溶液 を用いて抽出液 の570nm
にお け る発色度合 いを評価 した。 さらに、電気泳動 によってコラーゲ ン分子鎖の変化 についても
調べ た。その結果、紫外線 防御 剤 を添加 していない通常の織物 の場合 では、全 く覆 わな い場合 と
同程度 までコラー ゲ ンシー トにダメー ジを与えた。一方、　UVカ ヅ ト織物で コラーゲ ンシー トを
覆 った場合 には良 いUV防 御 効果 が認め られ、酸化 チ タン添加量 が0.3Wt%で もコラー ゲ ンシー
トの ニ ンヒ ドリン反応 の発色は抑制 され ることな どがわか った。 また、三 ヅ葉形断面の繊維 の方
が、丸断面の繊 維 に比べ てコラーゲ ンシー トに対す る紫外線 ダメージがかな り小 さ くな るこ とも
わ か った。
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Generating ecological indicators for studies in polar ecology
                Manfred  Bolter 
Institute for Polar Ecology, Christian-Albrechts-University Kiel, 
     Wischhofstr. 1-3, Bldg. 12 24148 Kiel, Germany
The search for ecological indicators is a main concern for programs in ecology. The numbers 
of parameters, which can be investigated, is endless, but its selection for individual programs 
depends on numerous restrictions. These are priorities of investigators, program tasks and lots 
of sometimes-arbitrary reasons. The evaluation of indicators, however, is necessary to test 
hypotheses as well as to generate new approaches to system analyses, and to present results to 
publics and/or further stakeholders. This paper presents some definitions of indicators from 
literature, and deals on the one hand with their evaluation by theoretical considerations of 
systems analyses. On the other hand, an approach derived from analyses by large data sets is 
presented. Examples show the changing importance of individual indicators for even similar 
systems and put emphasis on its correct use while interpretation of results and consequences 
for further studies and actions.
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       THE ANTARCTIC RUNNEL ALGAE 
Faradina Merican, Wan Mamah  W.0, Wan Asmadi WA & Mashhor Mansor 
                   School of Biological Sciences 
                  University Sains Malaysia, Penang.
                           Abstract 
The runnel of Reeve Hill, (66° 16.855'S,  110° 31.045'E) Casey Station, Antarctica 
which occurs intermittently only during the brief austral summer are colonized by 
microalgae dominated by Cyanobacteria mats and diatoms. A total of 22 microalgae 
species was recorded during the study. The upper runnel area was dominated by 
freshwater filamentous Cyanobacteria while the lower runnel with higher salinity 
readings showed total dominance of planktonic marine diatom species. The upper area 
was totally exposed to direct sunlight and the water was stagnant thus provides an ideal 
habitat for the members of the genus Oscillatoria to form cohesive mats on the bed of the 
runnel and showed total dominance in the freshwater area. The middle area however 
differ from the upper area. The middle runnel was completely covered in a tunnel and the 
water was slow flowing. This changes the algae community from filamentous 
Cyanobacteria to unicellular green algae,  Chlorococcum sp.. This green algae had shown 
great ability to survive and thrive in many different environmental conditions. 
Significant changes in species composition however was observed in the lower runnel 
sample. Due to intrusion of sea water, direct exposure to sunlight and the influence of sea 
current, species community in the area consists mainly of one family, the marine 
planktonic Bacillariophycea. The most abundant species was the marine diatom, 
Corethron criophilum which was a common cold-water species. Other species detected 
included Flagilaria kerguelensis, Flagilaria linearis, Eucampia antarctica, Thalassiosira 
tumida., Pseudonitzschia lineola, Pseudonitzschia turgiduloides, Achnanthes brevipes 
and Odontella litigiosa. Results from the study indicated a distinct colonization pattern of 
algae throughout the runnel. Species composition showed distinct changes in colonization 
patterns along the salinity gradient, exposure to sunlight and water flow.
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LIPASE PRODUCING PSYCHROPHILIC MICROORGANISM ISOLATED 
                 FROM ANTARCTICA
Rashidah Abdul Rahim*, Nazalan Najimudin, Razip Samian and Koay Phaik Chin 
School of Biological Sciences, Universiti Sains Malaysia, 11800 Minden, Penang, 
                     MALAYS IA
     A psychrophilic microorganism  (PI12) producing a cold-adapted lipase upon 
growth at low temperature (5°C) was isolated from Antarctic sea water.  PI12 was 
screened for production of lipase by using medium which contained nutrient agar and 
lipase substrate, tributyrin, palm oil and olive oil, at 5°C. In the preliminary studies, 
lipase activity was determined by the titration method.  PI 12 grew in nutrient broth 
containing 1% (i/i) tributyrin and  0.1% (i/i) Tween 20, and 0.5% (i/i) olive oil and 0.1% 
(i/i) Tween 20. Lipase assay was carried out at 5°C and room temperature  (24+ 2°C) at pH 
7. The lipase activities in both tributyrin and olive oil broth media at 5°C were 0.75  U/ml 
and 0.017  U/ml, and the specific activities were 7.894 U/mg and 0.163 U/mg respectively. 
For the reaction at room temperature, the lipase activities in both tributyrin and olive oil 
broth media were 0.9  U/m1 and 0.183  U/ml whereas the specific activities were 9.474 
U/mg and 1.763 U/mg respectively. The molecular weight of  PI12 lipase was also 
estimated by natrium dodecyl sulfate- polyacrylamide gel electrophoresis (SDS-PAGE).
—81—
PT-25
Observation of Lichen at Casey Station and Esparanza Station
LATIFFAH ZAKARIA, FARADINA MERICAN, WAN MAZNAH WAN OMAR 
                AND MASHHOR MANSOR
Lichens are the dominant terrestrial flora that occupy most of the ice-free area in 
Antarctica. A lichen is a symbiosis association between fungi or mycobion, and either a 
green algae or a cyanobacterium, known as the photobiont. Lichens thallus can be 
divided into 3 types, crustose, foliose and fructicose. All the 3 thallus types are found in 
Antarctica. The  thallus are very sturdy and attached strongly to the substrate. Thus, the 
lichens can withstand strong wind and low temperature. From the observation of lichen 
vegetation at Bailey Peninsula and Reeve Hills near Australian Casey Station, lichens 
were found on rocks, soil and encrusted in moss. Many are dark-colored. Three genera of 
lichen were noted i.e Umbilicaria, Usnea, and Buellia.. Lichens at Argentinian 
Esparanza Station were identified as Heppia sp., Coloplaca sp, Physcia sp, Tononia sp. 
and Cornicularia sp. The lichens are found embedded in snow, attached to a bone and on 
pebbles.
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南極湖沼における潜水観測
Paradise　 in　Cold　 Desert　 -　SCUBA　 Diving　 Report　 in　Antarctic　 Lakes
伊 村 智 ・工 藤 栄(極 地 研)・ 瀬 戸 浩 二(島 根 大)
　　 Imura,　 S.,　Kudoh,　 S.　(National　 Institute　 of　Polar　 Research),
　　 　　 　 　　 　 　　 　 Seto,　 K・　(Shimane　 Univ・)
　 Tb　 investigate　 the　 vegetation,　 sediments,　 activity　 of　 photosynthesis　in　 Antarctic　 lakes,
SCUBA　 diving　 were　 carried　 out　 in　fbur　 lakes,　 during　 two　 austral　 summer,　 2003-2004　 (JARE
バ
45)　 and　 2004-2005　 (JARE　 46).　 0-ike　 in　 West　 Ongul　 lsland　 is　freshwater,　 12　 m　 depth　 in
maximum,　 and　 dominated　 by　 cyanobactcria　 and　 algae.　 Vegetation　 structure　 of　benthic　 algal
colonies　 was　 observed　 in　 dctail.　 Namazu　 Ike　 in　 Skarvsnes　 is　 freshwater,　 20　 m　 depth　 in
maximum,　 and　 dominated　 by　 mosses,　 cyanobacteria　 and　 algae.　 Crest-like　 vegetation
structure　 was　 found　 all　over　 the　 lake　 bottom,　 looks　 like　 a　coniferous　 fbrest,　 and　 activity　 of
photosynthesis　 was　 measured　 directly.　 B-4　 1ke　 in　Skarvsnes　 is　also　 freshwater　 and　 only　 3　m
depth　 in　 maximum.　Distribution　 and　 structure　 of　 moss　 pillars　 (Kokebouzu)　were
investigated　 in　 detail,　 and　 activity　 of　 photosynthesis　was　 mea ured.　Suribati　 Ike　 is
hypersaline　 and　 stratified,　 32　 m　 depth　 in　 maximum,　 without　 prominent　 algal　 vegetation.
Sedimentation　 at　the　 deep,　 anoxic　 layer　 was　 studied.
　 All　 the　 diving　 operations　 were　 perfectly　 completed　 with　 no　 accident.　 We　 appreciate　 all
the　 supporting　 members　 of　 JARE　 45,　 46　 and　 the　 crew　 of　icebreaker　 ``Shirase",　 concerning　 the
prOJect・
第45次 、46次 日本南極地域観測隊の陸上生物グループでは、南極湖沼底の植生構造
と堆積状況の精査、および植物の光合成活性を明らかにする目的で、潜水調査を実施した。
調査対象湖沼は、45次 隊ではスカルブスネスのB-4池 となまず池、46次 隊ではスカルブス
ネスのすりばち池と西オングル島の大池とした。南極地域とはいえ、夏期の潜水行動では低
温による障害も発生せず、すべてのオペレーションは無事故で完遂された。ご支援をいただ
いた45次 、46次 観測隊、および観測船 「しらせ」乗員の皆様には感謝の意を表したい。
今回は特に、得られた映像資料を中心に紹介する。
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Session  II  :
Canadian Arctic Shelf Exchange Study
Introduction 
Oral Presentation 
Comment 
Poster Presentation
 13  :30-13  :50 
13:50-15:10 
 15:10-15:20 
 15:30-17:30
Get together Party  17:45-
9 December, Friday
Terrestrial Biology
studies in Antarctic lakes
Introduction 
Oral Presentation
10:00-10:20 
10:20-11:40
 Lunch/ Poster Presentation  11:40-13:00
Session  III-Special topics-
Oral Presentation 
Poster Session 
Oral Presentation 
Discussion
 13:00-15:00 
15:00-15:30 
15:30-16:30 
16:30-16:45
Closing Remarks 17:00
December 8 Thursday, 2005 
Opening Remarks: Director-General, 
Oral  Session  : Marine  Biology
NIPR
: JARE collaboration with  TR/V Umitaka Maru
10:00-10:05
Session I
Chairperson : Hirawake,  T. (NIPR)
Introduction 10:05-10:20 
      Collaborative study of the Antarctic Ocean with TRV UMITAKA MARU 
           Odate, T. (NIPR), Ishimaru, T. (Tokyo Univ. Mar. Sci. Tech.), Fukuchi, M. (NIPR),
OM-1
 OM-2
 OM-3
 OM-4
10:20-10:40 
Primary production of phytoplankton off the Syowa Station in January 2005 during the Umitaka maru 
cruise 
   Horimoto, N., Tomita, Y., Yamaguchi, Y. (Tokyo Univ. Mar. Sci. Tech.) 
10:40-11:00 
Spatial variability of zooplankton communities collected by RMT net  TR/V Umitaka-maru IV of the 
Antarctic Ocean, 2004/05 
    Shinagawa, M., Horimoto, N., Ishimaru, T. (Tokyo Univ. Mar. Sci. Tech.), 
   Kitamura, M. (JAMSTEC), Odate, T., Hirawake, T. (NIPR)
 11:00-11:20 
Comparison of DMS (P) distributions in the Southern Ocean 
   Kasamatsu, N., Odate, T. (NIPR), Nishita, C. (Nagoya Univ.), 
   Ishimaru, T. (Tokyo Univ. Mar.  Sci. Tech.), Fukuchi, M. (NIPR) 
11:20-11:40 
Pelagic fishes collected from Indian Ocean Sector, Southern Ocean by TRV Umitaka-Maru 
    Moteki, M., Ishimaru, T. (Tokyo Univ. Mar. Sci. Tech.)
11:40-13:30 Lunch
Session II : Canadian Arctic Shelf Exchange Study
Chairperson : Sasaki, H. (Senshu Univ. Ishinomaki)
Introduction  13:30-13:50 
      Canadian Arctic Shelf Exchange Study (CASES) 2003-2004: a brief overview. 
          Hattori, H. (Hokkaido Tokai Univ.), Sampei, M. (Laval Univ.), 
          Sasaki, H. (Senshu Univ. Ishinomaki), Fortier, L.  (Laval Univ.), Fukuchi, M. (NIPR)
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 OM-5
 OM-6
 OM-7
 OM-8
 13:50-14:10 
 Quantum yield of ice algae, surface phytoplankton, and sinking algae in the Arctic Ocean during 
 winter-spring period 
     Yamamoto, S., Ohi, N. (Soka Univ.), Fukuchi, M. (NIPR), Demers, S., 
    Gosselin, M. (Univ. of Quebec), Michel, C. (Freshwater Institute), Taguchi, S. (Soka Univ.) 
 14:10-14:30 
 Protozoa on the underside of sea-ice in the Amundsen Gulf of the Canadian Arctic (CASES, 2004) 
    Suzuki, T. (Nagasaki Univ.), Ota, T. (Senshu Univ. Ishinomaki), Yamamoto, S. (Soka Univ.), 
    Sampei, M. (NIPR), Hattori, H. (Hokkaido Tokai Univ.), Sasaki, H. (Senshu Univ. Ishinomaki), 
    Fukuchi, M. (NIPR) 
 14:30-14:50 
 Seasonal variation of microzooplankton growth potential in the Canadian Arctic (CASES2004) 
    Ota, T. (Senshu Univ. Ishinomaki), Suzuki, T. (Nagasaki Univ.), Sampei, M. (Laval Univ.), 
    Sasaki, H. (Senshu Univ.  Ishinomaki  ), Hattori, H. (Hokkaido Tokai Univ.), Fukuchi, M. (NIPR) 
 14:50-15:10
Seasonal variation of composition and biomass of sediment trap-collected swimmers in the Amundsen 
Gulf 
   Makabe, R., Sasaki, H. (Senshu Univ. Ishinomaki), Hattori, H. (Hokkaido Tokai Univ.), 
   Sampei, M. (Laval Univ.), Fukuchi, M. (NIPR)
Comment  15:10-15:20 
          Fukuchi, M. (NIPR)
15:20-15:30 Break
15:30-17:30 Marine Biology Poster Session
17:45- Reception
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Oral Session : Terrestrial Biology
Session III : Antarctic Lake Ecosstem I: Recent studies in Antarctic lakes
Chairperson : Kanda,H. (NIPR)
Introduction 10:05-10:20 
      Japanese Limnetic Research Project in Antarctica 
          Imura, S. (NIPR)
 OT-1
OT-2
10:20-11:00 
Coastal Antarctic lake sediments as archives of Late Quaternary environmental change – a case study 
from the Larsemann Hills, East Antarctica 
     Vyverman, W. (Ghent Univ., Belgium), Hodgson, D. A. (BAS), 
     Verleyen, E., Sabbe, K. (Ghent Univ., Belgium), Wilmotte, A. (Univ. Of Liege, Belgium) 
 11:00-11:40 
Community Dynamics in Antarctic Freshwater Environment 
    Ellis-Evans, C. (BAS, UK)
11:40-13:00 Lunch, Terrestrial Biology Poster Session
Session  III-S ecial  topics- Lake Suribati  ike, a  hyper saline ecosystem created blandlocked seawater
Chairperson : Imura, S. (NIPR)
 01-3
 OT-4
 OT-5
13:00-13:30 
Limnological features of Skarvsnes lakes, Syowa Oasis in east Antarctica 
   Kudoh, S. (NIPR) 
13:30-14:00 
Environmental feature and change in the hypersaline Lake Suribati, Skarvsnes, Antarctica 
   Seto, K. (Shimane Univ.), Sato,  T. (Hiroshima Univ.), Imura, S., Kudoh, S. (NIPR), 
   Imanaka, T. (Kyoto Univ.), Sakai, S. (JAMSTEC-IFREE), Uemura,  T. (NIPR), 
   Okuda, M. (Grad. Univ. Adv. St.) 
14:00-14:30 
Comparison of free-living and particle-attached bacterial communities in Lake Suribati, Antarctica 
   Miyake, E., Sawabe,  T. (Hokkaido Univ.), Matsuzaki, M. (Hiroshima Univ.), Imura, S. (NIPR), 
   Ban, S. (Univ. of Shiga Pref.)
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 OT-6 14:30-15:00 
Characteristics of plankton community structure in hyper-saline meromictic Lake Suribati Ike as 
compared with other freshwater lakes around Syowa Oasis. 
   Ban, S., Kimura, S. (Univ. of Shiga Pref.), Imura, S., Kudo, S. (NIPR), 
   Matsuzaki, M. (Hiroshima Univ.)
15:00-15:30 Break, Trrestrial Biology Poster Session 
 Chairperson : Kudoh S. (NIPR
 OT-7
 OT-8
15:30-16:00 
Analysis of bacteria which are capable of Dimethyl sulfoxide respiration from Suribachi Ike, Antarctica 
   Matsuzaki, M. (Hiroshima Univ.), Ban, S. (Univ. of Shiga Pref.), Kudoh, S., Imura, S. (NIPR), 
   Takahashi, Y. (Hiroshima Univ.) 
16:00-16:30 
Peptide D-amino acids in microorganisms isolated from Antarctic lacustrine samples 
   Nishikawa, Y., Naganuma, T. (Hiroshima Univ.), Imura, S., Kanda, H. (NIPR)
16:30-16:45 Discussion
17:00 Closing remarks
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Poster session: Marine Biolo
 PM-1
PM-2
PM-3
PM-4
 PM-5
PM-6
PM-7
PM-8
PM-9
 PM-10
 PM-11
PM-12
Australia-French-Japanese studies in the Southern Ocean in support of CAML/IPY 
    Fukuchi, M., Odate, T. (NIPR), Hosie, G. W. (AAD), Hirawake, T., Takahashi, K.T. (NIPR) 
Preliminary Report of the Japanese  R/V Kaiyo Maru Survey in the Ross Sea and 
Adjacent Waters, Antarctica in 2004/05 
    Naganobu, M., Taki, K., Hayashi, T. (NRIFSF) 
Trophic cascading in the Antarctic Polar frontal zone during Austral autumn 2005 
    Froneman, P. W., Allan, L. (Rhodes Univ.) 
Growth response of ice algal species Detonula Confervacea (Cleve) Gran to the low 
temperature in sea ice. 
    Yamashita, S., Suzuki, Y. (Kanagawa Univ.) 
Characterization of UV-absorbing pigments in ice algal communities 
     Kitashima, M., Mori, K., Suzuki, Y.,  Inoue, K. (Kanagawa Univ.) 
Size-fractionated primary productivity on the southeastern Bering Sea shelf, summer 2004 
    Shiomoto, A. (NRIFS) 
Productivity and optical characteristics of natural phytoplankton assemblages in the 
Southern Ocean in response to ultraviolet radiation. 
    Sandric Chee Yew Leong (Soka Univ.), Fukuchi, M. (NIPR) Taguchi, S. (Soka Univ.) 
Validation of SeaWiFS in the Southern Ocean 
    Hirawake, T. (NIPR), Kobayashi, H .(Yamanashi Univ.), Odate, T., Fukuchi, M. (NIPR) 
Material flux under seasonal sea ice at an offshore site in the Okhotsk Sea coast of 
northern Hokkaido Japan 
    Hiwatari, T. (NIES), Shirasawa, K., Fukamachi, Y. (Hokkaido Univ.), 
     Nagata, R. (Garinko Tower, Co.), Koshikawa, H., Kohata, K., Watanabe, M. (NIES) 
Seasonal variation of sediment trap-collected small zooplankton (swimmers) in the 
Amundsen Gulf 
     Ota, Y., Makabe, R., Sasaki, H. (Senshu Univ. Ishinomaki), 
    Hattori, H. (Hokkaido Tokai Univ.), Sampei, M.  (Laval Univ.), Fukuchi, M. (NIPR) 
Annual change in the community composition of surface zooplankton off Adelie land 
     Ono, A., Horimoto, N., Ishimaru, T. (Tokyo Univ. Mar. Sci. Tech.) 
Regional characteristics of copepod reproductions in the northwestern Weddell Sea. 
    Umeda, H. (KOPRI,  HNF), Shin,  ft-C. (KOPRI), 
     Jang, S.-T. (Ocean Climate and Environment Research Division, KORDI), 
     Chung, K.-H. (KOPRI), Kang, S.-H. (KOPRI)
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PM-13
PM-14
 PM-15
 PM-16
PM-17
 PM-18
PM-19
PM-20
 PM-21
PM-22
PM-23
PM-24
Unusual abundance of appendicularians in the seasonal ice zone (140°E) of the Southern Ocean 
    Tsujimoto, M., Takahashi, K. T., Hirawake, T., Fukuchi, M. (NIPR) 
Variation of zooplankton biomass in the Indian sector of the Southern Ocean during 
1996-2004. 
    Sawabe, E. (Tokyo Univ. Mar.  Sci. Tech.), Takahashi,  K, T., Fukuchi, M., (NIPR), 
    Ishimaru, T. (Tokyo Univ. Mar. Sci. Tech.) 
Fishes collected by  R/V Kaiyo Maru in 2004/05 in the Ross Sea and adjacent waters, Antarctica. 
    Iwami, T. (Tokyo Kasei Gakuin Univ.), Hayashi, T., Taki, K., Naganobu, M. (NRIFSF) 
Relationship between the increase of returned chum salmon resources in autumn of 2003, 2004 and 
the oceanographic environment of the Okhotsk Sea after sea ice retreated in spring of 2000 
    Shimizu, I. (National Salmon Resources Center) 
The abundance and distribution of murres  (Urfa spp.) and their prey in the Southeastern Bering Sea 
    Kokubun, N.,  Iida, K., Mukai, T. (Hokkaido Univ.) 
Activities during foraging trip of streaked shearwaters:insights yielded by using acceleration data 
loggers. 
    Hirose, Y. (Tokyo Univ. Mar. Sci. Tech.), Sato, K. (Tokyo Univ.), Matsumoto, K., 
    Watanuki, Y. (Hokkaido Univ.), Oka, N. (Yamashimna Institute for Ornithology) 
Diving behaviour of blue-eyed shags (Phalacrocorax georgianus) :1 Foraging strategy 
    Takahashi, A. (NIPR), Trathan, P. (BAS), Watanuki, Y .(Hokkaido Univ.), 
    Naito, Y. (Bio-logging Institute) 
Diving behavior of Blue-eyed shags 2:stroke pattern 
    Watanuki, Y. (Hokkaido Univ.), Takahashi, A. (NIPR), Trathan, R (BAS), 
    Tanaka, H. (Hokkaido Univ.) 
Optimal diving model incorporating variable metabolic rate depending on diving depth and buoyancy 
    Mori, Y. (Teikyo Univ. Sci. Tech.), Takahashi, A .(NIPR), Watanuki, Y. (Hokkaido Univ.) 
Trip duration and foraging behaviour of little penguins during incubation 
    Kato, A., Ropert-Coudert, Y. (NIPR), Chiaradia, A. (Penguin Parade, Australia) 
Swimming performances of  Adelie penguins: effects of carrying a logger 
    Ropert-Coudert, Y. (NIPR), Yoda, K. (Univ. of California), Kato, A.  (NIPR), 
Genetic diversity in Gentoo penguins 
    Telegeev, G. D. (Institute of Molecular Biology and Genetics of NAS of Ukraine), 
    Dranitsina, A. S. (Institute of Molecular Biology and Genetics of NAS of Ukraine, 
    Taras Shevchenko National University of Kyiv), Dybkov, M. V., Maliuta, S. S. 
    (Institute of Molecular Biology and Genetics of NAS of Ukraine),
    Bezrukov, V. F. (Taras Shevchenko National University of Kyiv)
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PM-25
PM-26
PM-27
Variation of blood electrolytes levels  Adelie Penguins in breeding season 
    Sakamoto, K. (Hokkaido Univ.), Kato, A. (NIPR), Sato, K (Tokyo Univ.), 
    Shimada, H. (NRIFSF),  lida, M. (Hokkaido Univ.), Kudoh, S., Imura, S. (NIPR), 
    Naito, Y. (Biologging Institute), Habara, Y., Ishizuka, M., Fujita, S. (Hokkaido Uinv.) 
Diving behavior associated with prey pictures by camera logger mounted on  Adelie penguins. 
    Sakamoto, K. (Hokkaido Univ.), Kato, A., Takahashi, A. (NIPR), 
    Sato, K. (Tokyo Univ.), Shimada,  H. (NRIFSF),  Iida, M. (Hokkaido Univ.), 
    Kudoh, S., Imura, S. (NIPR), Naito, Y. (Biologging Institute), Habara, Y., 
    Ishizuka, M., Fujita, S .(Hokkaido Uinv.) 
Sighting survey of whale using helicopter within ice field in the Antarctic 
    Shimada, H. (NRIFSF), Kato, A., Hirasawa, N. (NIPR)
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 PT-1
 PT-2
 PT-3
 PT-4
 PT-5
 PT-6
 PT-7
 PT-8
 PT-9
 PT-10
 PT-11
 PT-12
Freezing resistance of Pythium sp. from Spitsbergen Island. 
    Kida, K. (Osaka Pref. Univ.), Hoshino, T. (AIST), Tojo, M. (Osaka Pref. Univ.) 
Abundance and diversity of fungi associated with moss colonies in high-arctic Canada 
    Osono, T. (Kyoto Univ.), Ueno, T., Uchida, M., Kanda, H. (NIPR) 
Mycelial growth of cold adapted fungi on freezing cultural medium 
    Hoshino, T. (AIST, Hokkaido Univ.), Saito, I. (Hokkai Sankyo Co. Ltd.), 
    Yumoto, I. (AIST, Hokkaido Univ.) 
CO2 emission from frozen litter in Ny-Alesund, Svalbard in a high arctic. 
    Kan, N. (Gifu Univ.), Uchida, M. (NIPR), Yoshitake, S. (Hiroshima Univ.), 
    Kanda, H. (NIPR), Koizumi, H. (Gifu Univ.) 
Factors limiting soil microbial biomass and respiration rate on a successional glacier foreland in the 
high Arctic, Ny-Alesund, Svalbard 
    Yoshitake, S. (Hiroshima Univ.), Uchida, M. (NIPR), Kan, N. (Gifu Univ.), 
    Nakatsubo, T. (Hiroshima Univ.) 
Soil respiration rate in patterned ground in a high Arctic, Ny-Alesund, Svalbard 
    Uchida, M. (NIPR), Yoshitake, S. (Hiroshima Univ.), Kan, N. (Gifu Univ.), 
    Kanda, H. (NIPR) 
Carbon storage and distribution on a glacier foreland in the high Arctic,  Ny-Alesund, Svalbard 
    Nakatsubo, T. (Hiroshima Univ.), Uchida, M. (NIPR), Ohtsuka, T. (Ibaraki Univ.), 
    Yoshitake, S. (Hiroshima Univ.), Koizumi, H. (Gifu Univ.) 
Bryophyte succession on a moraine in a high arctic glacier foreland 
    Ueno, T., Kanda, H. (NIPR) 
Physiological ecology of alpine plants in Japan V. 
Distribution of Polygonum viviparum at Maedake Cirque of South Alps 
    Tomita, M. (Shizuoka Univ.), Nishitani, S. (Nippon Medical School), 
    Sasaki, A. (Tohoku Univ.), Hasegawa, H. (Meiji Univ.), Masuzawa, T. (Shizuoka Univ.) 
Physiological ecology of alpine plants in  JapanVI. 
Relation between serpentinite soil and growth of plant in Mountain range of Shirouma, Northern 
Alps 
     Hatano, H., Ohashi, Y., Masuzawa, T. (Shizuoka Univ.) 
Altitudinal change in bacterial flora on the Gulkana Glacier, Alaska, analyzed by 16S rRNA gene. 
    Segawa, T. (TRIC), Takeuchi, N.  (RII-IN), Kohshima, S. (Tokyo Institute of Technology) 
A novel bioinformatics tool for phylogenetic analyses of mix genomes of uncultured microbes 
     Abe, T., Sugawara, H. (NIG), Ikemura, T. (Grad. Univ. Adv. Stud.),
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 PT-13
 PT-14
 PT-15
 PT-16
 PT-17
 PT-18
 PT-19
 PT-20
 PT-21
 PT-22
 PT-23
 PT-24
Search of microorganisms in the Antarctica 
    Imanaka,  T., Miyoshi, Y., Kondo, Y., Yamatsu, A., Atomi, H. (Kyoto Univ.) 
Diatoms in Skarvsnes Lakes, in particular associated with moss pillars 
    Ohtsuka,  T. (Lake Biwa Museum), Kudoh, S., Imura, S. (NIPR), 
    Ohtani, S. (Shimane Univ.) 
Vertical structure of microbial communities in two saline lakes 
    Kimura, S., Ban, S. (Univ. of Shiga Pref.), Imura, S., Kudoh, S. (NIPR), 
    Matsuzaki, M. (Hiroshima Univ.) 
Phylogeny of unicellular green algae isolated from cryptoendolithic microbial communities in 
Antarctica 
    Yamaoki, K., Imai, M. (Tokyo Univ. Sci.), 
    Matsumoto, G. I. (Otsuma Women's Univ.), Nagashima, H. (Tokyo Univ. Sci.) 
Eukaryotic microbial diversity of Lake Suribati, Antarctica 
    Miyake, E., Sawabe, T., Ohuchi, M., Horiguchi,  T. (Hokkaido Univ.), 
    Matsuzaki, M. (Hiroshima Univ.), Imura, S. (NIPR) 
Studies on environmental and biological changes in the last 3400 years in Lakes B-3 Ike and B-4 Ike 
of Syowa Oasis in Antarctica inferred from organic components in sediment cores 
    Matsumoto, G. I.  (Otsuma Women's Univ.), Kobayashi, C., Takemura,  T. (Tokyo Univ. Sci.), 
    Imura, S., Kanda, H. (NIPR) 
Dissolved methane in water and methane gas concentrations in bubbles suspended in ice on lakes 
along eastern  Ltitzow-Holm Bay in Antarctica 
    Sasaki, M., Endoh, N. (Kitami Institute of Tchnology), Imura, S., Kudoh, S. (NIPR) 
Estimation of relationaship between moss distribution and microhabitat in the vicinity of Syowa 
Station 
    Okuda, M. (Grad. Univ. Adv. Stud.), Imura, S., Kanda, H. (NIPR) 
A study of ultra-violet exposure using the collagen artificial skin in Antarctica 
    Takahashi,  T., Ohtani, S. (Shimane Univ.), Kanda, H., Imura, S., Kudoh, S. (NIPR), 
     Irie, S., Hattori, S., Tanaka, K. 
    (Japan Institute of Leather Reseach/Nippi Research Institute of Biomatrix) 
Generating ecological indicators for studies in polar ecology 
    Bolter, M. (Univ. Kiel, Inst. for Polar Ecology,) 
The Antartic runnel algae 
     Faradina Merican, Wan Maznah W.O., Wan Asmadi W.A., Mashhor Mansor 
    (Univ. Sains Malaysia) 
Lipase producing psychrophilic microorganism isolated from Antarctica 
    Rashidah Abdul Rahim, Nazalan Najimudin, Razip Samian, Koay Phaik Chin 
    (Univ. Sains Malaysia)
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 PT-25
 PT-26
Observation of Lichen at Casey Station and Esparanza Station 
    Latiffah Zakaria, Faradina Merican, Wan Maznah W.O., Mashhor Mansor 
    (Univ. Sains Malaysia) 
Paradise in Cold Desert – SCUBA Diving Report in Antarctic Lakes 
    Imura, S., Kudoh, S. (NIPR), Seto, K. (Shimane Univ.)
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